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２０２２年３月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１８日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、前回の審議会での答申を受け「２０２２年度関東甲信越地方向け地

域放送番組編集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０２２年度

関東甲信越地方向け地域放送番組編成計画」について説明があった。次に、横浜放送局

の取り組みと今後の予定について報告した。その後、目撃！にっぽん「運命を変えた３

本指～ミャンマー難民サッカー選手」について説明があり、放送番組一般も含めて活発

に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、４月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜目撃！にっぽん「運命を変えた３本指～ミャンマー難民サッカー選手」 

（総合 ２月２７日(日)放送）について＞ 

 

○  ミャンマーでクーデターが起き、先が見通せない中、主人公のピエ・リアン・ア

ウン選手はミャンマーを代表するスポーツ選手として自分が競技を続けていける

環境を探すべきなのか、抗議の意思を示すべきなのか、難しい選択を迫られたこと

がよく伝わってきた。アウン選手は、母国を守るという強い覚悟を持って、軍に対

する抗議の意思を示したのだと感じた。一方で、ミャンマーで暮らす家族に危害が

及ぶことも考慮しなければならず、難しい立場にあることが理解できた。難民とし
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て日本で暮らす中で、コミュニケーションの問題などさまざまな困難を抱えている

が、交流のある東北の中学生をはじめ周囲の支えによって勇気づけられていること

がよく分かった。母国で同じようなことが起きた場合、自分ならどのようなことが

できるか、考えさせられる番組だった。 

 

○  ミャンマーのクーデターから１年が経過したが、いまでも軍による弾圧が続いて

いる。アウン選手がサッカーの試合で抗議の意思を示し、難民として日本で暮らす

ことになったことはニュースで知っていた。この番組を見て、アウン選手が日本で

悩み、苦しみながら生活してきたことがよく理解できた。ロシアのウクライナ侵攻

で世の中のミャンマーへの関心は薄れているように思うが、深刻な問題に改めて目

を向けた番組ですばらしかった。登場する人物が少なく、シンプルで分かりやすい

作りがよかった。アウン選手と周囲の人たちを丁寧に取材して重要なメッセージを

伝えたことを評価したい。カメラマンが提案した企画とのことだが、アウン選手と

信頼関係を築いて取材を進めたことが画面を通して伝わってきた。タイトルにもあ

る「運命を変えた３本指」に着目し、アウン選手の葛藤を分かりやすく描いた意義

のある番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ことばの壁があって、アウン選手と信頼関係を築くのは簡

単ではなかった。横浜局のカメラマンがアウン選手のもとに

通い、日本語のできるルームメートの方の手助けも得て、さ

まざまな話を聞くことができた。 

 

○  取り上げるテーマに合った落ち着いた構成ですばらしい番組だった。小野文惠ア

ナウンサーの語りもとてもよかった。次々と起こる新しい出来事に心が向いてしま

い、ミャンマー情勢への関心が薄れてしまっている状況だと思うが、クーデターか

ら１年のタイミングでこの番組を放送したことを評価したい。東北の中学生たちの

活動はすばらしく、アウン選手の支えになったことがよく分かった。このエピソー

ドを紹介したのは、視聴者にとっても救いが感じられてよかったと思う。かつて同

じような状況にあったハン・セインさんを取り上げ、対比して伝えたのも分かりや

すくてよかったのではないか。ただ、３０分番組ではやむを得ないと思うが、視聴

者の知りたい情報が不足していたと思う。ハン・セインさんの人物像や、ルームメー

トの方の性格や思いなどについてもっと知りたかった。また、アウン選手はミャン

マーではスター選手として活躍していたとのことだったが、その姿がイメージでき

なかった。当時の写真を１枚でも紹介すれば、現在置かれている状況がより明確に

伝わったと思うので残念だった。 
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○  現在の報道はウクライナ情勢が大半だが、ミャンマーに焦点を当てたことがすば

らしい。さまざまな国で平和が脅かされている状況で、改めてミャンマー情勢につ

いて考えるきっかけになる番組だった。アウン選手は軍への抗議で日本に残ったが、

ことばの壁や生活様式の違いがあり、日本での生活は簡単ではないことがよく理解

できた。アウン選手を丁寧に取材し、さまざまなことを伝えた力作だったと思う。

アウン選手が人生をかけた３本指にどのような意味があったのか、映像とともに分

かりやすく伝えていた。東北の中学生との交流では、人と人とのつながりのすばら

しさを感じた。ただ、アウン選手自身のコメントは少なく、どのような思いを持っ

ているのかあまり伝わってこなかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ハン・セインさんは長く日本に住んでいて、ミャンマーの

民主化を望んでいるが、いまだに母国に戻れていない。セイン

さんの半生についても、かなりの期間取材をした。ルームメー

トの方はアウン選手を支えたいと、もともと住んでいた大阪

から引っ越して一緒に住んでいる方だ。さまざまな理由から、

日本で生活をしているミャンマーの人たちの背景や苦労につ

いて今後も伝えていきたい。アウン選手はシャイな性格だが、

カメラマンとは打ち解けていた。３本指を掲げたことは全く

後悔していないと強く言い続けていたので、その思いがもう

少し伝わるような内容になるとよかったかもしれない。 

 

○  ミャンマー情勢については、解決策が見いだせない難しい問題だと感じている。

アウン選手は一人のミャンマーの青年として正義を貫きたいという思いから、勇気

を持って３本指を掲げたのだと感じた。平和を思いながら苦悩する一人の青年に寄

り添い、難民として過ごす現状を追い続け、ありのままの姿を伝えたことを高く評

価したい。公平に正しい情報を伝えた価値のある番組だと感じた。ロシアのウクラ

イナ侵攻が始まったタイミングで放送されたことで、改めて暴力で民主主義が奪わ

れるとどのようなことになるか問題提起していたと思う。難民として生活し、祖国

や家族を思い続けることがいかに大変であるかがよく分かった。今後、ウクライナ

から日本に避難してくる方が出てくると思うが、受け入れる私たちが理解を深める

ことが重要であることを示唆しているように感じた。避難してくる方に対して私た

ちがどのような行動をすべきかということをテーマにした番組にも期待したい。 

 

○  アウン選手は、世界の関心がミャンマーの問題に向くよう、抗議の意思を示した。
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アウン選手のエピソードを拾い上げ、しっかりと取材してすばらしいドキュメンタ

リーを放送したことを評価したい。アウン選手にとっても価値のある番組になった

と思うし、ミャンマーの問題について詳しく知るためにも意義があると感じた。長

期にわたる取材で、アウン選手の心情の変化が分かりやすく描かれており、表情の

変化をしっかりと映像で伝えていて質の高い番組だった。日本人は生まれたときか

ら民主主義が保障されていて、恵まれた環境にあることを実感した。また、ミャン

マーに平和をもたらすには、世界の人たちがミャンマーに関心を持ち続けることが

重要だと感じた。今後もミャンマー情勢について伝え続けるという決意が感じられ

る良質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  アウン選手についてどのように伝えるのがよいか議論を重

ねてこの番組を制作した。映像の持つ力を大事にしつつ、多

角的に伝えることを心がけた。 

 

○  アウン選手はミャンマーではスター選手とのことだが、例えばミャンマーの子ど

もたちの憧れの存在であるなど、具体的なエピソードとともに紹介するとイメージ

がつきやすかったのではないか。３本指を掲げるに至ったアウン選手の心の動きや

葛藤をもう少し詳しく知りたかった。ウクライナ情勢についても感じていることだ

が、私たちの情報はテレビや新聞などのマスメディアから提供されるもので満たさ

れているという事実がある。それを裏返すと、テレビや新聞で取り上げられない

テーマは次第に忘れ去られてしまうということだ。忘れ去られてはいけない重要な

テーマを拾い上げて伝えることは極めて重要で、この番組はその意味でも意義があ

ると感じた。地域に埋もれかけているテーマを地域の放送局が取り上げることは重

要で、それこそが公共放送の価値だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  アウン選手を受け入れている横浜のクラブチームの多様な

活動については、これまでも紹介してきている。また、さま

ざまな事情を抱えながら日本で生活している外国人について

も、取り上げて伝えていきたい。頂いた意見は今後の番組制

作に生かしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○  ２月２５日(金)の知るしん 信州を知るテレビ「塀のない少年院」を見た。塀や

鉄格子がない、全国的に珍しい少年院に密着した番組だった。教官や地域の住民た

ちと関わる中で立ち直ろうとする少年たちのリアルな姿がよく伝わってきた。地域

が一体となった興味深い取り組みに焦点を当てたことを評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  関係者や関係各所の承諾を得ながら、丁寧に取材を進めた。

少年たちの本音を聞くために、制作担当者は信頼関係を築く

こと第一に考え、取材や撮影に臨んだ。その結果として、再

出発に向けた少年たちの姿を視聴者に届けることができたと

考えている。 

 

○  「新潟ニュース６１０」を見ている。去年４月に始まった「教えてデスク原発あ

れこれ」というコーナーでは、専門の記者が原発について詳しく解説している。専

門性のある内容で信頼して見ることができ、正しい認識を得るきっかけとなる、質

の高い企画であると評価している。原発の問題は選挙の争点になることも多いので、

正しい理解が深まるよう、引き続き公平公正な立場で伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  正確な情報を多角的に伝えることを意識して、取り組んで

いる企画だ。頂いた意見は現場にも伝えたい。 

 

○  ３月１０日(木）の「Ｎｅｗｓかいドキ」を見た。新型コロナウイルスの感染拡

大が山梨県内の中古車販売市場に与えた影響について詳しく伝えていたが、とても

参考になるものだった。地方の中古車販売は盛況だと考えていたが、そうでもない

ことがよく理解できた。山梨で暮らすには車が必需品で、とても身近なテーマに関

心を持つ視聴者が多かったのではないか。解説も分かりやすく、今後の見通しもよ

く理解できるとてもよい企画だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  視聴者の暮らしに役立つ身近な情報を伝えることをテーマ

に、コンテンツサービスの強化に取り組んでいる。この企画

もその一つで、評価いただきありがたく思う。 

 

○  ３月５日(土)のＮＨＫスペシャル 新・映像詩 里山（１）「新潟の棚田 豪雪

と生きる」を見た。映像がとてもとても美しかったことに加え、撮影や編集の技術
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の高さに感心した。豪雪と向き合う人々の姿を通して、自然と人間が共存する里山

の様子がよく伝わってきた。雪がもたらす恵みについても分かりやすく示されてい

てとてもよかった。番組に登場した地元の方の表情がすばらしかった。豪雪地帯で

暮らすことは苦労が多いものの、魅力的であることがよく分かった。美しい映像で

人と自然との関わりを描いた良質な番組だった。 

 

○  ３月５日(土)のＮＨＫスペシャル 新・映像詩 里山（１）「新潟の棚田 豪雪

と生きる」を見た。心が痛むニュースがあふれている中で、心が温まるすばらしい

番組だった。東京の本部が制作した全国放送の番組だが、新潟局では撮影の舞台裏

を紹介するなど、地域の視聴者に向けて番組のＰＲをしていて、ＳＮＳなどでもこ

の番組に期待する声が数多く見られた。地域を取り上げた全国放送の番組を活用し

た取り組みには意義があると感じた。新潟の美しい自然を全国に届けたこともとても

よい。自然の中で人々が助け合って生きていくことのすばらしさがよく伝わってき

た。８Ｋカメラで撮影した映像も美しかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  経験豊富な本部のチームが制作した番組だ。新潟県が舞台

になったことから、新潟局でも追加取材をして、「金よう夜き

らっと新潟」の中でしっかりと伝え、この番組の放送につな

げた。昔ながらの営みの中にＳＤＧｓのヒントがあることな

ど、以前この場でご意見をいただいた内容を伝えることがで

きたと考えている。新潟局が制作した番組はもちろん、本部

が制作した番組についても、新潟に住む方々の関心が高いと

思われるものは積極的に県内に向けて伝えていきたい。 

 

○  ３月１１日(金)のＮＨＫスペシャル「被災の海 未来をどう築くか」、３月１２

日(土)の「ありがとうを３．１１に伝えよう委員会」(総合 後 5:10～5:59)、３月

１２日(土)のＥＴＶ特集「揺れながら迷いながら～民俗研究家・結城登美雄～」な

ど、東日本大震災をテーマにした多様な番組が放送されていると感じた。中でも「あ

りがとうを３．１１に伝えよう委員会」は、これまで応援してくれた人たちに感謝

を伝えようという、気仙沼の人たちの取り組みを番組にしていて印象に残った。気

仙沼の人たちの心からの感謝が伝わってきて、優しい気持ちになるすばらしいもの

だった。今後も地域で暮らす人々に寄り添った番組を期待したい。 

 

○  ３月１１日(金)のＮＨＫスペシャル「被災の海 未来をどう築くか」を見た。東

日本大震災が発生してから１１年が経過したが、海中の様子の変化を伝えることで
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震災を見つめ直す番組で、新たな視点がすばらしいと感じた。海が再生していく様

子はとても興味深く、自然の持つ回復力に驚かされた。陸の復興についてはしばし

ば取り上げられており、知っていることも多いが、海の再生は知らないことばかり

で勉強になった。水産資源の回復や漁業関係者にとって、解決すべき課題が数多く

残されていることもよく理解できた。震災を風化させないという意味でも意義深く、

良質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東日本大震災については、毎年新しいテーマを設定したり、

明らかになっていなかった事実を掘り起こしたりして、継続

的に伝えている。震災を風化させないよう、今後もしっかり

と取り組んでいく。 

 

○  ２月１３日(日)のダーウィンが来た！「マジカル・ミステリー・きのこ・ツアー

２」を見た。とても楽しみにしていた番組だ。なぜ発光するきのこがあるのか詳し

く解説されていて、映像も神秘的ですばらしかった。ハイスピードカメラで捉えた、

きのこが成長する様子もとても楽しめた。きのこが発光する理由を深掘りすること

で、きのこ研究の奥深さがよく伝わってきた。出演していた専門家の視点は興味深

く、解説も参考になるものだった。モグラの巣から生えるきのこがあることに驚か

された。モグラときのこが共生していることは知らなかったので番組で紹介された

ことはよかった。 

 

○  ３月１１日(金)のＭＥＷＥ－２分で爆速ＳＤＧｓ－（３）「Ｃｈｏｉｃｅｓ－あ

なたがえらべるみらいを」(総合 前 4:18～4:20)を見た。ＮＨＫが「未来へ１７ア

クション」キャンペーンの一環で取り組んでいる２分の番組だ。アメリカにルーツ

を持つラッパーが、ラップにのせて重要なことを伝えていたが、その内容にハッと

させられた。自分の力で国や社会を変えられると思っている人がアメリカでは６

５％程度いるのに対し、日本では１８．３％しかいないとのことだった。将来に希

望を持つ人の割合も、日本はアメリカなどと比較してとても低く危機感を覚えた。

２分間の短い番組だが、こうした若者の意識調査をテンポよく伝えるなどさまざま

な工夫が施されていて、若い世代にも受け入れられる内容だと感じた。とても考え

させられる番組で、制作者のセンスのよさを感じた。 

 

○  大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」を見ている。大河ドラマは担当する脚本家によっ

てスタイルやテイストがガラッと変わるので、毎回新鮮に見られるという意味では

よい面もある。一方で、毎年スタイルが変わりすぎるため、「大河ドラマ」とは何
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なのか、視聴者は困惑しているのではないか。三谷幸喜さんはすぐれた脚本家で、

内容もおもしろいのだが、ＮＨＫの制作担当者が「大河ドラマらしさ」をうまく演

出することが必要だと感じている。ややコメディータッチがすぎたり、歴史上の人

物の描き方が極端すぎたりしていると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫは“新しいＮＨＫらしさの追求”を掲げ、ＮＨＫを

頻繁に見てくださる視聴者に加え、新たな視聴者にも見ても

らおうという視点でさまざまな取り組みを行っている。頂い

た意見は受け止めたい。 

 

○  ２月２日(水)のプレミアムシネマ「激突！」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 1:00～2:30)を見た。

スティーブン・スピルバーグ監督の出世作で、数十年ぶりに見た。この映画は主人

公の乗用車がタンクローリーに延々と追いかけ回された挙句、急転直下のクライ

マックスを迎えるのだが、番組冒頭のタイトルバックで、重要な最後のシーンが使

われていた。完全なネタバレになってしまっていて、視聴者の楽しみを台無しにし

てしまったのは残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘はそのとおりで、頂いた意見は現場にも伝えたい。 

 

○  ２月８日(火)のＮＨＫ特集「行 比叡山～千日回峰～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 6:10～

6:59)を見た。1979 年に放送された「ＮＨＫ特集」だが、かつてこの番組を見た記

憶がよみがえるとともに、当時と同じ感動を味わうことができた。映像はやや荒

かったが、それでも十分に美しいと感じた。音楽やテロップには古さを感じたが、

それも含めて時代を記録した貴重な資料だと感じた。放送後数十年が経過した番組

を改めて放送することも意義があると思う。修行の妨げにならないよう、入念な準

備と細やかな配慮をして作られた番組であった。この修行は毎年行われるようなも

のではないので、修行の様子を克明に記録していたことはすばらしい。真摯（しん

し）に取材を続け、正確な記録を積み重ねていくことはとても重要で、それによっ

て視聴者の心を動かすことができると感じる番組だった。 

 

○  「三宅民夫のマイあさ！」を聴いている。ニュースや天気、交通情報などをコン

パクトに分かりやすく伝えているので、朝の時間帯に必要な情報を得るために活用

している。この番組はインターネットのラジオサービスでも聴くことができ、とて

も役立っている。３月１５日(火)には、成人年齢の引き下げについて取り上げてい
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た。「ＮＨＫニュース おはよう日本」で同様の特集を担当していた渡辺健太アナ

ウンサーが出演していて、テレビと連携した放送は効率もよく、伝える姿勢に一貫

性が感じられるので好感を持った。三宅民夫さんは声のトーンが聴きやすく、安定

感がありすばらしい。 

 

○  ３月１６日(水)に東北地方で震度６強を観測する地震があった。地震は津波を引

き起こすこともあるので、とにかく速報で伝えることが重要だ。ＮＨＫのニュース

速報は正確で、必要な情報をしっかりと伝えていることを評価したい。 

 

○  東日本大震災から１１年が経過した。３月１６日(水)に東北地方で震度６強の地

震があったが、このほかにも新型コロナウイルスの感染拡大やロシアのウクライナ

侵攻など、ＮＨＫのニュースの力を感じている。今後も正確な情報をしっかりと伝

えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  国民の命と暮らしを守ることがＮＨＫの使命だ。短期的に

は発災時の報道で被害を抑え、長期的には過去の教訓をもと

にどのように防災につなげていくのか伝えることが重要だと

考えている。頂いた意見は現場に伝え、今後に生かしたい。 

 

○  鉄道の運行情報についてニュース番組の中では伝えられているが、ＮＨＫのデー

タ放送では情報を提供していない。道路情報はメニューにあるので、鉄道情報の拡

充も検討してはどうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  鉄道の情報は、天気予報などと異なり、関係する地域が限

定的な情報であることに加え、データ容量や費用の面などさ

まざまな理由があって、ホームページでの提供としている。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２２年２月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１８日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」についての調査結果を報告の後、最近の番組について報告があり、議事に入っ

た。会議では、まず、「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」

について報告があった。引き続き、「２０２２年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集

計画（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として原案を可とす

る旨、答申することを決定した。続いて、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、３月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２２年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集計画（案）」について -諮問-＞ 

 

○  小中学校における長期欠席者は、およそ２９万人いると言われている。放課後や

長期休暇の後など、自死が増えることがデータで明らかになっている時期には、各

地域で子どもたちや親に向け、学校以外にもフリースクールやＮＰＯ法人が運営す

る施設などの居場所があることを積極的に伝えてほしい。このような情報は地域に
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根ざしたものであることが大切なので、それぞれの県で定期的に伝えてほしい。ま

た、対面は難しくても、オンラインであれば他者とつながりを持てる子どもたちも

いる。さまざまな取り組みが行われていることを伝え、子どもたちが自死を選ばな

くてもよい社会の実現に寄与してほしい。 

 

○  大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」や４月から放送予定の連続テレビ小説「ちむどん

どん」は、神奈川県が舞台になっている。地域の魅力が全国に発信される機会にな

ると思うので期待したい。また、地域の放送局は、子どもたちの教育に資する多様

なコンテンツを生み出してほしいと思う。東京２０２０オリンピック・パラリン

ピックのレガシーの一つである、多様な価値観を認め合う共生社会の実現という意

味でも、子どもたちの感性を育む番組を充実させてほしい。 

 

○  前橋局の項目に、「地域に暮らす外国人との共生に寄与し、公共メディアとして

の存在感を高めます」という文言がある。群馬県は人口減少が進んでいる一方、外

国人住民の数は増加しているので、地域の人々と外国人の相互理解が深まるような

取り組みはすばらしいと思う。若い世代の人口流出の食い止めにつながるような、

群馬県の魅力を積極的に発信する企画も期待したい。また、子ども向けのコンテン

ツも充実してほしい。 

 

○  茨城県は県内向けの民間テレビ放送局がない唯一の県であり、水戸局が果たす役

割はとても大きいと感じている。平日午後６時台のニュース情報番組「いば６」は、

県内の視聴者に浸透してきたと感じているので、引き続きしっかりと取り組んでほ

しい。地域とスポーツの関わりの重要性は増していると思うので、地元スポーツの

中継や報道に力を注いでほしい。また、地域の芸術や催事についてもこれまで以上

に伝えてほしい。 

 

○  千葉局の重点事項はとてもすばらしいと思う。2019 年の台風１５号や新型コロ

ナウイルスの感染拡大で疲弊した地域を元気にする情報を積極的に発信してほし

い。ＳＤＧｓに関する取り組みにも期待している。ＮＨＫに最も期待していること

は、災害時の情報発信だ。千葉県にもラジオの電波が受信しづらい地域があるので、

地域によって情報格差が出ないよう、受信環境の改善や取り上げる情報の配慮を心

がけてもらいたい。また、地域の放送局どうしが連携して、地震への備えをテーマ

に取り組むとよいのではないか。 

 

○  埼玉県は河川が多く、水害のリスクが高いと感じているが、「ＮＨＫニュース・

防災アプリ」はきめ細かい情報を発信していてとてもよい。災害時はＮＨＫに
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チャンネルを合わせる習慣がある人も少なくないと思うので、引き続き放送やアプ

リなどで詳しい情報を伝えてほしい。さいたま放送局はＦＭで「ひるどき！さいた

ま～ず」を放送しているが、この番組に取り上げられたり出演したりすることが地

域の人たちの励みになっていると感じている。今後も地域の放送局として、県内の

話題を幅広く丁寧に取り上げ、テレビやラジオで伝えてほしい。 

 

○  長野県は８県に隣接していて面積が広く、それぞれの地域に特徴のある県なので、

各地域をつなぐ長野局の役割は大きいと思う。地域にはさまざまな文化が残ってい

て、道祖神祭りなど、国の重要無形民俗文化財に指定されている祭りも多い。それ

ぞれの地域の伝統などについて、今後もしっかりと伝えてほしい。ケーブルテレビ

と連携し、災害時にきめ細かく迅速な情報発信の体制を築くということはとても心

強いのでよろしくお願いしたい。 

 

○  新潟局の開局９０周年に関連した取り組みは県民に浸透していると感じており、

報道に対する信頼も高まっていると思う。ニュース番組などでアナウンサーが地域

の人たちに共感する姿勢を示すことは重要なことなので、引き続き地域への理解を

深めて積極的に取り組むようお願いしたい。若い世代を巻き込んだ新潟局の取り組

みを高く評価している。引き続き、新潟県民の生の声をしっかりと発信してほしい。

また、ＳＤＧｓについては昔ながらの暮らしの中に息づく、持続可能な取り組みを

見つけ出して紹介してほしい。米作りや人口流出に関する問題は県外に広く発信す

ることが大切なので、よろしくお願いしたい。 

 

○  災害が起きた際は、メディアどうしが協力することや、自治体と連携することが

極めて重要であり、その点をしっかりと編集計画に掲げていることを評価したい。

甲府局の重点事項について、平日午後６時台のニュース情報番組を強化するほか、

金曜午後７時台の番組では地域の課題や魅力を掘り下げて伝えるとのことで期待

したい。ＮＨＫの強みは事実を正確に分かりやすく伝える力だと考えている。山梨

県の未来を考えるうえでは、身近な具体例を盛り込んでさまざまな世代に向け分か

りやすく情報を伝えることを期待したい。 

 

○  「基本方針」の中に、歳月とともに記憶から遠のいてしまいがちな災害や戦争の

記憶を残し伝えていくという趣旨の文言が加わり、「過去の災害や戦争と向き合い、

風化させることなくその教訓を次世代へとつなぐ役割を果たします」との記載があ

るのは、とてもよいと思う。宇都宮局は県域テレビ放送開始１０年の節目の年であ

り、新たなコンテンツ制作に期待したい。 
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○  諮問された「２０２２年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集計画（案）」に

ついて、委員の皆さまの意見の趣旨が番組編成に生かされることを前提に、原案を

可とする答申をしたいと思うが、異議はないか 

 

○  異議なし。 

 

○  原案を可とし、答申することにする 

 

（ＮＨＫ側） 

  原案を可とする答申をいただき、ありがたく思う。頂いた

指摘と意見は地域放送番組の編成に生かしていく。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」で

字幕の一部に誤りがあったことに関連して、担当者の処分についての報道を見た。か

なり重い処分だと感じたが、それほどこの問題を重大なものと認識しているという

理解でよいか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取材、制作の基本的な指針を定めた「ＮＨＫ放送ガイドラ

イン」を逸脱し、公共放送に対する信頼を傷つけたことから、

今回の処分となった。 

 

○  再発防止策は講じられているということなので、それを徹底し、しっかりと取り

組んでほしい。同時に、職員が萎縮しすぎないようにすることも重要なので、その

点についてもよろしくお願いしたい。 

 

○  １月７日(金)に「ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢ」で「政府 学習履歴など個人の教

育データ デジタル化して一元化へ」という記事が掲載された。この記事には、と

ても大きな問題があると考えている。現在、政府は困難を背負った子どもたちを重

層的に支援する方策を検討している。デジタル庁の取り組みは、虐待など苦難に直

面する子どもたちを減らすために、子どもたちのデータを行政と民間がどのように

共有して生かすかという、とても重要なチャレンジである。この記事のタイトルは、

「デジタル化して一元化へ」となっているが、この表現だとタイトルを見た人は自
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分たちの学習履歴や学校の出席状況など、すべての情報が政府によって一元管理さ

れてしまうように感じるだろう。しかし、「行政機関ごとにバラバラになっている

子どもたちの情報を標準化して、データとして扱えるようにする」というのが実際

のところだ。これを「一元化へ」ということばで伝えるのは誤解を招く表現で不適

切だったと思う。「一元化」と「標準化」は全く異なった表現であり、実際に誤解

をする人たちが数多く出ている。誤った表現だったと記事を訂正し、しっかりと説

明すべきではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  このニュースについては、デジタル庁の発表資料にある

「データの標準化」という記載について、分かりやすい表現

を検討し、「デジタル化して一元化する仕組みを構築する」と

表現した。国が一元的にデータを管理することではないと理

解しており、同じような様式に統一するという意味で「一元

化」という表現を用いた。取材・制作の現場ではさまざまな

ニュースを放送するにあたり、どのような表現が分かりやす

いのか、日々検討を重ねている。また、視聴者からさまざま

なご意見、ご指摘を受けることもあり、それは必ず取材・制

作の現場に共有され、対応している。誤報だとは考えていな

いが、今後同様のニュースを伝える際には指摘を踏まえ、よ

り分かりやすく的確な表現に努めていきたい。 

 

○  この件についてデジタル庁に確認したが、デジタル庁からは「一元化という表現

は使わないでほしい」と伝えているとのことだった。分かりやすいように「一元化」

ということばを使ったとのことだが、実際に多くの人が誤解をしてしまっている。

今後の取り組みも重要だが、このニュースについて改めることが必要なのではない

か。 

 

（ＮＨＫ側） 国が一元的にデータを管理することはないと、理解したう

えで原稿を書いた。繰り返しになるが、同じような様式に統

一するという意味で「一元化」という表現を用いた。「標準化

と一元化は違う」という指摘を踏まえ、より分かりやすく的

確な表現に努めていく。 

 

○  １２月３日(金)の知るしん 信州を知るテレビ「撮るしんスペシャル２０２１」

(総合 後 7:30～8:42 長野県域)を見た。長野放送局が取り組む、写真投稿サイト
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「撮るしん」に寄せられた写真を、視聴者の投票で選び、カレンダーにするという

すばらしい企画だった。ゲストの峰竜太さんと金子貴俊さんも写真撮影に挑戦して

いたこともよかった。信州の文化や自然の美しさがよく伝わってくる良質な番組

だった。 

 

○  １月２１日(金)のぐんまスペシャル「なぜ人はこんにゃくを食べるのか？」を見

た。群馬県の特産のこんにゃくに焦点を当てた番組で、興味深かった。こんにゃく

が特産品になった理由や、こんにゃくを食べるようになった理由など、「なぜ？」

という疑問が散りばめられた内容だった。答えがあるようでない番組だったが、

こんにゃくの歴史などが丹念に調べられていたことや、ドラマ仕立ての演出もおも

しろく、最初から最後まで飽きることがなかった。意外と知られていない地域の魅

力をこれからも伝え続けてほしい。 

 

○  １月２４日(月)から２８日(金)にかけて放送された首都圏ネットワーク「神奈川

ウイーク」を見た。１週間を通した企画の内容がすばらしく、神奈川県の魅力を再

発見することができた。知らない情報が数多く紹介されていて、地域に密着して

日々さまざまな取材をしていることが存分に生かされていると感じた。文学作品と

料理のコラボレーションの話題はユニークで印象に残った。完成した創作料理は

アート作品のようで、料理人の感性が反映されていて興味深かった。海岸に打ち上

げられた海藻を餌に使用している鎌倉のブランド豚が紹介されていたが、海藻を集

める仕事を障害者施設の人が担うなど、地域の雇用機会が増えていることを伝えて

いたのもよかった。神奈川県のさまざまな魅力を掘り起こして伝えていて評価した

い。 

 

○  １月２８日(金)の金よう夜きらっと新潟「ルポ 湯沢再考～“コロナ移住”は何

をもたらすか～」を見た。移住先として注目を集める湯沢町を取材していた。ディ

レクターがリゾートマンションに住み込み、移住者の生の声を聞くことで、若い世

代の働き方や住まいについての多様な価値観を知ることができる興味深い番組

だった。今後の展開にも期待したい。 

 

○  １月２８日(金)のとちスペ「小山高専 青春をかけたジャンプ」(総合後 7:33～

8:00 栃木県域)を見た。高専ロボコン２０２１で優勝した小山工業高等専門学校に

密着したドキュメンタリーだった。高専ロボコンの歴史は古く、３０年以上続いて

いる。「ものづくりの日本」を象徴するものでもあると考えているので、このよう

な番組は地域だけではなく全国に向けて放送してほしい。また、Ｅテレの「ソーイン

グ・ビー４」が終了するが、ものづくりという視点でとても興味深い番組だった。
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ＢＢＣが制作しているとのことだが、裁縫の技術を競うだけではなく、参加者が世

代や肌の色、民族を超えて多様性に富んでいること、そして参加者が互いに切磋琢

磨（せっさたくま）したたえながら競い合う姿がすばらしく好感の持てる内容なの

で、続編を期待したい。 

 

○  １月３０日(日)のＮＨＫスペシャル「王者のジャンプ～フィギュアスケート男子

～」を見た。羽生結弦選手がなぜアクセルジャンプにこだわるのかについてのほか、

宇野昌磨選手や鍵山優真選手の努力を多角的に伝えていて、北京オリンピックに向

けて期待が高まる良質な番組だった。 

 

○  ２月１１日(金)の北京オリンピック「スノーボード 男子ハーフパイプ・決勝」

(総合 前 10:05～11:53、総合ｻﾌﾞﾁｬﾝﾈﾙ 前 11:53～後 0:15、総合 後 0:15～0:33)

を見た。平野歩夢選手の最終滑走のタイミングでサブチャンネルに切り替わった。

やむを得ない場合があることは理解できるが、納得できない視聴者が多かったので

はないか。視聴者の関心が極めて高い場面であり、切り替わりで見逃した人がいた

ことは残念だった。ウインタースポーツは天候などで競技スケジュールが予定通り

にならないことが多く、中継の苦労も理解できる。ただ、今回は金メダルが決まる

かという最高の場面であり、そのまま放送してほしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ２月１１日(金)は関東甲信越地方などで前日からの大雪の

影響が残り、事故なども起きていたことから、ニュース前の

気象情報を含めて、最新の状況をお伝えし、注意喚起をする

意図だった。一方で、男子スノーボートハーフパイプ・決勝

の模様もお伝えするため、当初から競技の進行が遅れる場合

はサブチャンネルに移行することにしていた。サブチャンネ

ルに切り替わる３分前、２分前、１分前の３回にわたりその

旨を知らせる字幕スーパーを出したうえで、サブチャンネル

に移行した。今回の対応については、視聴者からもさまざま

な指摘を頂いており、サブチャンネルへの切り替えを案内す

る画面についても、具体的にサブチャンネルの開始時間を明

記するなど、内容を見直したり、字幕スーパーを画面に出す

時間を長くしたりするなど、改善を図っている。頂いた意見

は真摯（しんし）に受け止め、編成を柔軟に考えることも含

めて、今後に生かしていきたい。 
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○  ２月１２日(土)の「北京オリンピック みんなでハイライト（１）」(総合 前 9:00

～9:55)を見た。障害のある人もない人も、子どもからお年寄りまで楽しめること

をコンセプトに、ユニバーサル放送で展開していた。ＣＧアニメの手話通訳を入れ

るなど、意欲的な新しい取り組みがなされていてすばらしかった。目の不自由なバ

イオリニストが羽生選手のフリープログラムの曲である「天と地と」について解説

していたが、深い考察に基づいてとても分かりやすく伝えていて印象的だった。 

 

○  ２月７日(月)のグレーテルのかまど「マザー・テレサのチョコレート」を見た。

この番組はテンポのよい掛け合いがおもしろく好感を持っている。今回はマザー・

テレサが特別な日に配っていたお菓子ということで、チョコレートに焦点を当てて

いた。マザー・テレサのエピソードを知り、チョコレートが特別なものだと感じる

ようになった。お菓子は人々に精神的な豊かさを与えることがよく分かったし、食

をないがしろにしてはいけないことを再認識した。人としての尊厳が貧しさで奪わ

れてしまうことや、甘いものをもらい食べることが愛された体験として心に刻まれ

ることが印象に残った。チョコレートのレシピのポイントも簡潔に分かりやすく紹

介されていてとてもよかった。 

 

○  １月２５日（火）から４日連続で放送された特集ドラマ「旅屋おかえり」(ＢＳ

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:00～7:30 )を見た。ドキュメンタリータッチで描かれたこれまでにない

旅ドラマだと感じた。テーマ曲も軽快でよかった。紅葉や雪景色など美しい風景の

ほか、郷土料理や文化など、舞台となった秋田、愛媛、高知の地域性がしっかりと

表現されていたと思う。一方で、現実なのかフィクションなのかがあいまいだと感

じるシーンがあった。混乱した視聴者もいたのではないか。 

 

○  ２月３日（木）から放送している「だれかに話したくなる山本周五郎日替わりド

ラマ２」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:00～7:29)を見ている。さわやかな短編の時代劇が日替

わりで連日放送されているのを、楽しんで見ている。短い時代劇が毎日放送される

ことはこれまであまりなく、斬新な取り組みでよいと思う。朗読を担当している声

優の梶裕貴さんの声はさわやかで好感を持っている。キャスティングも個性派の俳

優や若手を起用していて新鮮だった。新型コロナ禍を生きる私たちにやすらぎの時

間を与えてくれる貴重な番組だと感じている。若い世代にも訴求する時代劇だと思

うので、このような取り組みを継続してほしい。 

 

○  「【プレミアムドラマ】生きて、ふたたび 保護司・深谷善輔」を見ていた。現

代社会のさまざまな問題を含んだ、深い内容のドラマだった。舘ひろしさんと浅丘

ルリ子さんの演技は存在感が際立っていてすばらしかった。 
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○  ＢＳプレミアムで再放送された「秘境中国 謎の民」のシリーズを見た。平和や、

本来の意味での豊かさについて深く考えさせられる番組で評価したい。２月１８日

(金)に再放送されたプレミアムカフェ「ガウディの遺言 ～サグラダ・ファミリア

１００年の夢～」 (ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 前 9:00～10:42)も見たが、改めて世界平和の尊さ

を学ぶことができた。感じ方は人それぞれだと思うが、ここ数か月は平和について

考えさせられる番組が多かったように思う。感性を高めてくれるすばらしい番組編

成を今後も続けてほしい。 

 

○  １月１５日(土)の深夜に津波警報が出された。ＮＨＫは速やかに放送中の番組を

中断して避難を呼びかけ、注意を促していて、すばらしい対応だと感じた。アナウン

サーの呼びかけも落ち着いていて分かりやすかった。「つなみ！にげて！」「津波！

避難！」「ＥＶＡＣＵＡＴＥ！」という字幕をひらがな、漢字、英語、ピクトグラ

ムなども交えて示していて、誰にでも理解しやすい伝え方になっていた。避難を促

すことばをピンク色で目立たせていたが、とても見やすくてよかったと思う。引き

続き分かりやすい表示や表現を心がけてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘のように、読みやすさや色覚を意識した、誰にでも分

かりやすいユニバーサルデザインを使用している。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２２年１月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、２１日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、８人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」の内容について報告があり、議事に入った。 

会議では、まず、千葉放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、目

撃！にっぽん「悲劇のゼロ戦 痕跡を探して～終戦の日に散った若者たち～」について

説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜目撃！にっぽん「悲劇のゼロ戦 痕跡を探して～終戦の日に散った若者たち～」 

（総合 １１月２１日(日)放送）について＞ 

 

○  涙なしには見られない番組だった。千葉県上空で空中戦があったことを知らず、

さまざまなことを考えさせられた。俳優の麻生久美子さんのナレーションは聞きや

すくてとてもよかった。ＣＧや図を用いて番組を構成していてとても分かりやすく、

当時の状況などがイメージしやすかった。戦争で兄を亡くした杉山栄作さんのエピ

ソードは胸が痛んだ。離別を明確に実感できない、いわゆる“あいまいな喪失”の

状態が長年続いていたことが感じられ、身につまされる思いだった。幸治昌秀さん
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たちが行っている活動の中で、ゼロ戦の破片など亡き兄の生きた証しが見つかった

ことは、遺族の気持ちが前に向くことにつながるのですばらしいと感じた。杉山

さんは掘り出された機銃に触れて「冷たいわ」と感想を述べていた。さまざまな思

いが感じられるシーンで、何とも言えない気持ちになった。戦争について改めて考

えるきっかけとなる番組で、高く評価したい。一方で、当時の若者の手紙が紹介さ

れていたが、番組ではあまり触れられていなかった部分にも、心に訴えかけてくる

内容が記されていたようので、もう少し丁寧に伝えてほしかった。 

 

○  個人の記した日記が極めて重要な役割を担っている番組だと思ったが、その日記

の持ち主が撮影中に声をかけてきたのは偶然だったのだろうか。当時の真実に迫っ

た、公共メディアの役割を果たしたすばらしい番組だったと思う。ゼロ戦の記録を

後世に伝えようと尽力しているボランティアの地道な活動に焦点を当て、伝えたこ

とがとてもよかった。機銃が掘り起こされる様子を撮影できたことは視聴者の関心

に応えるもので、ＮＨＫの取材力の高さを感じた。機銃に触れた杉山さんにすかさ

ず感触を尋ねることで、視聴者がさまざまなことを想像できる含蓄のあることばを

伝えられたこともよかった。幸治さんの地道な活動に焦点を当てることが、戦後処

理について問いかける内容になっていたことも評価したい。今後もこのような良質

な番組を制作し続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取材中に偶然声をかけてくれた方がきっかけで、貴重な日

記を紹介することができた。手紙については、さまざまなこ

とも考慮して家族への思いが記された部分に焦点を当てた。

頂いた指摘は今後の番組制作の参考にしたい。 

 

○  長期間にわたって丁寧に取材した意義のある番組だと感じた。この話題は地域向

けのニュースや新聞などでも取り上げられていたが、全国放送の番組で伝えたこと

がよいと思う。幸治さんの地道な活動はすばらしく、機銃を掘り起こした際の「７

２年の時が詰まっている」というコメントが胸に響いた。また、杉山さんの「神さ

まが見つけてくれた」「兄貴、よかったな」ということばから、兄への思いがひし

ひしと伝わってきた。麻生さんのナレーションは落ち着いたトーンですばらしかっ

た。戦争について伝え続けることはＮＨＫの重要な役割だと思うが、この番組はそ

れをしっかりと果たしていた。今後も、戦争の悲惨さを伝える番組を制作しつづけ

てほしい。 

 

○  終戦間際まで戦い、無念の死を遂げた人は全国に数多くいるだろう。今回の番組
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は千葉県での事例をたどって記録した、価値のある番組だったと思う。当時の日記

や目撃談などをもとに、ゼロ戦の部品を掘り当てるまでの様子や、その活動を通し

た人と人とのつながりを描いていてとてもよかった。機銃を掘り起こす場面が印象

に残った。その際、関係者の発することばを丁寧に拾っていたことで、臨場感のあ

るシーンになったと思う。ＮＨＫの取材力の高さを感じる場面で感心した。また、

杉山さんが機銃に触れ、「冷たいわ」とつぶやくシーンが印象的だった。機銃以外

にも多くの部品が見つかったとのことなので、ほかにどのようなものが発見された

のか詳しく紹介してほしかった。また、掘り出された機銃が博物館に展示されるま

での過程も知りたかった。 

 

○  幸治さんや地域の学芸員などの活動は遺族の心のケアにもつながるものでとて

も尊いと感じた。機銃を展示している博物館を訪れた、子どもを連れた若い母親が、

「次の世代に戦争のことを感じてほしい」と話していたが、机の上で学ぶのではな

く肌で感じることが大切であるというメッセージにもなっていて印象に残った。た

だ、幸治さんがここまでの活動を行う熱意がどこからきているのか、番組を見ただ

けではよく分からなかったので、その背景にも触れるとより内容の濃い番組になっ

たのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  幸治さんは、これまでの自身の経験を生かし、地域での活

動として番組で紹介したような取り組みを始めた。幸治さん

の熱意の背景について、番組の中で簡潔に伝えてもよかった

かもしれない。 

 

○  幸治さんの活動を知ることができる番組でとてもよかった。見返りも求めず、何

かに突き動かされるように取り組む姿に胸を打たれた。幸治さんの活動を丁寧に取

材して伝えたことを高く評価したい。現代社会は、合理性やメリット、効率性など

をさまざまな機会で求められ、多くの人がそれを気にして暮らしていると思う。幸

治さんの活動は効率的ではないものの、結果的に多くの遺族を救うことにつながっ

ていて、新たな視点を示唆していたと思う。効率一辺倒の時代に、忘れてはいけな

い何かを感じさせてくれる番組でとてもよかった。 

 

○  ゼロ戦の残骸が生きた証しになってしまうような戦争は、今後絶対に起こしては

ならないという、幸治さんの思いやメッセージがよく伝わってきた。戦争の記録を

掘り起こして伝えていくことに使命感を持って真摯（しんし）に向き合う幸治さん

の姿に感動した。戦争を体験した人たちが高齢になっていく中で、ＮＨＫがこのよ
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うな取り組みを丁寧に取材し、多くの視聴者に伝えることはとても意義のあること

なので、今後も続けてほしいと思う。この番組は、戦争の悲惨さをリアルに感じる

ことができる内容で、多くの子どもたちに見てほしいと感じた。千葉放送局が地域

の活動を丁寧に取材して全国に伝えたことを評価したい。 

 

○  「目撃！にっぽん」らしい丁寧に作り込まれたドキュメンタリーで、戦争の記憶

を後世に伝える良質な番組だった。地域の戦争をテーマにした番組は各地域放送局

が取り組んでいると思うし、今後も新たな視点の番組が制作されることを期待した

い。２月の審議会では、「２０２２年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集計画」

が議題になると思う。ＮＨＫの使命として、このような番組は作り続けられるもの

と理解しているが、戦争だけではなく災害や大きな事件なども含めて、「埋もれて

いく記憶を掘り起こして検証する」という趣旨の文言を編集計画の中に記載しても

よいのではないかと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  戦争をテーマにした番組は数多くあるが、地域に密着して

丁寧に取材することで、新たな発見や気付きがあることを再

認識した。同じシーンでも、視聴者によってさまざまな捉え

方があることを改めて感じた。頂いた意見は今後の番組制作

の参考にしたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月２６日（日）のＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」(ＢＳ

１ 後 10:00～10:50、11:00～11:49)の字幕の一部に不確かな内容があったとのこ

とだが、再発防止策が示されているので今後同様のことが起こらないようしっかり

と取り組んでほしい。一方で、多くの番組制作者が問題意識を持って一生懸命に取

り組んでいると思うので、そのような職員が必要以上に萎縮しないようにすること

も大切だ。意欲的に取材し、真実を追求する姿勢を貫き、良質な番組を制作するこ

とで視聴者の信頼に応えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の事案の問題点について全職員でしっかりと考え、再

発防止を徹底する。良質な番組を視聴者に届けられるよう、
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努力を続けていく。 

 

○  １１月３０日(火)から１２月１日(木)まで３日連続で放送された、首都圏ネット

ワーク「シリーズ その通学路、安全ですか？」を見た。放送だけではなくホーム

ページなども含め、積極的な取り組みを行っていてすばらしい。通学路の安全の問

題を何とかしたい、という情熱が視聴者にも伝わり、多くの情報が集まったのだろ

う。危険な通学路の情報をデータ化してホームページで伝えていることも評価した

い。 

 

○  １１月３０日(火)から１２月１日(木)まで３日連続で放送された、首都圏ネット

ワーク「シリーズ その通学路、安全ですか？」を見た。子どもたちが安全に通学

できるよう、メディアが率先して取り組むことはすばらしく、高く評価したい。 

 

○  １１月３０日(火)から１２月１日(木)まで３日連続で放送された、首都圏ネット

ワーク「シリーズ その通学路、安全ですか？」を見た。１２月１日(木)には住民

が一体となって取り組むことの重要性が伝えられていた。この問題は継続して伝え

ることで視聴者の意識が高まると思うので、今後の展開にも期待したい。通学路の

安全を守るために、歌やアニメを作ったことはおもしろい取り組みで感心した。 

 

○  １１月３０日(火)から１２月１日(木)まで３日連続で放送された、首都圏ネット

ワーク「シリーズ その通学路、安全ですか？」を見た。危険な通学路で事故が起

こった場合、行政を非難することは簡単だが、実際は道路の改良には多額のお金が

かかるため、限られた財源の中で対策するしかないことがよく理解できた。その点

をしっかりと伝えていたのがよかったと思う。ホームページと連携した企画で、住

民たちから意見を寄せてもらうなど、視聴者と一体となって取り組んでいることが

すばらしい。行政に働きかけるにあたり、利害関係や利便性などの問題から、住民

たちの間で合意することすら難しい状況もよく分かった。行政で働く人も私たち住

民も、同じ人間であることを意識して取り組むとよいことが示されていたが、とて

も重要な視点なのでもっと直接的に伝えてもよかったと思う。 

 

○  １１月３０日(火)から１２月１日(木)まで３日連続で放送された、首都圏ネット

ワーク「シリーズ その通学路、安全ですか？」を見た。それぞれ短時間の企画だっ

たが、内容がとても充実していた。誰もが暮らしやすい地域をつくるべく、住民た

ちがさまざまな取り組みを行っていることがよく分かった。このテーマについては

今後も継続して伝えてほしい。 
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○  １１月３０日(火)から１２月１日(木)まで３日連続で放送された、首都圏ネット

ワーク「シリーズ その通学路、安全ですか？」を見た。ＳＤＧｓの考え方を踏ま

えた取り組みで、今年度の編集計画の方針に沿った企画だと感じた。千葉放送局も

視聴者とともに地域の課題に向き合うことを重点事項としていて、それを具現化し

た取り組みで好感を持った。住民が一体となって行政に働きかける動きを紹介した

ことは、地域の課題解決のヒントになると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  通学路の問題は極めて身近なものだが、改めて調べてみる

と、安全でない場所が想像以上に多いことが分かってきた。

さらに、道路と信号機の関係や、まちづくりの課題など、さ

まざまな問題点が明らかになった。この問題を掘り下げてい

くと、現在の日本が形づくられた経緯も見えてくる。とても

深いテーマであり、引き続き取り組みを続けたい。 

 

（ＮＨＫ側） 通学路の安全性は、さまざまなことが複雑に関係していて、

解決が難しい問題だ。予算もなく、道路を改良することは簡

単ではないが、何もしないと事故で命を落とす子どもたちが

減ることはない。このような状況をどうにかできないかと考

え、今回の企画をスタートした。世の中を少しでもよい方向

に進めることができるよう、さまざまな取り組みを行ってい

きたい。 

 

○  新潟放送局は開局９０年をきっかけに、新潟県に関連したさまざまな番組を県内

向けに放送している。新潟県が抱える米の問題や過疎化の問題に焦点を当てた番組

のほか、過去に放送した番組を活用した編成がとてもよい。特に、「カールさんと

ティーナさんの古民家村だより」は、ドイツから移住した夫婦が暮らす様子を伝え

る中で、新潟県が抱える課題を自然に考えさせる内容で興味深かった。移住の問題

については、ＮＨＫのディレクターが湯沢町に実際に住み、課題を考える企画が始

まっている。興味深い取り組みで評価しているが、番組に出演する際の服装には気

を配ってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍ということを踏まえ、視聴者にはリモートで参加

してもらい開局記念特集番組を放送した。また、「新日本紀行」

など過去に放送した番組も最大限活用して特集編成を組んだ。
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移住についての企画は、人口流失の問題に直面している新潟

県で、移住促進に向けて何が必要なのかについて、実感を持っ

て伝えることを目指している。視聴者の期待にしっかりと応

えられるよう努力していきたい。 

 

○  １２月１７日(金)の未来スイッチ「高校生と考える未来へのアクション～海の豊

かさを守ろう～」(総合 後 11:30～11:35)を見た。東京海洋大学客員准教授のさか

なクンが、海洋プラスチックの問題についてイラストも交えて分かりやすく解説し

ていて理解が深まった。「未来スイッチ」はとてもよい番組なので、今後もさまざ

まな問題を取り上げてほしい。 

 

○  １２月２２日(水)のワケあって、このカタチなの。「ご～るでん！」(総合 後 8:15

～8:42)を見た。つり革やコンビニなどで売られているおにぎりがどのような経緯

で現在の形になったのかについて、コミカルに紹介していて、とてもおもしろかっ

た。日常生活に溶け込んでいる物事の、これまで深く考えたことがないような点に

焦点を当て、分かりやすく伝えていて好感を持った。カタチさまの声を担当してい

るお笑い芸人のゆりやんレトリィバァさんと、司会の村上信五さんのやりとりは、

番組に彩りを加えていたと思う。頭を柔らかくすることができる番組でよかったが、

子どもたちの発想を取り入れるとなおよいのではないか。Ｅテレで放送するのもよ

いと思う。 

 

○  １月１０日(月)に再放送された目撃！にっぽん「俺たちの成人花火」(総合 前

10:50～11:20)を見た。１１月２６日(金)に放送された金よう夜きらっと新潟「俺

たちの“成人まつり”」を再構成した番組だが、成人年齢の引き下げという、社会

的な枠組みが変わろうとする中で、大人になる区切りとして自分たちで花火を打ち

上げようと奮闘する若者たちを追いかけた、メッセージ性の高い番組だった。地域

社会が若者たちをどのように育くんでいくかについて考えされられるとともに、地

域コミュニティーの成り立ちがよく理解できる番組だった。 

 

○  １月１２日(水)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。宇都宮で開業準備

が進んでいる次世代型路面電車ＬＲＴについて紹介していた。地元ではあまり話題

になっていないと感じているが、開業準備の舞台裏を伝えていてよい企画だった。

運転手の育成について取り上げていたが、その人となりに注目してもらうことで、

ＬＲＴの認知が高まる内容で評価したい。１月１８日(火)の「とちぎ６３０」でも、

同様の企画が放送されていた。取材をしたディレクターが出演して、アナウンサー

とかけあいながら詳しい情報を伝えていて参考になった。全線新設のＬＲＴは日本
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初の取り組みで全国から注目されていることなど、新たな知識を得ることができた。

ＬＲＴによって人の流れや沿線に住む人々の生活に変化が出ると思うので、今後も

最新の情報を伝えてほしい。 

 

○  １月１３日(木)の「エマージェンシーコール ～緊急通報指令室～」(総合 後

10:30～11:00)を見た。１１９番通報の指令室に密着し、実際に記録された音声を

使ったドキュメンタリー番組だった。指令室には救急救命士などさまざまなキャリ

アを持つ人たちがいることや、数多く寄せられる１１９番通報にどのように対応し

ているのかが具体的に理解できる内容だった。救急隊が到着するまでの間、通報し

た家族に胸骨圧迫（心臓マッサージ）の指示を出すなど、電話越しにサポートする

ことで救われる命があることがよく分かった。この仕事には福祉的な要素もあると

語っていたが、現代社会が抱えるひずみが指令室にかかる電話にも表出していると

感じた。さまざまな問題について考えさせられる、意義深い番組だった。この番組

はアメリカやヨーロッパで人気のシリーズだそうだが、優れた番組フォーマットを

利用して日本の実情を伝えることはとても大切だと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ヨーロッパの放送局のフォーマットを購入して制作した番

組だ。新年度に向けて、新しいＮＨＫをキーワードにさまざ

まな番組の開発に取り組んでいる。この番組はその中の一つ

だ。 

 

○  １月２０日(木)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。新潟県でＬＧＢＴ

Ｑ＋の人たちの居場所を提供している飲食店の店主の取り組みを紹介していた。自

分たちをマイノリティーだと考えてしまいがちなＬＧＢＴＱ＋の当事者たちには

語り合える場所が必要だという指摘があった。地域でこのような取り組みが行われ

ていることを全国に伝えることは意義深く、勇気づけられた人も多かったのではな

いか。 

 

○  １月２０日(木)のクローズアップ現代＋「追跡！サイバー犯罪組織 コロナ禍で

狙われる個人情報」を見た。誰もが無差別のサイバー犯罪に巻き込まれる可能性が

あることが分かりやすく解説されていた。サイバー犯罪に特化した犯罪組織がある

ということには恐怖を感じたが、専門家が紹介していた対策は参考になるもので救

いもあった。日本のセキュリティーがぜい弱なことはこれまでも指摘されていて、

国レベルでの対策がないものかと感じている。知らないうちに利用され、犯罪に手

を染めてしまう人もいるとのことだが、コロナ禍もその一因だと感じている。この
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テーマについては、取材を深めて継続して伝えてほしい。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。「カラフル」をテー

マに、東京２０２０オリンピック・パラリンピックのレガシーを感じられる演出が

すばらしかった。司会の大泉洋さんと川口春奈さんも安定感があってとてもよかっ

た。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。紅白の今後の方向性

がよく分からず、疑問に感じている。また、どのような基準で出演歌手を選定して

いるのかも疑問だ。 

 

○  男性と女性が紅白に分かれて対決するということに対してはさまざまな意見が

あり、紅白のあり方は毎年議論をしている。今回、多様性を意識して「カラフル」

をテーマにして、対決色を薄めた演出とした。今後どのような形にしていくか、引

き続き真摯（しんし）に考えていきたい。紅白歌合戦の選考は「今年の活躍」「世

論の支持」「番組の企画・演出」の３つの要素で行っている。世論の支持は、アン

ケート調査、売り上げランキングなどさまざまなデータを活用している。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。「カラフル」をテー

マにしていて、好感を持った。前向きになる演出で、明るい気持ちで新年を迎える

ことができた。川口さんの衣装はセンスがよく感心した。全体的にすばらしい紅白

だったと思う。 

 

○  「＃ＮＨＫ」はＮＨＫの番組や取り組みを３分で紹介するミニ番組だが、必要な

情報をコンパクトにまとめて伝えていてとてもよい。先日は、親のクレジットカー

ドを使い、動画の配信者に“投げ銭”をしてしまうことなど、身近に起こりうる問

題や課題を分かりやすく伝えていた。 

 

○  １２月２２日(水)のハートネットＴＶ「ヤングケアラーフォーラム ＳＯＳを見

逃さないために」を見た。専門家とともにヤングケアラーについて考える埼玉県内

で開催したフォーラムについて、その模様を伝えていた。ヤングケアラーの問題に

対するさまざまな活動事例が紹介されていて参考になった。多くの人がこの問題を

知るきっかけとなる、意義のある番組だった。自身がヤングケアラーであることを認

識していない子どもたちもいるとのことで、当事者も気づきを得られる内容だったの

ではないか。今後もこのような取り組みを継続してほしい。 
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○  １２月２１日(火)のＮＨＫ特集「手塚治虫 創作の秘密」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 6:10

～6:55)を見た。手塚治虫さんの創作現場に初めてカメラが入って撮影した様子を

伝えた貴重な番組で、手塚さんのハードな仕事ぶりに驚かされた。「手塚治虫は 100

歳まで描き続けたいと言っている」というナレーションには、実際は早くに亡くな

られたことを考えると、なんとも言えない気持ちになった。手塚さんは世界的に評

価されている日本アニメの先駆者なので、ＮＨＫワールドなどで世界に向けてこの

番組を放送してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  過去に放送した良質な番組を積極的に活用し、視聴者に届

ける取り組みを行っている。頂いた意見を踏まえ、取り組み

を継続していきたい。 

 

○  ＮＨＫのドキュメンタリー番組は長い時間をかけて丁寧に取材されたものが多

く、とても良質だと感じている。年末年始にかけては過去に放送した番組の再放送

も含めて、バラエティーに富んだドキュメンタリー番組が数多く放送されていて興

味深かった。また、「ドキュメント７２時間」は取材場所の目の付けどころがよく、

感心している。１２月３０日(木)の「このドキュメンタリーがヤバい！」(総合 前

8:35～9:59)も見た。ドキュメンタリー番組制作のやりがいや苦労のほか、撮影の

裏側も知ることができてとてもよかった。ドキュメンタリー番組は、時代の記録と

いう側面も持ち合わせているので、これまで放送した番組をしっかりと保存するこ

とにも力を注いでほしい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１２月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１７日(金)、ＮＨＫ放送センター

において、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、前橋放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、ぐん

まスペシャル「こどもナンデモ相談室スペシャル」について説明があり、放送番組一般

も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ぐんまスペシャル「こどもナンデモ相談室スペシャル」 

（総合 １０月１５日(金)放送＜群馬県域＞）について＞ 

 

○  内容や構成がすばらしい番組だった。子どもの視点に立った演出で、家族で楽しめ

る番組だと感じた。子どもたちから寄せられた質問を２つ紹介していたが、どちらも

充実した内容だった。「なぜオタマジャクシはカエルになるの？」という疑問に答え

る専門家が、分からないことは分からないと子どもたちに正直に伝えていた姿勢がす

ばらしいと感じた。「どうしたら嫌いな野菜を食べられる？」という質問に対する専

門家の回答を実際に試してみたところ我が家でも効果があり、親にとっても参考にな

る内容だった。ただ、苦手な野菜の克服では県内の農家が登場するなど群馬県の話題

がしっかりと盛り込まれていたが、「なぜオタマジャクシはカエルになるの？」のほ
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うにはあまり群馬県に関わる内容がなかったのが気になった。 

 

○  子どもたちの多様性をしっかりと尊重していたことがすばらしかった。子どもたち

が質問をきっかけに自分で学習を進め、疑問や課題を解決するまでの流れを丁寧に伝

えていて、教育番組としても質が高いと感じた。子どもたちの自然な反応や表情もよ

く伝わってきた。子どもたちは番組を通して、社会とのつながりの中でさまざまな経

験をしていたが、このような場を提供し、多くの視聴者に届けたことを評価したい。

「なぜオタマジャクシはカエルになるの？」では、大人に質問をすれば正解が返って

くるという子どもたちの思いがよい意味で裏切られていて、教育的メッセージとして

も意味があると感じた。子どもたちと専門家のやり取りから、問題意識を持ち続け、

あきらめずに積み重ねていくことが大切であることがよく伝わってきた。リモート収

録が効果的に活用されていてよかった。一方で、苦手なナスを克服しようとする子ど

もの表情からは、ナスの渋味や苦味などが苦手であることが想像できた。あく抜きを

する料理方法を紹介するとなおよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  子どもの視点に立ちつつも、大人も楽しめることを意識し

て制作した番組だ。今回の番組では質問に回答する専門家２

人とも県外の方だったが、「ほっとぐんま６３０」の中のコー

ナーとして放送している通常の放送では、地元の子どもたち

の質問に地元の専門家が答えることを大切にしている。頂い

た意見を参考に、今後も地域に密着した企画を展開するとと

もに、子どもたちからの質問に対しては多角的にアプローチ

することを心がけたい。 

 

○  子どもが研究者に投げかけた「カエルが好きなんですか？」という質問への答え

には考えさせられた。必ずしも研究対象が好きでその分野の研究者になるわけでは

なく、検証すべき意義を見いだし、その観点から研究対象を選ぶ場合があることが

よく伝わってきた。子どもたちがこの意味を理解できたかは分からないが、とても

興味深く、示唆に富んだやり取りだったと思う。子どもたちの理科離れが進んでい

ると言われているが、興味や関心の延長で生まれた疑問に対して、専門家が丁寧に

答えるというこの番組の取り組みはすばらしいと思う。 

 

○  番組前半の「なぜオタマジャクシはカエルになるの？」のコーナーでは、カエル

と人間の成長のしかたの違いがイラストなどを用いて分かりやすく解説されてい

てとてもよかった。命の尊さが子どもたちにしっかりと伝わったのではないか。コ
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ロナ禍でリモートでのコミュニケーションが当たり前になったが、画面越しに子ど

もたちと専門家のリアルなやりとりや表情の変化がよく伝わってきた。後半の「ど

うしたら嫌いな野菜を食べられる？」では、子どもの反応がとても正直でかわいら

しく好感を持った。野菜農家や専門家の協力で、だんだんと嫌いな野菜に愛情が芽

生えていく過程が楽しく伝わってきて、とてもよい内容だった。教育的観点から見

てもすばらしい番組だったので、今後の取り組みにも期待したい。 

 

○  「なぜオタマジャクシはカエルになるの？」で、大学の研究室のトイレにカエル

の人形が置かれているカットが差し込まれていたが、ほっこりとした気分になって

とてもよかった。子どもたちと専門家のやり取りでは、イラストなどを用いて視聴

者にも伝わりやすいよう分かりやすく説明していたことがすばらしい。子どもたち

の理解も深まったのではないか。「どうしたら嫌いな野菜を食べられる？」もとて

も楽しい内容だった。嫌いな野菜を食べられるようになるには、そもそも人は本能

的に酸味や苦みが苦手であることを意識することが大切であることがよく伝わっ

てきた。味だけではなく見た目や心理面など、さまざまなアプローチで苦手を克服

していく様子は参考になった。子どもたちの思考の過程をしっかりとくみ取った良

質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  カエルが好きというわけではなく、研究をすることが好き

で研究者になったという専門家の一面を伝えることにも意味

があると考えた。また、子どもたちが科学に興味を持つきっ

かけになればと考えて、大学の研究室の様子も紹介した。研

究者の人間味も伝えたいという思いで、洗面台のカエルの

せっけんも紹介した。細かな部分まで見ていただきうれしく

思う。 

 

○  「理由」と「方法」という回答の方向性が全く異なる質問を取り上げていたこと

がとてもよい。リモート収録が効果的に活用されていて、子どもたちと専門家のや

り取りの様子がよく伝わってきた。子どもたちの素直な反応をしっかりと伝えてい

たこともすばらしい。オタマジャクシではなく、カエルの形態になってから生まれ

てくるカエルもいるというのには、とても驚かされた。大人でも楽しめる番組に

なっていたと思う。後半の「どうしたら嫌いな野菜を食べられる？」は、農家など

さまざまな人たちと関わりながら、嫌いなナスをなんとか克服するまでの過程を丁

寧に伝えていたことがとてもよかった。マスクで口元が隠れていると、誰が話して

いるのかが分かりづらいことがあるが、この番組ではコメントのテロップが話し手
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によって色分けされていてとても分かりやすかった。 

 

○  コロナ禍で直接会うことが難しくなった一方で、リモートを活用することで遠方

の人とも簡単に双方向のコミュニケーションが取れるようになったという利点も

ある。子どもたちにとっては、身近な人だけではなく遠方の専門家に質問をし、つ

ながりを持てたことはとてもよい経験になったのではないか。「どうしたら嫌いな

野菜を食べられる？」では、大人どうしの作戦会議の模様も紹介していたが、「こ

どもナンデモ相談室」というタイトルからすると少し難しい内容だったと感じた。

もう少し内容をかみくだいて伝えるか、子どもも交えて議論をしたほうがよかった

のではないか。苦手なことに向き合うなかで、大人たちに褒められたり認められた

りすることはとても重要だが、それがしっかりと体現されていたことがとてもよ

かった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  マスクの着用で声や表情を直接伝えるのは難しいが、テ

ロップなどを工夫し、子どもたちの感情がしっかりと伝わる

よう留意した。多忙で直接の取材が難しい専門家にも、リモー

トを活用することで取材が可能になるケースもある。今後も

リモートを有効に活用し、可能性を広げていきたい。大人ど

うしの会議の内容がやや難しかったことなど、頂いた指摘は

今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  対面の取材だけではなくリモートを効果的に活用していたことがよく、構成もよ

く考えられた良質な番組だった。実生活でも、子どもの質問に答えられない場面は

意外と少なくないと思う。カエルの生存戦略について説明したり、さまざまな側面

から子どもたちの疑問に答えたりすることで、大人の知的好奇心も満たされる番組

になっていた。「どうしたら嫌いな野菜を食べられる？」で、子どもの自由研究が

展示されている会場は「向井千秋記念子ども科学館」だったが、館林市出身の向井

さんは地元の人たちの誇りなので、ひと言紹介があってもよかったのではないか。

また、料理を作る場面で手元がアップになった際、ネイルアートが気になってし

まった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地域の話題を大切に、引き続きさまざまな取り組みを継続

していきたい。頂いた意見をしっかりと受け止め、今後の番

組制作に生かしていきたい。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月１０日(金)の金よう夜きらっと新潟「山本五十六と“熱狂”～太平洋戦争

８０年～」を見た。「首都圏情報ネタドリ！」とコラボレーションして伝えていた

が、新潟県の話題を首都圏に伝えるという意味でもとてもよい取り組みだと思う。

番組放送後には、山本五十六や戦争についてはＳＮＳなどでもさまざまな意見が飛

び交っていた。戦争関連の番組を放送したあとに、人々がどのように受け止めてい

るのかを検証するような番組も必要なのではないかと感じた。新潟局のニュース番

組では、戦争に関連した内容を地域の視点で伝えているが、とても重要な取り組み

で評価したい。また、ことしは１１月下旬から大雪に備える防災情報を伝えていて、

去年の関越道の立ち往生の経験が生かされていると感じている。１２月１６日 (木)

の放送では、再発防止策についてしっかりと報道したことに加えて大雪への備えに

必要な防災グッズなども紹介していてすばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  長岡出身の山本五十六について、今回は「金よう夜きらっ

と新潟」と「首都圏情報ネタドリ！」のコラボレーションで

お届けした。地域から首都圏に向けての情報発信を評価いた

だきうれしく思う。大雪への備えについては、去年のような

ことが起きないよう、早い時期から高速道路の管理会社と連

携して情報を伝えている。引き続き視聴者の役に立つ情報を

届けていきたい。 

 

○  １２月５日(日)のたっぷり関東ＮＨＫ「千葉発！海のラジオ」を見た。地域のＦ

Ｍ局とコラボレーションし、千葉県のさまざまな魅力を伝える意欲的な番組だった。

地元の人たちでも知らないような情報がふんだんに盛り込まれておりすばらし

かった。新型コロナウイルス感染拡大の影響で地域経済は疲弊しているので、地域

の産業や観光を取り上げたことを評価したい。館山のダイバーとコブダイのふれあ

いが紹介されていたのは、館山の自然の美しさがよく伝わってくる内容でとてもよ

かった。「首都圏ネットワーク」で、千葉県各地でのＳＤＧｓに関するさまざまな

取り組みを紹介しているのはとてもよい。今後も千葉県を盛り上げるような番組や

企画を期待したい。 
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（ＮＨＫ側） 

  千葉局ではおととしの台風被害から立ち上がろうとしてい

る人や、コロナ禍で奮闘している人たちを応援する「咲かせ

よう千葉２０２１」というキャンペーンを展開している。１

１月末の「首都圏ネットワーク」では、「千葉ウイーク」と題

してさまざまな情報をお伝えした。それらの企画をまとめ、

今回「たっぷり関東ＮＨＫ」として放送した。頂いた意見を

参考にして、引き続き地域を活性化するような放送に取り

組んでいきたい。 

 

○  １２月１２日(日)の小さな旅「こころ“ウチナーンチュ”～横浜市鶴見区～」を

見た。沖縄にゆかりのある人たちが鶴見区に数多く暮らしていることを初めて知っ

た。それぞれが沖縄の風習を大切にしていることがとてもよく伝わってきた。どこ

か懐かしさを感じるテーマ音楽とともに、日常の風景が丁寧に描かれていて、流れ

るような構成がすばらしかった。番組で紹介されていた方々はとても魅力的で、人

と人とのつながりの大切さを改めて感じることができる番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は、横浜局と首都圏局で担当した。沖縄が本土復

帰５０年を迎える来年の連続テレビ小説「ちむどんどん」の

主人公は、沖縄から出て、横浜市鶴見区で暮らしながら東京

のレストランの厨房で働くという設定だ。これを踏まえて、

横浜局ではさまざまな視聴者コミュニケーションの施策を計

画している。引き続き、多くの視聴者に神奈川県の魅力を伝

えていきたい。 

 

○  １２月８日(水)の「ひるどき！さいたま～ず」を聴いた。番組のホームページに

は「疲れない家事」とあったが、番組の中では「楽する家事」ということばで紹介

されていた。ラジオは耳で聴くことばが頼りなので、表現は統一したほうがよいの

ではないか。また、買い物や掃除、洗濯など盛りだくさんの内容だったが、もう少

し項目を絞ってもよかったと思う。埼玉県の話題を紹介する「まちむら便り」のコー

ナーがとてもよい。地域の取り組みが取り上げられることは当事者にとっても励み

になるので、引き続きさまざまな話題を伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  埼玉県域向けのラジオ番組だが、ことしの４月からはイン
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ターネットラジオの「らじる★らじる」ですべての回を聴く

ことができるようになった。埼玉県の魅力を全国に発信でき

るよう、地域の人たちと協力しながら取り組んでいる。頂い

た意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かして

いきたい。 

 

○  １１月２０日(土)のＮＨＫスペシャル「この素晴（すば）らしき世界 分断と闘っ

たジャズの聖地」を見た。番組に登場する日本人ジャズピアニストの海野雅威さん

は、ニューヨークで差別的なことばとともに現地の若者から暴行を受けて負傷した

とのことだ。差別にあいながらも前を向き、再びニューヨークのジャズの聖地で活

動する姿に胸を打たれた。差別や分断などアメリカの闇の部分をしっかりと映し出

していただけではなく、コロナ禍で閉鎖されていたジャズクラブが再開し、人々に

明るさが戻る様子が伝えられていた。将来への希望が感じられる内容も含まれてい

たことがとてもよかった。しっかりとした取材が尽くされた、とても良質な番組

だった。 

 

○  １２月４日(土 )のＮＨＫスペシャル 新・ドキュメント太平洋戦争「１９４１ 

第１回 開戦（前編）」と１２月５日(日)の「１９４１ 第１回 開戦（後編）」を

見た。戦争を体験した人は年々少なくなっており、戦争の記憶も薄れてきていると

感じている。その一方で、当時の手記など新たな資料が発見されることも多い。テ

クノロジーの発展もめざましく、それらの資料を細かく分析することができるよう

になった。これまでの番組とは異なり、ＡＩなど最新の技術を活用して資料を読み

解き、当時の世の中の空気感などを再現することで戦争の本質や次世代への教訓を

伝える、とてもすばらしい番組だった。 

 

○  １１月６日(土)の特集ドラマ「流行感冒」(総合 後 4:45～5:58)を見た。原作は志

賀直哉の「流行感冒」で、テーマは当時流行していたスペイン風邪だが、現在のコ

ロナ禍と対比しながら視聴した。未知の病に感染する恐怖から、人々が必要以上に

神経質になってしまう様子がうまく表現されていた。平穏なシーンから始まること

で、より際だつ演出になっていたと思う。家族のありようや、人と人との関わりの

大切さが描かれていて、それは現代でも変わらないと感じた。ナンテンの赤い実と

葉がとても効果的に使われていた。難を転ずるという語呂合わせから縁起物とされ

る植物だが、感染からの回復を示唆する意図だと思った。細部まで計算された演出

が印象に残るドラマで評価したい。 

 

○  １２月１３日 (月 )から１５日 (水 )に放送されたミニドラマ「悲熊２」 (総合  後
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11:30～11:35)を見た。ジャニーズＷＥＳＴの重岡大毅さんふんする「悲熊」が、

人間の世界で暮らすなかで直面する切ないエピソードをおもしろく描いた番組で、

とても癒やされた。 

 

○  １１月１８日(木)のドキュメンタリードラマ「命のバトン～赤ちゃん縁組がつな

ぐ絆～」(ＢＳ１ 後 8:00～8:50、9:00～9:50)を見た。丁寧な取材を積み重ねて制

作されたドラマだと感じた。思いがけない妊娠をした女性が赤ちゃんを遺棄してし

まうと、遺棄した女性ばかりが非難されることが多いと感じている。妊娠は１人で

できることではないのに、女性だけが１人で抱え込んでしまうケースが多いことは

問題で、しっかりとしたサポート体制を社会に構築することが必要だ。このドラマ

のように、高校生で予期せぬ妊娠をした場合は困難も大きい。極めて大切なテーマ

を扱ったことを高く評価したい。このドラマは、総合テレビでは中部地方でしか放

送されていないので、ぜひ地上波で全国放送してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  要望は総合テレビの担当者とも共有し、検討したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫプラスの地域番組の見逃し配信では、１２月２５日

(土)まで視聴できる。 

 

○  「ＮＨＫ海外たすけあい・歳末たすけあい」について、その取り組みを紹介する

５分間のミニ番組があるが、深夜の時間帯に放送されることが多い。多くの人に知

らせるためにも、もう少し見やすい時間に放送するとよいのではないか。 

 

○  深夜の時間帯に風景の映像が音楽とともに流れていることがあるが、通常の番組

を放送したほうがよいのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  深夜編成は、まだ起きている視聴者の多くいる比較的浅い

時間に通常の番組を放送し、より深い時間帯に指摘いただい

たようないわゆる「フィラー番組」を放送するのが基本的な

考え方だ。一方で、総合テレビでは「深夜のイッキ見！」と

題して、連続ドラマや同じテーマのドキュメンタリーなどを

深夜にまとめて編成する取り組みも行っている。頂いた意見

を参考に、よりよいサービスを考えていきたい。 
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○  総合テレビの昼のニュースの時間帯に逆Ｌ字画面が表示された際に、左上の時報

と逆Ｌ字の部分の文字が重なってしまいとても見づらいことがあった。テレビで表

示されている時報を頼りにしている人も多いと思うので気になった。１２月１７日

(金)に逆Ｌ字画面が表示されたときには、この現象は解消されていて見やすかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  北関東の各放送局が独自に逆Ｌ字画面を表示する際に、指

摘の現象が生じてしまう技術的な課題がある。将来的に解消

するよう検討している。 

 

○  ＮＨＫプラスを活用しているが、「この映像は配信しておりません」と表示され、

映像が見ることができないことがある。配信できない映像があることは理解できる

が、どの程度の時間映像を見ることができないのかを知らせたり、現在放送してい

る内容を文字で伝えたりするなど、何か工夫があるとよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  例えばニュース番組の中に海外スポーツなどの映像が入る

と、権利上の問題でＮＨＫプラスでは配信をすることができ

ない。配信できない映像の時間を表示するなどの対応は、生

放送の番組も多く、すぐに実現することは難しいが、要望と

して受け止めたい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１１月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１９日(金)、ＮＨＫ放送センター

において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、甲府放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、ヤ

マナシ・クエスト「“望月カメラ”が行く！今 見直される水害伝承碑」について説明が

あり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ヤマナシ・クエスト「“望月カメラ”が行く！今 見直される水害伝承碑」 

（総合 １０月１５日(金)放送＜山梨県域＞）について＞ 

 

○  街なかで石碑を見かけることはあるが、自然災害を伝える石碑はあまり見たこと

がなかった。最近は大規模な水害も増えているので、視聴者の防災意識を高める意

味でも意義のある番組だった。山梨県出身の望月啓太アナウンサーが地元の自然災

害伝承碑に着目したことがすばらしい。望月アナウンサーがスマートフォンで自ら

撮影、取材するのはとてもよい取り組みだと思う。かつて水害に遭われた方の話は

実感がこもっており説得力があった。また、子どもたちが演劇を通して水害の記憶

を伝えていることを紹介していたのもよかった。ただ、年配の人たちへのインタ

ビューは数多く紹介されていたが、若い世代や子どもたちの声も聞きたかった。 
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○  自然災害を記録した石碑が全国に数多くあることを初めて知り、驚かされた。デ

ジタル時代であっても、石碑は、後世に災害の記憶を伝えるのにシンプルで有効な

方法だと感じた。子どもたちが演劇を通して、過去の水害と向き合っていることは

すばらしいと感じた。子どもたちの視点で災害について考えることは重要なので、

紹介したことはとてもよかった。ハザードマップの存在はよく知られていても、実

際に活用していない人も多いと思うので、番組で石碑と関連付ける形で地形的なリ

スクなども解説していたのはとてもよかった。災害に対しては常に意識をして備え

ておくことが必要だが、石碑をきっかけにして防災意識を高める内容で評価したい。

甲府局が県内の視聴者に向けて防災について呼びかけることは意義がある。 

 

○  望月アナウンサーは西日本豪雨の災害報道にも携わったとのことだが、経験を生

かしながら地元出身者の視点で防災の重要性について伝えていて、視聴者が災害を

わがこととして捉えることのできる、とてもよい番組だと感じた。ただ、番組の中

で望月アナウンサーがスマートフォンで撮影している様子を別のカメラで撮った

映像が紹介されていたが、カメラマンがいるのであれば、みずからスマートフォン

で撮影するのではなく、地元の人たちと丁寧に対話をしたほうがよいのではないか

と思った。伝承碑を守り続ける地域の人の話や、子どもたちへの防災教育の話題な

どが分かりやすい構成で伝えられていた。市役所に新たな石碑を建てたという動き

を伝えていたのは、石碑の歴史的な役割だけでなく、現代でも意味のある、いわば

温故知新の重要性を伝えていてすばらしいと感じた。地域の放送局が身近な災害や

防災情報を伝える重要性を改めて感じる番組だった。一方で、甲府局の取り組みを

紹介する際の演出はややくだけすぎていて残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  過去の災害や防災情報を丁寧に伝え、県内の視聴者に自然

災害を身近なこととして捉えてもらうことは地域放送局の重

要な役割であると考えている。近年、山梨県では大規模な水

害は起きておらず、過去の水害もやや風化してきているよう

に感じていた。その意味でも、水害の歴史に焦点を当て、山

梨県にも水害のリスクがあることをしっかりと伝えたいと考

えた。スマートフォンを活用して取材をする望月アナウン

サーの様子を繰り返し伝えたのは、平日１８時台のニュース

情報番組「Ｎｅｗｓかいドキ」で望月アナウンサーが行って

いる取り組みを分かりやすく伝えたいと考えたためだ。頂い

た意見は、今後の番組制作に生かしていきたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  ハザードマップを見るだけではなかなか危機感を実感でき

ないので、石碑と過去の災害の映像をあわせて伝えることで、

視聴者の防災意識を高めることができるのではないかと考え

た。自然災害伝承碑は全国で延べ 1,000 基以上あるので、山

梨県だけではなく全国で記録し、伝えて行くことがそれぞれ

の地域の防災に役立つのではないかと考えている。この取り

組みを全国で共有し、各地の地域放送局が地域に密着した防

災情報を伝えていくきっかけになればと思う。 

 

○  記念碑の中に過去の災害を記録したものがあることを初めて知った。周囲の人に

も聞いてみたが、同様の反応だった。この番組をきっかけに、私の周囲の人たちも

含め、街なかの石碑に注目したいと思ったし、過去の災害に思いを巡らすように

なったので、とても意義のある番組だと実感している。地域の人たちの取り組みが

丁寧に紹介されていてとてもよかった。過去の災害から何を学び、後世に伝えてい

くのかという視点は重要なので、多くの人に見てほしい番組だと感じた。また、こ

の番組を見た人が得た知識を、周囲の人たちに伝えることにも意味があると感じた。

ただ、画面の左上のテロップは、背景の映像と同化して読みづらい場面があり残念

だった。また、若い世代や子どもたちの意見も聞きたかったと思う。番組タイトル

に「水害伝承碑」という単語を使ったのも、聞きなじみのない視聴者の関心を引か

ないのでもっと工夫してもよかったと思う。 

 

○  自然災害伝承碑のことを初めて知ったが、地域によっては水害だけではなく地震

や津波を記録した石碑もあるとのことで、それぞれの地域の放送局が石碑でその地

に密着した防災情報を伝えるとよいのではないかと感じた。地元出身のアナウン

サーを起用したことは親しみが感じられてよかった。「Ｎｅｗｓかいドキ」と連携

して取り組んでいるのもすばらしいと思う。地域の人たちのさまざまな取り組みが

紹介されていて、この番組自体が過去の災害を後世に伝える資料の一つになると感

じた。ただ、望月アナウンサーがスマートフォンで撮影しているメリットは、この

番組を見ただけではよく分からなかった。番組のホームページなどで調べると、望

月アナウンサーが自ら撮影・編集してさまざまなコンテンツを作るなど、スマート

フォンを最大限活用していることが理解できた。番組の中で、望月アナウンサーが

日頃行っている取り組みをもう少し詳しく伝えたほうがよかったのではないか。 

 

○  防災意識を身につけるためには、災害の歴史についての理解や防災教育など多面
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的なアプローチが必要であることがよく分かった。防災について考えるヒントが数

多く散りばめられたすばらしい番組だった。地元出身の望月アナウンサーが「ふる

さとの皆さんへ」という語り口で問題意識を発信するのは、親しみが感じられてと

てもよい取り組みだと思う。そもそも記念碑には末代まで伝えたい重要な事柄が刻

まれるものだが、そこに注目し、活用しようという取り組みは意義があると感じた。

活用されるよう、達筆すぎない誰にでも分かりやすい文字を刻んだ石碑が建てられ

たというエピソードは興味深かった。石碑に書かれている詩的な文章に、過去の災

害の映像を加えて紹介していたのがとても分かりやすかった。過去に水害が発生し

た地域の、地質や地形の特徴について専門家の解説があるとなお良かった。視聴者

に情報提供を求めていたことも、この問題に対する関心を高めることにつながるの

でよいと思う。このテーマについては、今後も多角的に取り上げてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  水害にはその土地の地質や地形なども関係するので専門家

の解説がほしかったという意見は今後の番組制作の参考にし

たい。この番組では、まずはその存在を知らない人も多いで

あろう水害伝承碑の大切さを伝えたいと考えた。望月アナ

ウンサーの日頃の取り組みを番組で伝えたほうがよいという

のも重要な指摘だ。子どもたちのインタビューは取材の制約

上難しかったが、何か工夫できることがあったかもしれない。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取材にスマートフォンを使用しているのは、機動性が高い

ことが理由の一つだ。「Ｎｅｗｓかいドキ」のキャスターみず

からが直接取材に行き、話を聞くことにも意味があると考え

ている。スマートフォンを活用することでみずから撮影や編

集をして伝えることが容易になり、より地域に密着した情報

を届けることができるようになったと考えている。 

 

○  自然災害伝承碑の紹介を通して、災害は身近に起こりうることがよく伝わってく

る番組だった。ちょうど岡山県倉敷市真備町に西日本豪雨を伝える碑が建てられた

というニュースが報じられ、時宜を得たテーマだと感じた。地道な取材を重ね、伝

え続ける取り組みを高く評価したい。山梨県各地にある石碑を訪ねて地域の人に話

を聞くのに加え、当時の災害を記録した写真や映像も伝えたことで、過去の災害を

リアルに感じることができた。災害伝承碑の存在が一般にあまり知られていないの

ならば、もう少し石碑の形や銘文などのことが理解できるような映像を盛り込むと
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なおよかった。子どもたちが水害をテーマにした演劇を行っていることに驚かされ

た。災害時の報道では「まさか自分たちの身近でこんなことが起こるとは」という

ようなコメントをよく耳にするが、今回の番組は危機感を持ってもらう意味でも意

義があると思った。 

 

○  国土地理院が自然災害伝承碑を新たな地図記号に制定したとのことで、時宜を得

た番組だったと思う。ゲストの熊原康博広島大学准教授が地域の人たちの声を分か

りやすく総括しており、視聴者の思考が整理できるとともに、番組全体が締まった

印象になったと思う。一方で、この番組でスマートフォンを活用して取材したこと

を前面に出す必要があったのは疑問だった。望月アナウンサーが精力的に取材して

いたことは分かったが、この番組でスマートフォンで撮影した映像がどう生かされ

たのかがあまり伝わってこなかった。また、石碑をきっかけにして過去の災害を振

り返る場面は、過去の映像や写真がふんだんに紹介されていて分かりやすかったも

のの、やや情報が盛り込まれすぎていると感じた。肝心の石碑にもう少し焦点を当

てたほうがよかったのではないか。全体的に学びが多く興味深い番組だった。 

 

○  自然災害伝承碑について詳しく知ることができる、学びの多い番組だった。中学

校の教員が語っていた、「自分の命は自分で守る、そのためにはどんなときでも考

えることをやめない」ということばが印象に残った。望月アナウンサーも番組の最

後でそのことばを引き合いにして、「今回の取材で印象に残ったことばは常に考え

ることをやめないこと」と語っており、重要なメッセージとしてよく伝わってきた。

災害が少ない地域でも、備えをしておくことが重要であるいう番組の趣旨がよく理

解できた。水害が起きたあとで、河川の整備や護岸工事などが進んだ地域もあると

思うので、災害を伝える石碑と現在のハザードマップを比較して、現在の災害リス

クについて評価をするとなおよかったのではないか。望月アナウンサーは岡山県倉

敷市真備町の水害を取材した経験からこのような取り組みを行っているとのこと

だが、過去の勤務地での経験を次の赴任地の番組づくりに生かしていることはすば

らしい。新しい視点や切り口で地域を見つめ直し、地元の視聴者に新たな気づきを

提供する意義深い取り組みだと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  自然災害伝承碑の存在を多くの人に伝えることができたこ

とは意味があったと考えている。防災・減災報道はＮＨＫが

最優先で取り組むべきことの一つだ。今回は、自然災害伝承

碑を通して山梨県の水害リスクに焦点を当てた。今後も取材

を深め、さまざまな災害のリスクについて多角的に伝えてい
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きたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １０月２９日(金)のとちスペ「Ｚの選択 ＃親の期待に応えてますか」を見た。

いわゆる“Ｚ世代”の価値観に共感した。幼いころから、障害を持つ母親をサポー

トしてきた女性と、父の背中を追ってプロ野球選手になったものの挫折を経験し、

新しい道を歩もうとしている男性に焦点を当てていたが、取材相手としっかりとし

た信頼関係を築いて制作されていると感じた。この番組は、Ｅテレで全国放送され

た番組だが、栃木県域向けに総合テレビの見やすい時間帯で放送する取り組みも評

価したい。「とちスペ」は情報番組や娯楽番組としてスタートしたが、実績を重ね

県域向けの番組として浸透してきた。その中で、地域を取材した全国放送番組を「と

ちスペ」として放送することも意義があると感じた。 

 

○  新潟局で１０月３１日(日)に投開票が行われた衆議院議員選挙に向けてさまざ

まな取り組みを行っていたことを評価したい。衆院選とはどのようなものであるか

という基本的な解説にはじまり、県内の問題点を可視化して伝えていたことも分か

りやすかった。ホームページとの連携もすばらしく、若い世代になじみ深いショー

ト動画を掲載していた。また、さまざまな世代の意見を紹介したことで、県民の声

が候補者にも届いたのではないか。選挙を身近に感じ、あらゆる世代の地域の人た

ちが選挙に行きやすいムードを作り上げ、関心度を高めることに寄与したと思う。

公平な立場でしっかりと民意を伝えており、公共メディアの役割を果たす報道だっ

たと思う。ただ、当確を示すマークは右肩下がりのデザインだったが、右肩上がり

の文字のほうが理にかなっていると思う。 

 

○  １１月１４日(日)のＮＨＫスペシャル「ＥＶシフトの衝撃～岐路に立つ自動車大

国・日本～」を見た。これまで日本は自動車生産で世界をリードしていたものの、

ヨーロッパやアメリカを中心とした世界のＥＶシフトによって今後が見通せない

状況にあることがよく理解できた。この動きに対し日本の各メーカーはそれぞれ全

く異なる捉え方をしており、対応もさまざまだが、環境問題に対応する動きがこれ

からの社会に与える影響が極めて大きいことを改めて実感した。 

 

○  １１月１４日(日)のＮＨＫスペシャル「ＥＶシフトの衝撃～岐路に立つ自動車大

国・日本～」を見た。脱炭素社会の実現を目指し、各国の自動車メーカーが急速に電
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気自動車の生産にシフトしていることなど、世界の自動車産業の構図が今後どのよう

に変わっていくのかが見通せる番組ですばらしかった。ＥＶやＦＣＶなどの用語に

ついてもよく理解できたほか、ヨーロッパなどは世界市場の主導権を握ろうと官民

一体となって取り組んでいることがよく分かった。日本のメーカーが直面している

課題が明確になり、危機感を覚えた。充電設備の建設には多額の費用がかかることな

ど、簡単にＥＶにシフトできない理由も示されていた。盛りだくさんの内容を分か

りやすくまとめたすばらしい番組だった。 

 

○  ９月１５日(水)の歴史探偵「大江戸ＳＤＧｓ」を見た。江戸時代の人たちの日常

生活の中で、現代のＳＤＧｓにつながる考え方が実践されていたことに驚いた。江

戸時代にごみの出ない仕組みが成り立ち、経済が回っていたことからは、学ぶべき

点が多いと感じた。 

 

○  １１月５日(金)のドキュメント７２時間「秋葉原 イヤホン専門店で耳をすませ

ば」を見た。イヤホンに専門店があり、奥深い世界が広がっていることに驚かされ

た。イヤホンを買いに来たさまざまな背景を持つ人たちの話や、偶然の出会いはと

ても興味深く、人それぞれさまざまな人生があることをしみじみと感じた。秋葉原

という街についてや、店と客の関係性など、さまざまなことを考えさせてくれる良

質な番組だった。「ドキュメント７２時間」はふだん見過ごしてしまうようなこと

や、知る人ぞ知る世界に目を向けさせてくれる番組ですばらしい。視聴者が登場す

る人たちの人生と自分自身と重ね合わせて見ることができる、今後も継続してほし

い番組だ。 

 

○  １１月９日(火)のサラメシ シーズン１１（２２）「絵本の製本所でお弁当拝見

▽服部克久の愛したランチ」を見た。「サラメシ」は好きな番組でよく見ている。

ランチを切り口に、さまざまな職種の人たちを紹介していて興味深い。気軽に見ら

れる番組でありながら、食を通してさまざまな人たちの人生をかいま見られるのが

すばらしい。引き続き期待している。 

 

○  １１月１１日(木)のクローズアップ現代＋「被爆者・坪井直さんのメッセージ▽

家族が語った最期の言葉」を見た。坪井直さんが先日９６歳で亡くなられた。核兵

器廃絶を訴え続けてきた坪井さんの人生がとてもよく伝わってきた。坪井さんを長

年取材してきたＮＨＫのディレクターの熱い思いも印象に残る番組だった。 

 

○  １１月１４日 (日 )の明日を守るナビ（２４）「外出先で地震！ その時あなた

は？」を見た。地震発生時の対応法を身につけておくことは重要だが、エレベーター
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に閉じ込められた際にどのような行動を取るのがよいのかなど、具体的な状況を示

し、その状況に応じた適切な行動を端的に分かりやすく伝えていてすばらしかった。

コメントだけではなく、テロップで対応を示していたこともさまざまな人に配慮し

た演出でよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は災害で被災する人を１人でも減らしたいという

思いで制作している。番組の意図が伝わりうれしく思う。 

 

○  連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」を見ている。「ラジオで！カムカムエ

ヴリバディ」も始まったが、ドラマと連動した内容の語学番組でとてもよい取り組

みだと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  テレビとラジオが連携し、どちらも楽しんでもらいたいと

いう思いで取り組んでいる番組だ。評価いただきありがたく

思う。 

 

○  １０月２９日(金)のデザイン トークス＋（プラス）「不便益」を見た。京都先

端科学大学の川上浩司教授をゲストに、不便だからこそ得られる利益である“不便

益”について扱っていて、考えさせられる番組だった。不便だと思うようなことを

深く掘り下げると子どもたちの五感が刺激され、成長や発達につながるという川上

教授の視点が興味深かった。どのように視点を変えれば新たな発見につながるのか

がよく分かり驚かされた。また、キャスターのアンドレア・ポンピリオさんとシャ

ウラさんはグローバルな視点も踏まえて発言していて好感を持った。 

 

○  １０月２９日(金)の漫画家イエナガの複雑社会を超定義「現代は恋も仕事もＡＩ

（人工知能）しだいの巻」(総合 後 10:45～11:15)を見た。テンポがよく、工夫さ

れたテロップやユニークなイラストが用いられた斬新な映像が印象的な興味深い

番組だった。飽きさせないよう演出が工夫されており、最後まで楽しめた。ＡＩの

歴史から最新情報まで分かりやすくまとめていてとてもよかった。ＡＩにより生活

が豊かになり、満足度が上がることもあると思うが、デザイン トークス＋（プラ

ス）「不便益」を見たところだったので、本質的な「豊かさ」について深く考えさ

せられた。この２つの番組を対比させて見ることでさまざまな気付きが得られたが、

放送時間が重なっていたことは残念だった。 
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（ＮＨＫ側） 

  放送時間についての意見は今後の番組編成の参考にしたい。 

 

○  １１月７日(日)の日曜美術館「よみがえる 天平の息づかい～第７３回正倉院展

～」を見た。およそ５年の歳月をかけて復元された天平筆がスタジオで紹介されて

いた。筆の特徴を表現する際に、「カピバラの毛のようです」というコメントがあっ

たが、芸術品に触れた感想としては不適切だと感じた。また、筆の扱い方も粗雑で

不快だった。長い歴史に裏打ちされた逸品を紹介する際には、一般の目線で伝える

だけではなく、その品物や作者に対して畏敬の念を示すことが必要だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ご指摘については反省するとともに、現場に伝え、今後の番

組制作に生かしていきたい。 

 

○  １１月１３日(土)のすくすく子育て「こどものお風呂の悩み」を見た。Ｅテレは

子育て世代に有益な情報を与え、悩みを解消してくれるような番組を数多く放送し

ていてすばらしい。この番組は子どものお風呂の悩みをテーマにしていて、実際に

悩んでいる母親たちからの質問と、それに対する専門家のアドバイスで構成されて

いた。実践的な情報が役立つことはもちろん、同じような悩みを抱えている人がい

ることが分かるだけでも救われる。子育てをしている親たちに寄り添った番組で評

価したい。今回は母親の相談が中心だったが、父親からの質問も取り上げられると

なおよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ジェンダーの視点は常に意識したいと考えている。頂いた

意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  プレミアムドラマ「山女日記３」を見ている。ドローンで撮影された映像がとて

も美しく、毎週楽しみにしている。さまざまな悩みを抱えた女性たちの心模様を、

登山を切り口に描き出す１話完結のドラマですばらしい。今後の展開にも期待した

い。 

 

○  「＃ＮＨＫ」のような３分番組や「０６５５」などの５分番組、「ＮＨＫスペシャ

ル」や「ＥＴＶ特集」のような重厚な番組まで、幅広いラインナップがあることが

ＮＨＫのすばらしさだと考えている。また、「ノーナレ」や「ドキュメント７２時

間」のような番組がさらに幅を広げていると思う。ＮＨＫは番組編成の観点でもと
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ても熟度が高いと感じている。今後も多様な番組を維持しつつ、個々の番組で内容

を深めていってほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見を参考に、報道やドキュメンタリー、ドラマや

バラエティーといったジャンルを問わずにＮＨＫらしさを大

切にした多様な番組の放送に取り組んでいきたい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１０月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１５日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、宇都宮放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、

とちスペ「世界に挑んだ夏」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の

交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

杉山 正司（元埼玉県立文書館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜とちスペ「世界に挑んだ夏」（総合 ９月１７日(金)放送＜栃木県域＞）について＞ 

 

○  オリンピック・パラリンピックを振り返る番組では、有名な選手やメダリストを取

り上げることが多いが、栃木県にゆかりのある選手に焦点を当てていたのがとてもよ

かった。コロナ禍での大会開催に賛否がある中、選手たちの率直な思いを伝えたこと

がよかったと思う。女子バスケットボールの林咲希選手など、さまざまな競技の選手

たちが紹介されており、大会の感動がよみがえった。ボランティアのコメントが紹介

されていたが、今大会では辞退した人も多かったので、もう少し多様な声を伝えてほ

しかった。また、生放送で募集していた視聴者からのメッセージをもう少し取り上げ

てほしかった。各地の放送局で、それぞれの地元の選手を取り上げる番組に取り組ん

でもらいたいと感じた。 
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○  パラリンピック終了後すぐの放送で、時宜を得た地域ならではの番組だった。オ

リンピックとパラリンピックに出場したすべての栃木県ゆかりの選手を映像付きで

伝えたことがすばらしかったが、もう少し多くの選手のインタビューを伝えられると

さらに番組が深まったのではないか。番組内で使用されていた音楽も映像とマッチし

てスピード感がありとてもよかった。車いすテニスの大谷桃子選手のインタビューを

伝えていたが、スタジオゲストにもパラリンピアンを加えたほうが、バランスがよ

かったと思う。生放送で視聴者からの投稿を募集していたのだから、画面にテロップ

でメッセージを表示するとなおよかった。 

 

○  柔道の高藤直寿選手の恩師が出演するなど、地域に密着した内容がすばらしかった。

生放送番組だったが、司会の男性アナウンサーの進行は落ち着きがあってよかった。

一方、女性キャスターも元気な印象でよかったが、一部、意図の分かりづらいコメン

トもあった。コロナ禍での開催には賛否両論があった大会だが、その点もしっかりと

踏まえた内容で、選手の立場で今大会をどのように捉えていたのかについて選手たち

に直接聞いていたのは真摯（しんし）な番組づくりだと感じた。ゲストで自転車競技

の増田選手の「スポーツに限らず、音楽、芸術を含め、よりよく生きていくための文

化を大事にしたい」ということばが印象に残った。「もし、ＰＣＲ検査が陽性だった

ら･･･」など、選手の感じていた不安を聞くと、コロナ禍での大会であったことを改

めて実感した。 

 

○  冒頭の映像と音楽で大会の興奮がよみがえってきて、一気に番組に引き込まれた。

「自分が出場した競技のスタートラインに立ったときに、ようやく安心することが

できた」という選手のコメントに、コロナ禍での大会が選手たちのメンタルに大き

な影響を与えていたことを改めて実感した。また、それを乗り越えて競技に臨んだ

選手たちの強さにも気づかされた。栃木県出身の選手が数多くいることを知ること

ができる内容で、地元の選手を応援したい気持ちになる人も多かったのではないか。

メッセージ募集の案内は番組の冒頭でしかなかったが、視聴者との双方向性を意識

するのであれば、二次元コードを常に表示するなど工夫すべきだと感じた。この番

組は大会を振り返る内容だったが、大会前に栃木県の選手たちをどれだけ紹介して

いたのか気になった。番組の最後で次の大会に向けた思いを選手たちに聞いていて、

未来につながる構成がすばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  スタジオゲストの増田選手は平日１８時台のニュース情報

番組「とちぎ６３０」のスポーツコーナーに何度か出演しても
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らったこともあって、今回の番組にも出演してもらった。選手

ならではの興味深い話を聞くことができたと考えている。視聴

者のメッセージをもっと番組に反映したほうがよいという意見

は、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  今大会での栃木県ゆかりの選手たちの健闘を振り返り、栃木県の人たちを勇気づけ

る番組だったと思う。ゲストの選定について最初は不思議に感じたが、選手の立場だ

けではなく客観的に大会全体を分析したコメントがあり適任だと感じた。選手どうし

が尊敬しあう気持ちや、コロナ禍での大会参加がストレスフルだったことなどについ

て、選手の口から率直な思いを聞くことができる番組でとてもよかった。聖火リレー

に始まり、大会が終わるまで、東京オリンピック・パラリンピックに関わったすべて

の関係者が共感できたのではないか。大会の開催を快く思わない人もいる中で、さま

ざまなことに配慮された演出がすばらしかった。ただ、番組のセットは金色と紫色を

基調としていたが、オリンピックシンボルの５色をあしらったセットのほうがこの番

組にふさわしかったのではないか。 

 

○  地域ならではの内容ですばらしい番組だった。開催に賛否があり、どのように向き

合うべきか難しく感じていた人も多かったと思うが、この番組は栃木県の選手に焦点

を当て、地元の選手たちが頑張っていることがよく分かる内容で、元気をもらった視

聴者も多かったのではないか。選手たちの活躍を過度に感動的に演出することもなく、

さまざまな地元選手を紹介していたことも押しつけがましさがなくてよかった。視聴

者が今大会を振り返るよい機会になったと思う。パラアスリートの中には新型コロナ

ウイルスに感染することを危惧して出場を辞退した選手や、さまざまな葛藤を抱えて

いた選手がいたという大谷選手のコメントがあったが、コロナ禍での大会開催にはさ

まざまな課題があったことに改めて気づかされる良質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  大会の映像やロゴなどの使用にはさまざまな制約があるこ

ともあり、セットの配色も独自のものとした。意見については

受け止めたい。車いすテニスの大谷選手からは、リモート取材

を活用することで興味深い話を聞くことができた。 

 

○  地域の選手たちの活躍だけではなく、さまざまな思いを伝えていたことがよかっ

た。地域の視点から今大会を総括したことはとても分かりやすく、すばらしい構成

だった。試合の映像や視聴者からのメッセージ紹介、スタジオのトークなどのバ

ランスが適切だったと思う。選手たちは皆関係者に対する感謝の気持ちを述べてい
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たが、開催そのものの是非が問われた大会での率直な思いなのだと感じた。大会が

当初の予定から１年延期となり、コンディションやモチベーションの維持が大変

だったこともよく伝わってきた。コロナ禍における大会を振り返るうえでも、貴重

なインタビューだったと思う。地域の選手についてしっかりと伝えることは全国に

放送局を持つＮＨＫならではの取り組みなので、今後も取り組みを続けてほしい。 

 

○  賛否両論のあった大会から少し間をおいたタイミングで、選手たちの声を交えな

がら大会を客観的に振り返る番組だった。それでいて、選手たちのことばや表情か

らは熱い思いがしっかりと伝わってくる、とてもバランスのよい内容だったのでは

ないか。選手と恩師の交流や、選手の家族が懸命に応援する様子など、地域に密着

した映像が数多く紹介されていて、地域の視聴者が共感できる番組になっていると

感じた。また、今大会の感動を思い起こすとともに、次のパリ大会に向けて選手た

ちがすでに始動していることを伝えるオープニングとエンディングの映像がすば

らしかった。視聴者から募集したメッセージをテロップなどで紹介するとなおよ

かった。増田選手のコメントは説得力があり、この番組にぴったりだった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  栃木県に住む人たちの視点で今大会をどのように総括する

かを考えて制作した番組だ。評価をいただきありがたく思う。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月１７日(金)の金よう夜きらっと新潟「フジロックの“選択”」を見た。新型

コロナウイルスの感染が拡大する中、新潟県で開催された野外音楽イベントについ

て多角的に取材をした番組だった。コロナ禍でのイベントを記録したという意味で、

資料価値のある番組になったのではないか。主催者やファン、地元の住民たちなど、

立場の異なる人たちのさまざまな思いを伝えていてすばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コロナ禍での音楽イベント開催にさまざまな意見がある中、

どのように取材を進めるのか議論を重ねて番組を制作した。

迷いながら取り組む関係者の様子など、ナレーションをつけ

ずに現場の空気感をありのままに伝えることを心がけた。コ

ロナ禍でさまざまな制約がある中、少しでも状況を打開して

前に進むことができればという人々の思いを伝えられたと考
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えている。 

 

○  「新潟ニュース６１０」を見ている。９月２９日(水)に、新潟水俣病の第１次訴

訟判決から５０年にあわせ、被害者団体などの会見が行われたというニュースが放

送された。翌９月３０日(木)には水俣病をテーマにした映画の公開にあわせ、「新

潟の患者の思い」という特集を展開していた。１０月５日(火)には熊本局が制作し

た企画を伝えるなど、さまざまな角度から公害問題について報道する姿勢に心を動

かされた。ただ、アナウンサーやキャスターのコメントがやや的外れな部分があり

残念だった。 

 

○  ９月２１日(火)から２４日(金)にかけて放送された「首都圏ネットワーク」の企

画「こころは青天！カラフル埼玉」を見た。埼玉県の各地に渋沢栄一の精神が今も

息づいていることを感じさせてくれる内容でとてもよかった。同じ番組の別コー

ナー「１都３県とっておき情報！ちかさとコレクション！」も連動した内容でよ

かったが、あえてコーナーを分ける必要はなかったのではないか。さまざまな事例

から、より多くの人の心を幸せにすることで地域を活性化させようとした渋沢の取

り組みが現代にも生きていることを実感できた。渋沢の精神がＳＤＧｓの先駆けに

なっていることもしっかりと伝わってきた。 

 

○  ９月２４日(金)のドキュメント７２時間「山梨・花火専門店 静かな夏物語」を

見た。花火店を訪れた人たちに話を聞き、それぞれの人生や思いが伝わるよう丁寧

に描かれた番組だった。夏の終わりにふさわしい時宜を得た内容で、心が温まる番

組だった。家族連れや高齢者施設の従業員、終末医療の看護師など、花火店を訪れ

る多様な客に、見入ってしまった。この番組を再編集し、１０月１日(金)に「ヤマ

ナシ・クエスト」として放送していた。「ドキュメント７２時間」は夜遅い時間に

放送している番組なので、金曜日の午後７時３０分という多くの人が見やすい時間

に放送したことは地域に密着した取り組みで評価したい。「一瞬、一瞬を大事にし

てできることをする」というコメントは花火と人生に通ずるものだと感じ印象に

残った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  花火の町として知られる地域の花火店に７２時間カメラを

据えると何か見えてくるものがあるのではないかと考えた。

１０月１日(金)の「ヤマナシ・クエスト」の放送も、多くの

視聴者に見ていただくことができた。同じ日の山梨県向けの

１８時台のニュース情報番組「Ｎｅｗｓかいドキ」の中でも、
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番組で紹介できなかったエピソードを伝えるなど、「ドキュ

メント７２時間」を活用した地域サービスを展開できたと考

えている。 

 

○  １０月１３日(水)の関東甲信越推し！茨城スペシャル「ＳＤＧｓ×Ｚ世代 イバ

ラキから世界を動かせ！」(ＢＳ１ 前 0:10～0:37)と関東甲信越推し！知るしん「教

訓は生かせるか～御嶽山噴火７年」(ＢＳ１ 前 0:37～1:03)を見た。「茨城スペシャ

ル」は県立高校のＳＤＧｓカルタの話題を取り上げていた。カルタを考案する高校

生たちの姿に圧倒された。現代の高校生の情熱に驚かされるとともに、その行動力

に感心した。とても頼もしく感じ、教えられることも多かった。一方で、今どきの

高校生らしい等身大の一面も見られ、その対比もおもしろかった。「知るしん」は

７年がたった御嶽山の噴火を、改めて振り返る内容だった。自治体のアンケートや

海外の取材など、多角的な内容で構成されていた。現在の火山対策に、御嶽山噴火

の教訓があまり生かされていないことがよく分かった。日中の時間帯にこの番組を

全国放送するなどして、多くの人たちに警鐘を鳴らしてほしいと思う。日本の科学

力の低下を示唆する内容だとも思った。「○○推し！」というシリーズを放送して

いることをもっと視聴者に伝えてほしい。 

 

○  １０月１０日(日)のＮＨＫスペシャル「ＲＥＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ 銃弾のスラ

ム 再生の記録」を見た。南アフリカの貧困と暴力の連鎖を扱った番組で見入って

しまった。ケープタウンのスラムに通い続け、ギャングたちの抗争を和解させよう

としている牧師の活動を長期間取材していた。ギャングというと怖い印象があるが、

生まれながらにギャングである人はおらず、スラムでの生活を通して結果的に

ギャングになってしまうことを伝えていた。これは日本の貧困問題にも通じるとこ

ろがあり、考えさせられた。彼らの心にも人の役に立ちたいという思いが少なから

ずあるという姿も映し出されていた。資本主義社会で成功を収めた人物が牧師と

なって、なぜケープタウンでこのような活動をするに至ったかの経緯についても

しっかりと伝えられていた。犯罪に手を染めてしまう人が生まれる背景に複雑な社

会構造の問題があることを示唆した意義のある番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  スラムが身近ではない日本の視聴者にどのように関心を

持ってもらうかということを意識して制作した。先進国の安

全な地域で暮らしてきた牧師がギャングたちと向き合う姿を

通すことで、より現地の状況が伝わったのではないかと考え

ている。危険な地域での取材は現地の人たちの協力によると
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ころが大きい。コロナ禍でリモート取材を活用する番組も増

えてきたが、この番組もその成果の一つだ。 

 

○  ９月２３日(木)の「いとしの地球アワー」(総合 後 8:15～8:55)を見た。宇宙人

の視点で地球人について考える番組の第２弾ということで、新感覚の番組だった。

軽い気持ちで見始めたが、番組が進むにつれて思いのほか深い議論が展開されてお

り驚かされた。進行は宇宙人にふんした俳優の安田顕さんとタレントの壇蜜さんで、

セットや衣装、表情、コメント、テロップなど細部まで作り込まれていると感じた。

今回は地球人の「毛」と「スマートフォン」をテーマにしていたが、日本だけでは

なく海外の事例や歴史も踏まえた多角的な議論を展開していて考えされられた。

「多様性」ということばがキーワードになっていたが、私たちが当たり前だと思っ

ていることが実はそうではないということを皆が認識する必要があると感じた。ま

た、スマートフォンについてもよい面と悪い面をバランスよく取り上げておりとて

もよかった。ＳＤＧｓの考え方に関連づけて伝えたことも評価したい。ただ、番組

の最後で宇宙人を演じているＭＣに人間らしさが出てしまい、少し世界観が壊れて

しまったのが残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫ経営計画 2021-2023 年度」では「新しいＮＨＫら

しさの追求」を掲げている。その実現を目指し、年間数十本

の開発番組を放送しており、この「いとしの地球アワー」も

その一つだ。時代に合ったテーマの選定や新しい演出など、

さまざまなことを試行し、より良質な番組を制作していきた

い。 

 

○  ９月８日(水)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。「有馬嘉男が迫るマ

ネーロンダリング対策の最前線」という企画では、国際テロ組織のアルカイダがマ

ネーロンダリングで多額の資金を確保していたことなどを踏まえ、不正な資金の流

れを断つことの重要性について伝えていた。多くの視聴者にはなじみのない問題か

もしれないが、しっかりと取り上げたことを評価したい。短い時間の中で、地方銀

行での取り組みや対策を強化する金融庁関係者のインタビューもまとめていて、視

聴者が理解しやすくすばらしかった。公共放送の役割を果たす企画だったと思う。 

 

○  １０月９日(土)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。歴史的な建造物を

新たな発想で活用することで守っていくという取り組みが紹介されていた。古民家

などの歴史的建造物の多くが取り壊されている現状や、その背景に多額になる維持
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費の問題があることも伝えていた。歴史的建造物が失われることへの警鐘ともいえ

る内容でとてもよかった。歴史的建造物は、当時を知るうえで貴重な資料となる。

地域が一丸となって保存法を考える事例はすばらしかった。国の登録有形文化財の

意義については誤解している人も多いので、国宝や国の重要文化財、市町村指定文

化財との位置づけや違いについて詳しい説明があるとなおよかった。 

 

○  「新型コロナ 命を守る行動を」というミニ番組を見ている。コロナ禍で注意す

べきポイントについて丁寧に説明しており、インターネットなどから情報を得るこ

とが難しい人にとっては特に役立つサービスだと思う。連続テレビ小説が再放送さ

れる前の時間帯に編成されていることも効果的だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ことしに入ってから、ＮＨＫは番組のお知らせだけではな

く、多くの視聴者に役立つ情報や公共性のある取り組みにつ

いてミニ番組で伝えている。「新型コロナ 命を守る行動を」

もその一つで、評価いただきうれしく思う。 

 

○  「Ｅテレ０６５５」と「Ｅテレ２３５５」を見ている。「０６５５」の「声の主」

というシリーズがすばらしい。街なかでよく耳にする鳥の鳴き声の主を調べて正体

をつきとめる、興味深い内容だ。音楽が優しく、出演者の雰囲気も柔らかくてとて

もよい。コロナ禍で気分が落ち込んでいる人も多いと思うが、ほのぼのとした内容

でゆったりとした気持ちにさせてくれる「０６５５」と「２３５５」は貴重な番組

だ。「２３５５」では「ヨルガヤ姉妹の今夜も眠れません」というコーナーが始まっ

た。お笑いコンビの阿佐ヶ谷姉妹を模したヒツジのパペットがお茶を飲みながら話

すという内容だが、まったりとした雰囲気がこの時間帯にふさわしくすばらしいと

思う。 

 

○  「将棋フォーカス」を見ている。司会者が視聴者の意見募集告知の際に「番組ホー

ムページのメールフォーム」と言っていたが、「メール」というと電子メールを連

想する人もいるので、「番組ホームページの入力フォーム」と言ったほうがよいの

ではないかと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  個人情報保護の観点から電子メール形式ではなく、番組の

ホームページ上で暗号化されたフォーム入力の形式でご意見

を募集している。番組内などでの表現については、頂いた意
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見も参考に、より分かりやすい表現があるかどうか検討も続

けたい。 

 

○  １０月３日(日)のＢＳ１スペシャル「被曝（ばく）の森２０２１ 変わりゆく大

地」を見た。福島県には原発事故の影響で帰還困難区域があり、依然として２万人

を超える人が戻ることができずにいる。事故から１０年が経過し、汚染された森の

動植物がどのような影響を受けたのかについてのほか、地域の住民たちの声も伝え

ていて見入ってしまった。これからも、継続して伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「被曝（ばく）の森」については継続的に取材をしている。

５月９日(日)に放送したＮＨＫスペシャル「被曝（ばく）の

森２０２１ 変わりゆく大地」で伝えきれなかった情報も含

め、今回は「ＢＳ１スペシャル」で放送した。 

 

○  １０月１０日(日)の大谷翔平２０２１ＭＬＢハイライト「全本塁打・全奪三振・

全盗塁」(ＢＳ１ 後 7:00～7:50、8:00～8:49)を見た。大谷翔平選手の活躍をまと

めた内容で、日本人選手の対決やオールスターゲーム前のホームラン競争など、今

シーズンの数々の名場面をまとめておりすばらしかった。ＢＳ１では大谷選手が出

場する試合を数多く中継しており評価している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  オールスターゲームの前に行われたホームランダービーの

模様は視聴者の声を受けて、急きょ総合テレビで中継した。

この模様も交えた大谷選手の活躍を伝えた番組で、多くの視

聴者から好評の声を頂いた。引き続き多くの視聴者に楽しん

でもらえる番組を届けていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  多岐にわたる番組について意見を頂きありがたく思う。現

場に伝えるとともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年９月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１７日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、２０２１年度後半期の国内放送番組の編成について説明があり、２

０２２年度の番組改定とあわせて意見の交換を行った。続いて、長野放送局の取り組み

と今後の予定について報告した。その後、知るしん 信州を知るテレビ「教えて！信州

ヒストリー 子どもたちがみる戦争」について説明があり、放送番組一般も含めて活発

に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１０月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

杉山 正司（元埼玉県立文書館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２１年度後半期の国内放送番組の編成」および 

「２０２２年度の番組改定」について＞ 

 

○  ＮＨＫプラスについて、地域の放送番組も充実していく予定なのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  拠点放送局で放送しているニュース番組の配信など、サー

ビスの拡充に向けて準備を進めているところだ。 
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（ＮＨＫ側） 

  南関東エリア以外の地方向け放送番組の一部は、見逃し配

信を中心にＮＨＫプラスで提供している。現在は大阪局が１

８時台に放送している「ニュースほっと関西」を見逃し配信し

ているが、今年度後半にはさらに２つの拠点放送局のニュース

情報番組を配信することなど、サービスの拡充を検討している。 

 

○  ＮＨＫプラスで全く配信されていない番組や、配信されていても一部のシーンが

見られない番組があるが、どのような理由なのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  総合テレビとＥテレの全国放送番組と東京の地域放送番組

は、権利上の問題がなければ基本的にＮＨＫプラスで配信し

ているが、インターネットで配信する権利が取れていない番

組やシーンについては配信ができない。なるべく多くの番組

を配信できるよう努力を続けたい。 

 

○  有料の衛星放送事業者などでは、連続ドラマの初回だけを無料放送するなど、視

聴者を契約に結びつけようとする努力がなされている。ＢＳ４ＫやＢＳ８Ｋの放送

は、まだまだ一般的な認知が広がっていないと感じているので、ＢＳ４ＫやＢＳ８

Ｋで放送した番組をＰＲのために地上波で放送するなど、普及に資するような取り

組みをお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いたご意見はとても重要な指摘だと考えている。ＢＳプ

レミアムの番組を総合テレビで放送するなど、放送波をまた

いで展開することでより多くの視聴者に届くような取り組み

も行っている。ＢＳ４Ｋ、ＢＳ８Ｋはまだまだ視聴者も限ら

れているので、指摘を踏まえて引き続き取り組んでいきたい。 

 

 

＜知るしん 信州を知るテレビ「教えて！信州ヒストリー 子どもたちがみる戦争」

（総合 ７月９日(金)放送＜長野県域＞）について＞ 

 

○  戦争については、話を聞いたり本で読んだりすることで、恐ろしいものだという
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意識はあるものの、リアルに想像をすることが難しい面もある。戦争を身近に感じ

ることが難しい若い世代にも分かりやすく伝わる工夫がなされており、すばらしい

番組だった。子どもたちに戦争についてのイメージを聞くシーンから始まる演出は、

多くの視聴者の心をつかんだと思う。戦争という重いテーマを子どもたちにリポー

トしてもらうことで身構えることなく番組を見られるようにしていた点もよかっ

たと思う。子どもたちが戦争を経験した人たちにインタビューをしていたが、視聴

者が知りたいと思うことを十分に聞いていたと思う。子どもたちの純粋なインタ

ビューだからこそ、当事者たちの率直な思いを聞き出すことができたのではないか。

過去の資料映像もうまく活用されていた。 

 

○  子どもたちがナレーションをしたことで、多くの視聴者が子どもの目線で番組を

見ることができたのではないか。３０分弱の番組だが、詰め込みすぎにならない程

度に多くの要素が盛り込まれており、すばらしい構成だった。当時の子どもたちが

歌っていた替え歌を紹介したことで戦争の悲惨さが深く伝わってきて、とてもよ

かった。満蒙開拓青少年義勇軍として中国東北部に渡った方の話からは、当時の様

子や社会構造の問題点がよく伝わってきた。取り上げられていたさまざまな要素を

分かりやすい順番で整理して伝えており、誰にでも理解しやすい内容になっていた。

「なぜ偉い人だけ生き残るようにしたのか」というような子どもたちの率直な疑問

が紹介されていたことも評価したい。子どもたちの取材を受けた方が自分の頭で考

えることの大切さを伝えるシーンが印象に残った。 

 

○  子どもたちの目線で制作されており、とてもよい構成の番組だった。実際に戦争

を経験した人が少なくなっている中で、このような番組も制作できなくなるのだろ

うと思いながら視聴した。戦争のことを語りたくないという人も多い中、語り部を

探すことにも苦労があったと思うが、適切な方々に取材していると思った。インタ

ビュアーの子どもたちと同世代の時期に戦争を体験していたことも、この番組の重

要なポイントだったと感じた。松代大本営地下ごうのガイドの方は、子どもたちに

うまく問いかけて考えさせることで、子どもたちの素直な思いを引き出しており感

心した。子どもたちが感じたことを紙に書いてもらう演出が印象に残った。朝鮮人

の強制連行や強制労働について触れられていた点もよかった。一方で、戦争の体験

談は男性だけではなく女性からも聞きたかった。当時の日常生活の苦労がどのよう

なものであったかという視点も取り入れるべきだったのではないか。また、テロッ

プが過剰に感じる部分があったのは残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  戦争に関するさまざまなトピックを盛り込んだ番組だ。子
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どもたちがナレーションすることで、コメントをより平易な

表現にするように心がけた。子どもたちだけでなく、大人の

視聴者にも伝わりやすい番組になったとすればうれしく思う。

女性の視点が不足していたという指摘は今後の番組制作に生

かしていきたい。 

 

○  子どもたちが抱いた素直な感情にしっかりと向き合うことが重要であることを

改めて感じた。戦争については、学校のほかさまざまな番組などで学ぶ機会もある

だろうが、戦争の悲惨さはやはり経験した人でなければ分からないこともあるので、

経験した方々に自らのことばで語ってもらうことは重要だ。この番組を見て、人類

が愚かなことを犯した事実を未来の子どもたちに伝えていく必要があると改めて

感じた。いわゆるドキュメンタリーとは全く違う手法で制作された番組ですばらし

かった。 

 

○  番組の冒頭で女の子が明るい雰囲気で戦争のイメージについて語っていたが、驚

かされるとともにさまざまなことを考えさせられる印象深いシーンだった。子ども

たちの目線で戦争を伝える取り組みがすばらしかった。松代大本営の地下ごうの場

面で男の子が発した「なぜ偉い人だけ生き残るようにしたのか」という率直なこと

ばには、考えさせられた。ことばに映像が加わることで説得力が増しており、テレ

ビの力を感じた。シベリア抑留について触れられていたこともよかった。実際に戦

争を経験した方々は高齢のうえ、家族には話せないようなことも抱えているだろう。

子どもたちに対してだからこそ、話すことができたエピソードもあったのではない

か。女の子のナレーションも分かりやすくすばらしかった。戦争の記憶を伝えてい

くことはＮＨＫの使命だと考えているので、引き続き期待している。 

 

○  現代の子どもたちにとって、戦争は遠い話でリアリティーのないものだろう。こ

の番組は、子どもたちの目線で戦争について伝えており、とても分かりやすかった。

また、当たり前だと思われていることも疑う必要があることや、自分の頭で考える

ことの大切さを示唆していて教育的な視点からも良質な内容だと感じた。社会が大

きく変容する中で、どのように世の中を捉えていくか考えるきっかけとなるような

番組だった。当たり前とされていることや常識にとらわれ、思考停止に陥っている

状況に気付くことは日本の将来を考えるうえでとても重要だ。戦争を扱った番組で

ありながら、背景にはこのような問いかけがあるように感じた。学校教材にすべき

ような良質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  戦争を経験した方々にとっては、純粋な子どもたちが接す

ることで話しやすくなった面があったように思う。当事者た

ちが高齢になる中で、戦争の記憶をどのように未来につない

でいくかはとても重要な課題だ。時が経つにつれて機会も限

られてくるので、引き続きさまざまなことに思いを巡らせな

がら番組を制作していきたい。 

 

○  子どもたちの視点で戦争を捉えた斬新な番組だと感じた。戦争という難しいテー

マを、地域の視点も踏まえて幅広い世代に分かりやすく伝えておりとてもよい内容

だったと思う。一方で、番組最後の「身近なおじいさんやおばあさんから話を聞い

て、戦争のことを考えてみませんか」という趣旨のナレーションには違和感を覚え

た。コロナ禍では、直接お年寄りから話を聞くことが実際にはとても難しいことな

のではないか。子どもたちの目線で作ろうとした番組だが、大人の制作担当者がコ

メント原稿を書いたことで、結果的に教科書をなぞったような番組になってしまっ

たように感じた。「なぜ偉い人だけ生き残るようにしたのか」というような、子ど

もたちの率直な疑問が語られる場面があったが、このような子どもたちの考えや思

いをもっと紹介してほしかった。また、子どもたちが戦争の歴史を学ぶことで、そ

れを今後の人生にどのように生かしていくのかという視点があってもよかったと

思う。 

 

○  子どもたちが戦争について考える番組はこれまでに見たことがなく、新しい視点

の番組だと感じた。子どもたちが出演したことで、家族で番組を見た人は親子で戦

争について考えるよいきっかけになったのではないか。満蒙開拓青少年義勇軍とし

て中国東北部に行かれた方がつらい経験を語っており胸が締めつけられた。自ら深

く考えて善悪を判断することが重要であるというメッセージがしっかりと伝わっ

てきた。子どもたちのインタビューを通してさまざまな方の話を聞くことができた

のは意義深かったが、子どもたちが質問をしたり、話を聞いたりしているときの表

情をもう少し見たかった。また、子どもたちの率直な思いをもっと伝えてほしかっ

た。子どもたちが取材した番組なので、同級生など多くの小学生が見たことだろう。

テロップの漢字にふりがなが入っているとなおよかったのではないか。 

 

○  満蒙開拓青少年義勇軍として中国東北部に行かれた方の話からは、自らの頭で考

えて物事を判断することが重要であることがよく伝わってきた。番組の中で紹介さ

れていた替え歌の中に、「名誉の戦死」ということばがあったが、戦争を経験した

方の中には、不愉快に思った人もいたのではないか。子どもたちだけではなく、幅

広い世代の視聴者が番組を見ていることを考慮して番組を制作する必要があるこ
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とを改めて感じた。この番組は、戦争をどのように伝えていくべきかを明確に示し

ていた。今後もこのようなすばらしい番組を制作し続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  難しいことばをなるべく使わないようにするなど、子ども

たちにも理解しやすい番組にすることを心がけた。番組最後

のナレーションへの指摘や、子どもたちの表情をもっと見た

かったという意見は、今後の番組制作に生かしていきたい。

さまざまな立場の視聴者がいることは今後も十分に配慮した

い。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ７月１４日(水)と１５日(木)の「とちぎ６３０」を見た。その中で、「ＮＨＫ×

とちテレ 備えるとちぎの水害“地区防災計画”で共助」というコーナーが放送さ

れていた。宇都宮局と地域の民放がコラボレーションし、それぞれが制作した防災

の企画を互いに放送していた。防災・減災を考えるべき出水期に、多くの視聴者に

重要な情報を届けることができる取り組みで評価したい。リポートを制作したディ

レクターが出演していたこともよかった。災害時に地域の放送局が連携して情報を

伝える取り組みが進むとよいと思う。 

 

○  ８月１７日(火)の「首都圏ネットワーク」を見た。戦争を体験した人の遺品につ

いて扱ったコーナーがあったが、ＮＨＫプラスでは配信されておらず残念だった。

多くの博物館は戦時中の資料の収集に苦労しており、後発の施設は特に厳しい状況

にあることを伝えていた。今回取り上げられていた戦傷病者史料館は、メディアな

どでこれまであまり紹介されておらず、この史料館の存在を知らない人も多いこと

と思う。その意味でも、とてもよい企画だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ８月は戦争に関するニュースや企画をしっかりと伝えるこ

とを心がけ、「首都圏ネットワーク」では、８月１６日(月)

の週に戦争に関連した話題を数多く伝えた。戦争に関する遺

品が失われつつあるということも踏まえて、この史料館を取

り上げた。 
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○  新潟局では開局９０年企画の１つとして若手のメンバーでチームを作り、新潟県

の特産品である米づくりについて考えるプロジェクト「田んぼにかよって考えた」

を展開している。ふだんはあまりテレビに出演することがないカメラマンなどがリ

ポートをして伝えている。新潟局で働く職員の顔が見えると、思わず応援したくな

る。ニュースなどでは収穫の様子だけが取り上げられることが多いが、この企画で

は雑草の除去や害虫の駆除など農家が苦労している部分をしっかりと伝えていて

すばらしい。特産の米について最新の情報も含めて余すことなく伝えようという思

いが感じられるとてもよい企画だった。 

 

○  東京２０２０オリンピック・パラリンピックは、新型コロナウイルス感染拡大の

影響で１年延期されての開催となり、いろいろな意味で世界中から注目を集めた大

会だったと思う。オリンピックの開会式の中継に手話通訳が付与されなかったこと

が残念だった。海外では手話通訳付きで伝えた放送局が何局かあったようだ。今大

会のコンセプトが「全員が自己ベスト」「多様性と調和」「未来への継承」であった

だけに残念だった。一方で、閉会式の中継ではＥテレの放送で手話通訳が付与され

ておりすばらしかった。一般的には字幕放送を実施していれば手話通訳がなくとも

問題がないと思われがちだが、字幕だけでは番組の内容を理解することが難しい人

もいる。ろう者にとって手話は命を守る重要な言語だと位置づけられている。ろう

者に寄り添った放送を今後も期待したい。 

 

○  東京２０２０パラリンピックでは開会式や競技で、新潟県出身の方や選手たちが

活躍して地元が盛り上がった。パラリンピックでの活躍が、共生社会のあり方や考

え方を地域に広める一助になったことと思う。今回のパラリンピックではさまざま

な成果があったと思う。障害者への理解の広がりなど、どのような変化があったの

かについて詳しく取材して伝えてほしい。 

 

○  ＮＨＫが東京２０２０パラリンピックについてかなりの時間を放送したことで、

日本社会の中で障害者に対する理解が深まったと感じている。大きな意義があった

と思うし、多様性の考え方も広まってきたと思う。選手がメダルを獲得した際には、

チャイム音つきでニュース速報しているが、事件や事故を速報するときと同じチャ

イム音なので不安になることがあった。よいニュースを速報する時は、別の音を使

用するとよいのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 多様性と調和が掲げられた大会であり、ＮＨＫとしてもそ

れを反映した放送ができないかと考え、オリンピックの閉会

式から独自に手話を付与したものをＥテレで放送した。手話



8 

は手ぶりのほか、通訳者の表情なども大切な要素になるため、

なるべく大きいサイズで見やすくなるよう考慮した。ＮＨＫ

としても初めての試みであり、今回の経験や視聴者からの反

響も含めてしっかりと分析し、今後の番組制作に生かしてい

きたい。また、今大会ではパラリンピックについてしっかり

と伝えることに力点を置いて取り組みを進めてきた。パラ

リンピックの競技そのものをより楽しんで見てもらえるよう、

競技中継の実況や解説で競技そのもののおもしろさや選手た

ちの魅力を丁寧に伝えることを心がけた。ＮＨＫとして一定

の役割を果たすことができたと考えている。 

 

○  ８月９日(月)のＮＨＫスペシャル「原爆初動調査 隠された真実」を見た。冒頭

の映像で一気に番組に引き込まれた。資料写真や映像がふんだんに使われていて、

戦争の悲惨さがよく伝わってきた。なんともいえない子どもたちの表情に胸が痛ん

だ。被ばく量などについては、最新の技術を用いたグラフィックスで示していて分

かりやすかった。原爆の問題については、日本だけではなくアメリカでも苦しんで

いる人たちが多くいることに気づかされた。原爆投下から７６年が経過しても、解

決されていないことばかりであることがよく分かった。 

 

○  ８月１３日(金)の終戦ドラマ「しかたなかったと言うてはいかんのです」(総合 

後 10:00～11:15)を見た。戦時中の生体解剖の罪を問われた医師が裁判にかけられ、

罪の大きさや、命の重さなどさまざまなことと向き合うという内容で考えさせられ

た。妻夫木聡さんの演技がすばらしかった。戦争の悲惨さや恐ろしさがよく伝わっ

てくる、良質なドラマだった。 

 

○  ８月１０日(火)のフェイク・バスターズ「新型コロナワクチンと誤情報」を見た。

ＳＮＳにはびこるワクチンに関連したデマや誤情報を分析し、いかにミスリードを

防ぐかについて考える番組だった。生活に直結した身近なテーマで興味深かった。

ＳＮＳに関するさまざまな問題を提起していたと思う。さまざまな分野を専門とす

る多くの人が討論をしており、内容に説得力があった。具体的な事例が分かりやす

く示されており好感を持った。この問題の解決策を３点に絞って伝えており、参考

になった。ＳＮＳでデマが拡散していく様子をうまく映像化して伝えていたことも

興味深かった。デマが拡散していく様を見ると、自分の身近な人の情報が実は危険

であることを実感した。ＮＨＫの報道における失敗例のほか、ミスリードを防ぐた

めの取り組みなども紹介されており考えさせられた。 
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○  ８月１１日(水)の職場遺産～倉庫にねむる宝探し～「大手電機メーカー」(総合 

後 7:30～7:57)を見た。電機メーカーの倉庫に眠っている資料を掘り起こし、過去

を見つめ直すことで学びを深め、未来に生かすヒントや知恵を得るという内容で良

質な番組だった。若い社員が、大先輩たちの知見を知ることで、新しい製品を生み

出すヒントにしており、温故知新がキーワードの番組だと感じた。一方、そのメー

カーの未来技術遺産になる製品がたくさん紹介されていたが、その開発秘話をメー

カー側が紹介するのではなくＮＨＫ側で調査していたことには少し違和感があっ

た。病床にありながら製品開発に携わり、発売を見届けることなく亡くなられた方

のエピソードに、日本のものづくりの精神をかいまみた気がした。このメーカーの

理念の原点を見た思いだった。興味深い番組で、今後にも期待したい。 

 

○  ９月４日(土)に再放送された【ストーリーズ】ノーナレ「あるジャズマンの物語」

を見た。両耳の聴力を失ったジャズベーシストの方に焦点を当てた番組だ。人工内

耳を付けることで聴力はある程度戻ったものの、聞こえ方がこれまでと全く異なり、

メロディーなどは認識できないとのことだった。人工内耳で取り戻した音の世界が

どのようなものであるかを、映像で見事に表現しておりすばらしかった。人工内耳

を取り外すシーンでは、番組の音声も無音になるなど、誰もがイメージしやすい演

出がすばらしかった。ナレーションや音楽のない「ノーナレ」のコンセプトが存分

に生かされていた番組だったと思う。物語を伝える際にはナレーションがつきもの

だが、ＮＨＫはこれまでも常識を打破するような番組を制作し続けており評価した

い。音楽やテロップなどに工夫が凝らされたドキュメンタリーがある一方、「ノー

ナレ」のように番組を構成する要素をそぎ落とすことでより視聴者の心に訴求する

番組もある。映像と音がとても工夫された、極めて良質な番組だった。 

 

○  ９月９日(木)のクローズアップ現代＋「その校則、本当に必要ですか？ルール改

革の最前線に密着！」を見た。学校の校則をめぐる動きについて、多角的に伝えた

番組だった。多様性を認めていないような、時代に合わない校則は“ブラック校則”

と呼ばれ、学校を責めるような論調で報道されることもある。先生たちも、すでに

ある校則が当たり前という環境に置かれたことで、変える手段を持ち合わせていな

いという側面もある。先生たちの本音に迫り、丁寧に紹介していたことを評価した

い。教育や校則問題など、学校が悪者にされてしまうケースは多いが、実際には厳

しい校則があるからこそ、わが子をその学校に入学させたいと思う保護者もいる。

思い悩んで退職することを選ぶ先生たちもいる一方、保護者と学校の対話が始まっ

ているという最新の動きを取り上げたことがよかった。時宜を得た話題なので、番

組放送中に視聴者がＳＮＳなどから参加できる仕組みがあるとなおよかった。 
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（ＮＨＫ側） 

  ＳＮＳなどを活用して視聴者の声を番組の中で取り上げる

取り組みは、検討を重ねながら進めているところだ。放送だ

けではなくインターネットなどさまざまな手段を活用し、よ

り多くの人に最新の情報を届けていきたい。 

 

○  ９月１４日(火)に再放送されたスポーツ×ヒューマン「戦い抜いて ふたり バ

ドミントン フクヒロペア」を見た。バドミントン女子ダブルスで金メダル候補

だった福島由紀選手と廣田彩花選手のペアについて特集をしていた。廣田選手が大

会前に大けがをしたこともあり、結果的にメダルを獲得することはできなかった。

オリンピックの話題が番組になるときは、どうしてもメダルを獲得した選手ばかり

が取り上げられがちだが、今回は２人が戦う理由が掘り下げられていて興味深い番

組だった。コロナ禍でオリンピックが１年延期されたことで、アスリートたちに大

きな影響があったことを改めて感じた。廣田選手は大会に出場することも難しいよ

うな大けがを負っていたが、試合に臨むことで２人の絆が深まり、互いに支え合っ

ていたことがよく分かった。メダルを取ることだけがすべてではないことを示した

良質な番組だった。 

 

○  ８月２６日(木)に再放送されたＥＴＶ特集「戦火のホトトギス▽１７文字に託し

た若き将兵の戦争 塚本佑朗読」を見た。戦地に派遣された兵士が俳句雑誌「ホト

トギス」に投稿した俳句をもとに、その句の背景にある家族への思いなどさまざま

なことを掘り下げていた。丁寧に取材を重ねた内容で、戦争の悲惨さややるせなさ

をしっかりと伝えた良質な番組だった。 

 

○  ８月１９日(木)のカラフルな魔女～角野栄子の物語が生まれる暮らし「海と旅」

(Ｅテレ 後 10:55～11:25)を見た。テロップがポップで美しく、視聴意欲をかきた

てられた。鎌倉の美しい風景と宮崎あおいさんのナレーション、そして児童文学作

家の角野さんの服装もとてもすてきで、番組の構成要素すべてに癒やされた。角野

さんは芯の強さを持ちながらもかわいらしさがあり、憧れを覚えた。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年７月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１６日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、首都圏局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、首都

圏情報 ネタドリ！「風評被害をどう防ぐ？ 原発“処理水”と私たち」について説明

があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、８月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（株式会社野沢温泉代表取締役社長） 

杉山 正司（元埼玉県立文書館館長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜首都圏情報 ネタドリ！「風評被害をどう防ぐ？ 原発“処理水”と私たち」 

（総合 ６月１１日(金)放送＜関東地方（茨城・栃木は別番組）＞）について＞ 

 

○  「首都圏情報 ネタドリ！」はタイムリーなテーマを扱うことが多く、毎回興味

深く見ている。今回は処理水の問題について、漁業関係者のほか、東京電力や飲食

店、行政などさまざまな関係者に取材をしており、多角的に伝えていたことがすば

らしかった。科学的なデータを根拠に安全性を示すことはもちろん重要だが、この

問題を前に進めるためには、情報を伝える側と受け取る側の信頼関係が重要になっ

てくると感じた。図を用いて解説するなど、視聴者の理解が進む工夫がなされてい

た。処理水の問題は極めて重要であるので、小中学生向けなどさまざまな世代に向

けた番組にも期待したい。一方で、ゲストの専門家が「正しい情報が掲載されてい
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るホームページもあれば誤った情報が掲載されているページもある」と述べていた

が、専門家がどのように情報を得ているのかについても知りたかった。信頼できる

ホームページを具体的に紹介するとなおよかったのではないか。また、処理水の安

全性に不安を感じている人が、どのような理由で不安を感じているのかについて、

もう少し詳しく伝えてほしかった。 

 

○  風評被害を防ぐためには、人々がこの問題について深く理解することが重要で、

処理水の海洋放出が決定したことを受け、いち早く最新の情報を伝えたことはよ

かったと思う。ただ、処理水の安全性などについてはおおよそ理解できたが、現状

の紹介にとどまっており、個人的にはこの問題についての不安を完全に解消するま

でには至らなかった。新型コロナウイルスのワクチンについての報道にも共通して

言えることだが、情報をどう捉えるか個人の判断に委ねることがかえって風評を助

長することになりかねないと感じている。その意味でも、処理水の放出に不安を感

じている人たちの意見をもっと紹介すべきだったのではないか。全体として、処理

水が安全であることを前提にして風評被害の懸念について考える構成だったが、

人々の不安の声を掘り下げ、ささいなことにも十分に気を配って情報を伝えてほし

い。東京電力や行政に対するインタビューも、もっと掘り下げられると思った。処

理水が安全であると誰もが判断できるよう、データに基づいた番組制作に期待した

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東日本大震災から１０年が経過した。福島県では試験操業

を開始してから、放射性物質のモニタリング検査を続けるこ

とで水産物の流通量を徐々に増やしてきた。最近になり、市

場価格も全国の水準に近づき、流通量も回復してきた中で、

処理水の海洋放出が決まった。電力や食材の一大消費地であ

る首都圏から、この問題を改めて見つめ直し、どのように向

き合うべきかについてしっかりと考えることを意図した番組

だ。安全性の是非はもちろん重要なテーマだが、もう一方で

現地の方々が懸念する風評被害について、解決の糸口を見つ

けることをテーマとした。頂いた意見を踏まえ、この問題に

ついては引き続き掘り下げて伝えていきたい。 

 

○  最初に処理水を海洋放出するというニュースを見たときは、賛成できないと感じ

た。同様の思いを持った視聴者も多かったのではないか。処理水ということばに対

して漠然とした不安を感じていたが、この番組を通してこの問題についてよく理解
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できた。その意味で、意義のある番組だったと思う。ゲストの上田勝彦東京海洋大

学客員教授の解説はとても説得力があり、好感を持った。水産業や福島県の復興に

長年携わってきた経験を生かした、実感のこもった話ぶりがよかった。風評被害を

防ぐには、誰にでも分かりやすいことばで安心感を伝えることが重要であるという

意見に共感した。また、番組の最後で福島県の水産物の魅力を語っていたこともよ

かった。一方で、処理水の放出に否定的な意見を持つ人たちの意見をもう少し取り

上げてほしかった。この問題については、今後も伝え続けてほしい。 

 

○  難しい問題を扱った番組だった。水産物の安全性に関して、福島県では放射性物

質について国の基準よりも厳しい基準でモニタリングをしているとのことだった

が、このような取り組みについても、もう少し詳しく伝えるとなおよかったのでは

ないか。農水産物の生産者と消費者が事実を認識し、この問題について理解を深め

ることが重要だし、食の安全性に関する情報をしっかりと伝えることが消費者の安

心感につながると考えている。ほぼすべての人が電力の恩恵を受けていることを考

えれば、処理水の問題は誰もが自分の事として考えなければならないことだろう。

「処理水を海に流す」ということだけを聞いても不安になるため、海洋放出の安全

性や妥当性を誰もが理解できるような形で情報発信することが重要だと思う。この

番組を見て、現地の農水産物は安心して食べられるのだと感じた。引き続き取材を

重ね、食の安心につながる情報を丁寧に伝えてほしい。 

 

○  人々の生活に直結した身近なテーマだと感じた。処理水の問題について、ＮＨＫ

が速やかに報道したことを評価したい。トリチウムについて番組の中で説明があっ

たが、実際にどのような物質なのかを自分でも調べないと番組の理解が進まなかっ

た。トリチウムは放射性物質の一つで、自然界にも広く存在しており、知らないう

ちに人間の体内に入り排出されているということだ。放射性物質と放射能の違いな

どは分かりにくいので、簡単でもよいのでことばの定義があるとよかった。また、

ほかの放射性物質とは異なり、トリチウムだけがろ過できない理由を知りたかった。

トリチウムによってＤＮＡや細胞が破壊されることはないという研究もあるそう

だが、人体への影響について一般の理解が進まないことが風評被害につながるので

はないかと思う。トリチウムを含む処理水の処分にあたっては、現在の国の排出基

準を大幅に下回る濃度まで薄めて放出するとのことだが、その有効性についても具

体的に説明してほしかった。風評被害を防ぐためには安心を得られることが重要で

あり、丁寧な説明が必要だと思う。安全性に科学的な根拠があることをしっかりと

示したうえで、鮮魚店や飲食店の人たちの声を伝えるとなおよかった。 
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（ＮＨＫ側） 

  この番組は現地の福島局と首都圏局が共同で制作した。福

島県では５年以上前から水産物の放射性物質のモニタリング

検査を国が定めるより厳しい基準で徹底して行っており、地

元では当たり前になっているが、このことについての説明が

やや不足していたかもしれない。処理水に含まれるトリチウ

ムの量が国の基準のおよそ４０分の１に抑えられることは伝

えたが、より詳細なデータを用いてこれまでの取り組みを紹

介するなど、人々の安全安心につながる情報をさらに盛り込

めるとよりよい内容になったと考えている。 

 

○  福島県の農水産物が安全だということが世の中に浸透してきたタイミングで、処

理水の海洋放出が決定したことで、多くの人が再び不安を感じることにつながって

しまうのではないかと心配になった。処理水が安全であることを示したうえで、漁

業関係者や飲食店経営者などの声を伝え、上田教授が解説するという構成は分かり

やすかった。一方で、原子力については一般的に理解することが難しい分野の一つ

だと思うが、情報が詰め込まれすぎているという印象を受けた。処理水とはどのよ

うなものであるか、またその安全性について、より分かりやすく丁寧に伝えるべき

だった。正しい知識を人づてに伝えることで風評被害を防げるという上田教授の解

説は説得力があった。分かりやすいことばで伝えようとする姿勢にも好感を持った。

番組の最後に、ゲストの高橋みなみさんが「事実を知って正しい理解をすることが

大切だ」という趣旨のコメントをしていたのが心に残った。処理水の話題について

は、これからも順序立てて丁寧に報じてほしい。 

 

○  原発事故や汚染水などの影響で風評被害を受けている福島県の水産資源につい

て、厳しい状況を打破しようと努力する人たちの様子がよく描かれた番組だった。

流通プロセスのどの部分に風評被害のリスクが高いのかという視点も分かりやす

かった。ただ、風評被害を防ぐというテーマの前提として、そもそも処理水が安全

であることを当然のこととしているように感じた。福島県が徹底的に検査を行って

いることは事実であり、現地を取材した番組のキャスターも「安全対策がしっかり

行われているという印象を受けた」と語っていたが、世の中を見渡すと多くの企業

や組織で検査結果のデータそのものが改ざんされていた不正の事例もあり、検査が

しっかりと行われているから安全ということではない。検査体制や検査データが信

頼できるものであることを示すと説得力が増したのではないか。また、雨水や水道

水に含まれているトリチウムの量がどの程度であるのかについて紹介があるとな

およかった。 
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○  新たな知識を得ることができる番組だった。福島県では国よりも厳しい基準で農

水産物の検査をしていることに驚かされた。他県で水揚げされた水産物を検査した

ら、どの程度の値になるのか気になった。厳しい基準でしっかりと検査をしている

のであれば、安全性については消費者の判断に委ねることになる。福島県が厳しい

基準で検査をしているという事実だけではなく、ほかの地域で福島県と同様の検査

をした場合にどのような数値が出るのかについても示すと、風評被害を防ぐという

観点ではより説得力がある内容になったのではないか。また、福島県の取り組みに

ついてもさらに丁寧に伝えると、視聴者が客観的に安全性を判断できる番組になっ

たと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  トリチウムについて、簡単な説明では理解が深まらないと

いう指摘は今後の番組制作に生かしていきたい。この問題に

ついては、引き続ききめ細かいデータを用いたうえで、分か

りやすく丁寧に伝えていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ６月１８日(金)の金よう夜きらっと新潟「動き出した ひきこもり支援～地域社

会にできることは～」を見た。土曜ドラマで「ひきこもり先生」が放送されている

タイミングで、地域放送でも取り上げたことはタイムリーだと思った。ＮＨＫの「＃

こもりびと」プロジェクトとの連携も紹介されており、画期的だと感じた。二次元

コードなども利用して、各市町村の支援窓口の情報を表示し続けるとなおよかった

のではないか。ニュース性のある新しい取り組みや、有名な支援施設が取り上げら

れていたが、新潟県内の支援施設はそれほど多くはないので、すべての施設を取材

してほしい。例えば三条市では支援者と当事者という形ではなく、それぞれが対等

な関係の活動を通して、ひきこもりの人たちの社会復帰に成果をあげている。この

ような取り組みについても、積極的に取り上げてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新潟県内のひきこもりの問題の解決に何か資することがで

きないかと考えて制作した番組だ。支援窓口の紹介のしかた

など、実際に視聴者の行動につながるような伝え方を意識し

て番組を制作していきたい。引き続き地域の問題や課題を掘
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り起こし、しっかりと伝えていきたい。 

 

○  ７月９日(金)の知るしん 信州を知るテレビ「教えて！信州ヒストリー 子ども

たちがみる戦争」を見た。小学生の子どもたちがリポーターになり、戦争という大

きなテーマについて考える番組ですばらしかった。実際に戦争を経験した人は少な

くなり、両親や祖父母などから戦争体験を聞いたことのない世代も増えてきた。そ

のような世代の代表である小学生が自分たちの視点でリポートする様子は新鮮

だった。小学生たちが戦争を経験した方に直接インタビューをしている様子を通し、

当時の日本の状況がよく分かるとともに、この悲劇を二度と起こしてはならないこ

とを改めて痛感した。この番組が、戦争について深く考えるきっかけになればよい

と思う。 

 

○  ７月９日(金)のとちスペ「探索！とちぎのサンショウウオ」を見た。栃木県内に

生息する４種類のサンショウウオについて詳しく伝えていた。生息する地域によっ

て進化の形態が異なっていることなど、とても興味深い内容だった。水中の映像も

安定感があり、撮影技術の高さを感じた。地元の人たちにもあまり知られていない

話題を丁寧に伝えた、地域局ならではの番組だったと思う。サンショウウオの生物

学的な進化についてもう少し詳しい紹介があるとなおよかった。子どもたちの夏休

みシーズンを前に、時宜を得た番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ８月には地元の博物館で協力いただいた学芸員やディレク

ターによるトークショーや、番組の上映会を行う予定だ。地

域の子どもたちにもしっかりと情報を届けられるよう、番組

を起点としたさまざまな取り組みを行っていきたい。 

 

○  ６月１８日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「オリンピック憲章とＬＧＢＴ いま

日本は？東京は？」を見た。東京オリンピック・パラリンピックのテーマの一つで

ある多様性に焦点を当てた内容だった。日本に住んでいるとＬＧＢＴなどについて

の情報に触れる機会が少ないと感じているが、この番組を通して日本での最新の動

きを知ることができた。日本は島国であり、文化的にもこれまで多様性についてあ

まり意識されてこなかったと感じている。グローバル化が進む中で、日本もさまざ

まな政策を進める必要があるが、東京オリンピック・パラリンピックと関連させて

このテーマを掘り下げて伝えたことを評価したい。一方で、ここ数年の間に日本で

進んだ取り組みについてもう少し詳しく知りたかった。 
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○  「首都圏ネットワーク」の「かわ知り」というコーナーがすばらしい。６月２２

日(火)には鬼怒川を、６月３０日(水)には荒川を取り上げ、「水害から命を守る」

というキャンペーンに連動して、大雨による災害が頻発する季節を前に視聴者に注

意を促す企画で評価したい。被害が発生した際の映像や、空撮などを用いて視覚的

にも分かりやすく注意すべき点を伝えたことがよい。それぞれの川について、注意

すべきポイントを３つに絞って紹介したことや、「ＮＨＫニュース・防災アプリ」

に誘導する取り組みもすばらしいと思う。これから台風シーズンを迎えるので、身

近な河川に対する防災意識を高める企画を継続してほしい。 

 

○  ７月１２日(月)から連日放送されている「ＣＯＵＮＴＤＯＷＮ ＴＯＫＹＯ」(総

合 後 6:10～6:45)を見た。大会開催についてもさまざまな意見がある中で、視聴

者とともに考えながら前を向いて歩んでいこうという番組の姿勢に共感した。東京

オリンピックについて不透明なことが多い中で聖火リレーがスタートしたが、聖火

リレーのスタートとあわせて今回のような番組を放送していたら、より視聴者の理

解が深まったのではないかと感じた。この番組で紹介している活動の多様性こそが、

オリンピック・パラリンピックの意義そのものだと感じた。ゲストのコメントから

は、コロナ禍でのオリンピック・パラリンピック開催という難しい現状に苦悩しな

がらも、覚悟を持って関わっていることがよく伝わってきた。ＮＨＫがニュースや

番組でオリンピック・パラリンピックについてさまざまな意見を伝えることは重要

であり、今後も継続してほしい。多様性を認めあい、人々がともに生きるうえでも

重要な示唆を与えてくれる番組だった。 

 

○  「ＣＯＵＮＴＤＯＷＮ ＴＯＫＹＯ」を見た。さまざまな立場の人が抱えている

悩みなどを紹介しつつも、前向きに頑張ろうというメッセージが伝わってきてとて

も興味深い番組だった。新型コロナウイルスの感染拡大によりオリンピックの開催

に対する世論が厳しくなるにつれ、聖火ランナーの中には恐怖心が芽生えた人も多

いだろう。東京オリンピック・パラリンピックにポジティブなメッセージを発信す

ること自体に危険がはらんでいるというのが現状だ。このような中で、多様な意見

をしっかりと伝える番組は意義深いと感じた。 

 

○  「ＣＯＵＮＴＤＯＷＮ ＴＯＫＹＯ」を見た。ＳＮＳで発信されたリアルな声を

番組内で紹介する演出がとてもよいと感じた。視聴者の声をしっかりと拾いあげ、

東京オリンピック・パラリンピックの成功につながるような番組を制作してほしい。 

 

○  「ＣＯＵＮＴＤＯＷＮ ＴＯＫＹＯ」を見た。東京オリンピックの開幕が直前に

迫っているが、コロナ禍の影響もあり盛り上がりに欠けているという状況で、さま
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ざまな議論が重ねられたうえで制作された番組なのだと感じた。意義のある番組と

評価したい。聖火リレーが始まったタイミングから放送したほうがよかったという

意見は同感だ。さまざまな立場の人が多様性のある意見を述べていたことがとても

よかった。今回の東京オリンピック・パラリンピックにおいても、人々に勇気や感

動を与える映像をしっかりと届けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） この番組はそもそも東京オリンピック・パラリンピックを

盛り上げる意図で、昨年の当初の開催予定に向けて企画して

いたものだった。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大に

より１年延期となり、オリンピック・パラリンピックに対す

る世の中の見方も大きく変わった。ことし改めてどのように

伝えるのがよいのかスタッフ全員で考えながら番組をスター

トさせた。さまざまな立場の人がいるなかで、それぞれの思

いをしっかりと受け止め、多様な意見を伝えることを心がけ

た。意義のある番組だと評価いただきありがたく思う。視聴

者の声も受け止めながら、引き続き充実した内容を届けてい

きたい。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。ＳＤＧｓも意識して作られたドラ

マだと感じている。すべてのものが共生していることが随所に感じられる内容で楽

しく見ている。説明を加えすぎることなく、視聴者の感性を大事にする演出がすば

らしい。７月第２週の放送では、登場人物それぞれが支え合って生きていることが

よく表現されており感動した。身近な人を災害で亡くした経験を持つ人だけではな

く、あらゆる視聴者の想像力をかきたて、訴えるような演出がすばらしかった。今

後の展開も楽しみにしている。 

 

○  【土曜ドラマ】「ひきこもり先生」を見た。不登校になってしまった生徒たちが

学びを継続できる環境を作ることに、多くの人たちが悩みながら取り組んでいる。

貧困や自然災害などが原因で苦しんでいる子どもたちには世の中の共感が集まり

やすいが、不登校の子どもたちは支援の対象と見なされにくいという現状がある。

さらには、不登校を許している家庭に対して厳しい目を向ける人たちもいる。学校

の先生たちも、クラスで不登校の生徒が出てしまうと同僚から冷たい視線を送られ

ることがある。ひきこもりの問題は、当事者や関係者にならないと共感することが

難しいと感じるが、このドラマは、不登校が起こる背景にさまざまな事情や問題が

あることを丁寧に描いており、学校の先生たちが実際に経験していることをしっか

りと取材していると感じた。すばらしい内容のドラマで、共感した。一方で、教育
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委員会がやや権威的に描かれている点が気になった。 

 

○  ６月２８日(月)のひろがれ！いろとりどり「きらきら★ムチュ～ －わたしの宝

物－」を見た。今回の主人公は発達障害のある小学６年生の男の子だった。鉄道が

好きでさまざまな電車を撮影して動画投稿サイトで公開するなど、好奇心旺盛で好

きなことをとことん追求する男の子のパワーに圧倒された。何かに夢中になってい

る子どもは輝いており、可能性にあふれていることを感じさせられる番組だった。

電車の運転手になる夢を持ち、苦手な漢字の勉強を頑張っているとのことだった。

好きなことをきっかけにすることで、苦手なものにも立ち向かう姿勢が生まれると

感じた。１人で電車を乗り継ぎ、家族が待つ目的地に向かうシーンが印象的だった。

成功体験によって自信が深まり、自己肯定感が高まることが伝わってきた。男の子

が撮影した映像が番組でも使用されていたが、男の子の感情が伝わってくる演出で

すばらしかった。 

 

○  ６月２７日(日)のＢＳ１スペシャル「突撃！ストリートシェフ＠ロンドン」(Ｂ

Ｓ１ 後 10:00～10:49)を見た。かつてのイメージとは異なり、ロンドンはストリー

トフードがとてもおいしい街になったとのことだ。世界各国からの移民シェフたち

がイギリスの食文化に革命を巻き起こしたことなど、イギリスの歴史も踏まえつつ

さまざまな屋台料理を紹介していて、それぞれの料理にまつわるエピソードが興味

深かった。コロナ禍で海外旅行はもとより外食すらままならない状況だが、この番

組を見て早く元の日常が戻ることを願わずにはいられなかった。 

 

○  ７月１１日(日)のＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ～発掘！かっこいいニッポン～「未来を

変えるＳＤＧｓスペシャル」を見た。１７の持続可能な開発目標が掲げられる中、

日本が取り組むべき３つのテーマについて取り上げていた。川崎市が取り組むプラ

スチックゴミを水素エネルギーに変える取り組みはすばらしく、将来に希望を感じ

ることができた。また、ジェンダー平等の実現について、取り組みが進んでいる国

の情報を丁寧に伝えており興味深かった。このほか、不登校の子どもたちが自由に

安心して過ごせる場所を提供する取り組みなど、すばらしい活動が紹介されていた。

国籍の異なる多様な出演者が興味深いコメントをしており共感した。ＳＤＧｓの１

７の目標について子どものころから教育することが重要だというのはそのとおり

だ。関連する番組を子どもたちに向けＥテレで数多く放送してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫでは今年の１月から「未来へ１７アクション」とい

うＳＤＧｓのキャンペーンを開始した。さまざまな関連番組
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を放送しているほか、特設のホームページも開設して最新の

情報を提供している。この番組もその一つであり、続編の放

送も予定している。今後の展開にも期待してほしい。 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年６月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１８日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、さいたま放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、

首都圏ネットワーク「深刻な若年介護 進路にも影響」について説明があり、放送番組

一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、７月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（株式会社野沢温泉代表取締役社長） 

杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

杉山 正司（元埼玉県立文書館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜首都圏ネットワーク「深刻な若年介護 進路にも影響」 

（総合 ４月６日(火)放送）＜関東地方＞について＞ 

 

○  いわゆるヤングケアラーの問題が極めて深刻であることがよく伝わってきた。Ｎ

ＨＫが埼玉県内の公立高校を対象に行ったアンケート結果や県の担当者のインタ

ビューなど、５分程度の企画にも関わらず密度の濃いすばらしい内容だった。番組

の中で当事者の声を募集しており、このテーマについて継続して伝えていこうとす

る姿勢を評価したい。ヤングケアラーの問題に対する世間の感心が高まっており、

ＮＨＫの報道が果たしている役割はとても大きいと思う。ホームページの「ＮＨＫ

首都圏ナビ」でもこの問題を特集しており、当事者たちの思いを対話形式で伝えて

いてとても分かりやすい。インターネットをうまく活用して必要な情報を伝えてい
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ることがすばらしい。この問題の背景には社会の仕組みも大きく関わっているので、

今後も多角的に伝えていってほしい。なお、アンケート結果を示したグラフは資料

として価値があると思われるので、正確な調査日時などの情報も表示すべきだった

のではないか。 

 

○  行政の取り組みがあまり進んでいない問題について、ＮＨＫが独自に調査をして

報道したことを高く評価したい。ヤングケアラーの人たちの声や思いを伝えること

で、この問題への支援が進むことを期待したい。共働きの両親に代わって祖父母の

介護を担い、希望の進路を選ぶことができなかった女性の経験談から、この問題の

深刻さがひしひしと伝わってきた。経験者の声は人々の共感を呼び、社会を動かす

ことにつながると思われるので今後の取り組みにも期待したい。ＮＨＫは良質な番

組を数多く放送しているが、放送時間が長いものもある。今回のように重要なテー

マを５分程度で伝えることはすばらしく、よりよい社会の実現に向けた報道を続け

てほしい。 

 

○  短い放送時間の中で重要なテーマを分かりやすく伝えておりすばらしかった。こ

のような社会問題について私たちはよく知っているつもりになってしまうが、実際

には表面的な理解にとどまっていることが多い。その意味でも、当事者たちの声を

しっかりと伝えることは重要だと感じている。番組の中で、２次元コードを表示し、

当事者の声を募集していたことを評価したい。数多くの経験談を発信し、問題提起

することは意義深いので今後の取り組みにも期待したい。一方で、数多くの生徒が

いる中で学校側の対応に限界があることも理解できる。さまざまな問題について広

く知らせることがメディアの重要な役割なので、若者たちがより生きやすい社会の

実現に寄与する報道を引き続き期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この問題については昨年の秋から継続して取材しており、

取材した内容を分かりやすく伝えることを心がけた。番組内

で示したグラフに、より詳しい情報を加えたほうがよいので

はという意見は、インターネットでの展開も含めて参考にし

たい。二次元コードを用いた演出については、当事者を含む

若い世代に届けるために有効な手法だと考えて採用した。引

き続き取材を続け、当事者たちの声を伝えていきたい。放送

で伝えきれなかった部分については、「ＮＨＫ首都圏ナビ」に

詳細な情報を掲載している。多くの人に情報を届けられるよ

う、インターネットも活用しながら多角的に伝えていきたい。 
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○  ヤングケアラーの問題を端的に分かりやすく伝えたことを評価したい。家族の介

護などを担うことで希望の進路を選べなかった高校生が数多くいることをＮＨＫ

が独自に調査し、具体的な人数とともに明らかにしたことは説得力がありすばらし

い。番組で紹介されていた女性が「２５歳にして失ったものは大きい」と語ってお

り胸が痛んだ。女性は「学校の先生に話しても理解されない」と語っていた一方で、

学校現場へのアンケートからは「家族の事情にまで踏み込めない」といった回答も

あり、この問題の難しさを改めて感じた。 

 

○  ヤングケアラーの問題についてはあまり詳しくなかったが、その深刻さを知り衝

撃を受けた。とても重要な問題であり、全国放送でも情報を発信してほしい。二次

元コードを活用して当事者の声を募集するという姿勢がすばらしく、番組の中で

コードを表示し続けていたことも効果的だった。このテーマについて継続的に取り

上げるという意思を明確に示したことや、若い世代が投稿しやすい工夫をしていた

ことを評価したい。ＮＨＫが独自にアンケート調査をして、問題提起したことでこ

の問題に関心を持った人も多いのではないか。ＮＨＫの果たす役割は大きいので、

引き続きこのような調査報道を続けてほしい。一方で、埼玉県教育委員会の担当者

のインタビューが紹介されていたが、その時間があまりにも短かかったので、学校

側がこの問題にしっかりと向き合っていないのではないかと感じる人がいたので

はないか。また、深刻な問題を学校の先生たちが受け止められていない現実につい

てもう少し掘り下げて伝えてほしかった。「ＮＨＫ首都圏ナビ」はすばらしい取り

組みで、記事の内容も充実している。番組で疑問に感じたことについてもよく理解

できた。しっかりと取材されているので、もう少し番組の時間を長くして、より丁

寧に伝えたほうがよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  埼玉県は全国に先駆けてこの問題に取り組んでいるが、手

探りで進めている部分も多いと聞いている。インタビュー時

間についての指摘は、今後の番組制作に生かしていきたい。

ヤングケアラーの生徒と学校の関係は難しい問題で、先生た

ちに理解を深めてもらうことが課題の一つになっている。そ

の意味でも、この問題が世の中に広く認知されることは重要

であると考えている。ヤングケアラーの問題を考えるうえで

は、まず先生たちへの研修が必要だと述べる専門家もいる。

引き続き取材を深め、丁寧に伝えていきたい。 
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○  日本ではまだあまりなじみのないヤングケアラーの問題を取り上げたことに意

義があると感じた。ＮＨＫが独自に行った調査結果についてデータを用いて分かり

やすく示しており説得力があった。また、当事者の声を紹介したことでこの問題の

深刻さをリアルに感じることができ、すばらしい番組構成だったと思う。当事者の

女性が語っていた「青春は戻ってこない」ということばに胸が締めつけられた。子

どもたちの成長や発達においては、友人とのつながりやさまざまなライフイベント

が重要な役割を果たすと考えている。介護などでこのような経験ができない若者を

救う意味でも、社会的な環境を整えることが重要だ。しっかりと問題提起をしてお

りとても興味深い内容だった。ホームページのコンテンツも充実しており参考にな

る。一方で、ヤングケアラーということばはまだあまり知られていないので、もう

少し丁寧にことばの定義を説明してもよかったのではないか。また、埼玉県以外の

都道府県の現状についても知りたいと感じた。高校生だけではなく小学生や中学生

に同様の調査をした場合、どのような結果が出るのかについても気になった。この

問題については引き続き多角的に伝えていってほしい。 

 

○  行政があまり把握していない問題について、ＮＨＫが独自の調査を行って情報を

発信する取り組みがすばらしいと感じた。メディアの力を示した企画だったと思う。

ヤングケアラーについては、当事者の子どもたち自身が、自分は誰かに助けを求め

てよい存在だということを認識していないことが大きな問題の一つだ。思春期の子

どもたちは家族の問題を恥ずかしいことだと思ってしまいがちで、それを解消する

ためには社会環境の整備が必要だ。その意味でも、みずからがヤングケアラーであ

ることに気づかないケースがあることや、介護などが理由で進路に影響が出ること

について、番組で取り上げたことを評価したい。「ＮＨＫ首都圏ナビ」ではヤング

ケアラーについて詳しく特集されており、今回の番組の内容も紹介されているのだ

が、「首都圏ネットワーク」の表記がないために、番組とどのようにリンクしてる

のかがよく分からなかった。ホームページの作り方や、デジタルとの連携について

はまだまだ改善の余地があると感じている。ＮＨＫは受信料制度によって成り立っ

ており、ＮＨＫの報道や番組がよりよい社会の実現に貢献することが重要であると

考えている。この問題については放送だけではなくデジタルサービスも活用して多

角的に伝え続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今後、番組とデジタルサービスの連携はますます大切な要

素になっていくと考えている。番組の情報や知りたいトピッ

クについて容易に検索できることが重要で、さまざまな工夫

をしながら改善を重ねている。番組での二次元コードの活用
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も同様のことを意識している。一方で、サービスや取り組み

が不十分な部分もあり、今後の課題だと考えている。番組や

ホームページで発信する情報を見た当事者たちからＮＨＫに

寄せられる声を再び伝えることで、世の中に認知や支援が広

がることが理想だと考えている。ヤングケアラーの問題を考

えるうえでは、教育分野との連携だけではなく福祉分野との

連携も重要で、このテーマについても取材を進めているとこ

ろだ。同じヤングケアラーでも困っている内容はそれぞれ異

なっているので、さまざまな具体的な事例を詳しく伝える取

り組みも行っていきたい。 

 

○  取材した内容をうまくまとめて短時間で紹介していた。ヤングケアラーの問題は

４月に入ってから厚生労働省と文部科学省の調査が公表されたが、さいたま局はそ

れに先駆けて情報を発信しており評価したい。調査結果にもあったように、埼玉県

は首都圏ということもありヤングケアラーの問題が深刻だ。2020 年３月に全国初

となる「埼玉県ケアラー支援条例」が成立したが、行政の動きは鈍く、現状は非営

利団体などを頼りにしているように思う。さいたま市の教育委員会でも市内の子ど

もたちに記名式のアンケートによる実態調査を始めることになったそうだが、ＮＨ

Ｋの報道がこのような動きのきっかけになったのではないか。「クローズアップ現

代＋」などではすでに取り上げられていたが、教師や親など子どもたちをサポート

する人たちの声など、引き続きさまざまな情報を全国に伝えていってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この問題については繰り返し伝えることが重要だと考えて

おり、取り組みを継続していきたい。当事者たちを不幸にせ

ず、問題解決の道筋をつくることが報道の役割だと考えてい

る。頂いた意見は現場ともしっかりと共有し、今後の番組制

作に役立てていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ヤングケアラーの問題については、さいたま局の若手記者

が継続して取材をしている。頂いた意見を踏まえて、引き続

きしっかりと取り組んでいきたい。 

 

○  ヤングケアラーということばを初めて知るとともに、この問題の深刻さがよく理

解できた。みずからをヤングケアラーであると認識していない人もいるということ
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に衝撃を受けた。理解してほしいと思う当事者側と、家庭のことなので踏み込めな

いという学校側の見解など、この問題が解消に向かうにはまだまだ時間がかかるだ

ろう。ＮＨＫが埼玉県内すべての高校に対してアンケート調査をし、番組で取り上

げたことでヤングケアラーの人たちへの関心が高まったことを評価したい。これか

らの日本を担う若者たちの未来がこの問題によって閉ざされてしまわないよう、こ

の問題については継続して伝えてほしい。この問題の深刻な現状を知ることができ

るとともに、深く考えさせられる意義深い番組だった。 

 

○  さいたま放送局のヤングケアラーに関する報道は、“声なきマイノリティー”に

着目して問題提起していることが公共放送として意義深いと感じており、以前から

注目していた。４月に放送された「ＮＨＫニュース おはよう日本」でのリポート

も見ており、この場でも意見を申し上げた。改めて今回の番組を視聴し、経験談の

募集はとてもよい企画であり、今後の報道に役立てほしいと感じた。ヤングケア

ラーについては「クローズアップ現代＋」などでも取り上げられ、視聴者の関心も

高まっている。神戸市では「子ども・若者ケアラー」を対象とした相談窓口を開設

したとのことで、社会的にも認識が深まってきたと感じている。これまでのＮＨＫ

の取り組みを評価したい。この問題については、背景にある根本的な原因について

さらに掘り下げて報じることを期待したい。また、身近な声を広く集めるとともに、

国内外の情報や専門家の意見なども含めて多角的に伝えてほしい。地域放送局とも

連携しながら、このような取り組みを続けてほしい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月１９日(水)の「新潟ニュース６１０」を見た。「にいがたＳＤＧｓ」の第２

回では、教育格差や貧困をテーマにしていた。地元の企業や大学生などのボラン

ティアの協力で、子どもたちが無料で授業を受けられる塾が開かれたという話題を

取り上げていた。貧困の現場で問題意識を持った人が、行政の職員を巻き込んでさ

まざまな支援をするという意義のある取り組みを紹介しておりすばらしい企画

だった。 

 

○  ５月２８日(金)の金よう夜きらっと新潟「里山 いのち輝いて」を見た。十日町

市の里山の風景を、これまでに見たことのないような美しい映像で描いており、そ

の迫力に圧倒されるとともに感動した。番組ではカメラマンが撮影の裏話などを

語っており、とても興味深かった。一方で、番組全体としてテロップに統一感がな
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く気になった。美しい風景を描いた番組であるので、テロップなど細部にも気を

配ってほしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  十日町市の里山の風景については「ＮＨＫスペシャル」用

にこれまで長期間にわたって撮影を続けてきた。今回はその

映像の一部を再編集し地域向け番組として制作した。頂いた

指摘については現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生

かしていきたい。 

 

○  ６月１１日(金)のヤマナシ・クエスト「“極めたい思い”に未来のヒント！」を

見た。持続可能な社会の実現を見据えた山梨県内の企業の動きや、そこで働く従業

員たちの思いを丁寧に伝えていた。３つの企業の取り組みが紹介されていたが、盛

りだくさんの内容で興味深かった。ＳＤＧｓについて明確に説明していたことがと

てもよかった。ナレーションは山梨県出身の声優である高森奈津美さんで、さまざ

まな世代が関心を持ったのではないか。古民家をリノベーションして宿泊施設にす

る取り組みなど、若い世代のアイデアが地域活性化につながっていることがよく分

かり、見応えがあった。一方で、専門家が企業の取り組みとＳＤＧｓの関連につい

て解説していたが、そのタイミングが番組構成上あまり適切ではないように感じた。

また、古民家のリノベーションの話題では、リノベーションが行われた過程を映像

で紹介したほうがよかったと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＳＤＧｓについて山梨県の視聴者により身近に感じてもら

い、県内の具体的な事例から理解を深めていただくことを意

識した番組だ。ＳＤＧｓなどの大きなテーマについても、地

域の話題と関連付けながら分かりやすく伝える取り組みを今

後も継続していきたい。 

 

○  ６月１１日(金)の茨城スペシャル「ザ・穴場ツアー ＣＡＴＶネットワーク“古

河特別編”」を見た。ＢＳで放送された番組を茨城県向けに再編集したものだった。

ＢＳなどですでに放送した番組を再利用し、しっかりと再編集を施したうえで地域

向けに放送することは視聴者サービスとして意義がある。コロナ禍で新作を制作す

ることが難しいなか、良質なコンテンツは手を加えてさまざまな放送波で伝えてよ

いと考えている。この番組に限らず、今後もこのような取り組みを続けてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  ご指摘の番組は東京の本部が制作したものを再編集して茨

城県向けに放送したものだ。茨城県の食や名所を扱った番組

は数多くあるので、県内の視聴者に喜んでいただけるような

取り組みを続けていきたい。 

 

○  ５月２２日(土)のブラタモリ「館山～房総リゾート・館山はどうできた？～」を

見た。房総半島の地形の成り立ちについて解説するなど、タモリさんの博識ぶりに

感心した。番組のテンポもよく、地形についてのイラストや専門家の解説も分かり

やすくすばらしかった。地域の人たちにとっても新しい知見を得ることができる番

組だったのではないか。 

 

○  ５月２８日(金)の「ニュースウオッチ９」を見た。新型コロナウイルスに関連し

た報道について、政府の新型コロナウイルス感染症対策分科会の尾身茂会長とお笑

い芸人のりんたろー。さんの対談が印象に残った。政府と分科会の距離感や、世代

によって大きく価値観が異なることが対談を通してよく伝わってきた。ＳＮＳなど

でも大きな話題になっており、ＮＨＫならではのインパクトのある報道だった。 

 

○  ６月６日(日)の「どーも、ＮＨＫ」を見た。「あなたの街のＮＨＫ」というコー

ナーで、千葉放送局の取り組みが紹介されていた。「花の放送局」をコンセプトに、

敷地に大きな花壇を造ったことで地域の人たちとの交流が生まれているとのこと

だった。明るい地域の形成にも貢献する取り組みであり、このような地道な活動を

評価したい。ＮＨＫを身近に感じることができる、とてもよい企画だった。 

 

（ＮＨＫ側） 意見を頂いた花壇の取り組みは千葉局の職員が一丸となっ

て始めたものだが、開始当初からボランティアの方々にも維

持管理に協力いただき美しい状態を保つことができている。

花壇をきっかけにして地域の人たちと交流を持つことで、千

葉局が発信するさまざまな情報を頼りにしていただけるので

はないかと考えている。今後も地域に密着した取り組みを継

続していきたい。 

 

○  ６月７日(月)の逆転人生「日帰り登山のはずが…地獄のサバイバル１４日間」を

見た。舞台となった埼玉県の両神山は滑落や遭難事故が数多く発生している山だ。

2010 年の夏に遭難し、何日も山で過ごしたという男性に焦点を当てており、取材

力の高さがうかがえる力作だった。とても驚かされる内容で、山登りをする人には
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特に参考になったのではないか。 

 

○  ６月１４日(月)の逆転人生「緊張で負け続けたバーテンダー 無冠から世界一へ

の大逆転！」を見た。バーテンダーの世界大会で優勝した金子道人さんのエピソー

ドを取り上げていた。人は何かのきっかけによって急に才能が開花する可能性があ

ることが、分かりやすく表現されていた。自分には特技がないと感じていた金子

さんが、あるバーで飲んだお酒の味に衝撃を受けたことをきっかけにバーテンダー

の世界に足を踏み入れたことが紹介されていた。大会で緊張しないために、自分の

課題を事前に書き出しておくという金子さんの対処法はとても参考になるもので、

あらゆる分野に共通するものだと感じられて興味深かった。「逆転人生」はさまざ

まな示唆を与えてくれるとても良質な番組なので、引き続き期待している。 

 

○  ６月１４日(月)のうまいッ！「ＳＤＧｓスペシャル（１） もったいない！を活

用」を見た。「うまいッ！」は味や品質にこだわった食材をテーマにすることが多

い番組だが、今回は食品ロスについて取り上げていた。ふだんと異なり、ＳＤＧｓ

という大きなテーマを正面から扱ったことを高く評価したい。食品ロスを防ぐため

の取り組みも興味深く、意義のある番組だった。 

 

○  連続テレビ小説「おかえりモネ」を見ている。東日本大震災から１０年が経過し

たが、震災に関連したテーマを明るく扱っており、練られたセリフがすばらしい。

このドラマが励みになっているという地域の人たちの声を数多く聞いている。東日

本大震災を中高生のときに経験した子どもたちの多くが、当時の心情を思い出しな

がらこのドラマを見ている。当時、同じ被災者でありながら、メディアに取り上げ

られるような子どもたちと比較して自分にはそこまでの強さや思いが無いのでは

ないかと感じてしまう子どもたちが多くいたが、モネと妹の描き方がまさにその対

比になっており、多くの人を励ましていると思う。また、若い世代だけではなく年

配の方々も楽しんで見られる内容で、東日本大震災を風化させないという意思が感

じられるＮＨＫならではの取り組みを評価したい。 

 

○  ６月１１日(金)に再放送された「デザインあ」を見た。「デザインあ」は独特な

音楽とテンポが絶妙な番組だ。視覚的な情報も豊富で毎回新たな発見があり興味深

い。幼い子どもさえも飽きさせない番組構成もすばらしい。今回は「ちょっとなな

め」と「そなえる」ということばから連想されるデザインについて、音楽と映像で

表現していた。日常生活の中で見逃してしまうようなさまざまな気づきを、子ども

だけではなく大人にも与えてくれる。頭を柔らかくしてくれる内容で、子どもたち

の成長にも寄与していると感じている。今後もすばらしいコンテンツを提供し続け
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てほしい。 

 

○  ６月１６日(水)のハートネットＴＶ「バリフリ・タウン～認知症バリアフリーの

まち～（２）レッツ！外出」を見た。認知症の人たちが過ごしやすいまちづくりを

目指す取り組みを紹介していた。神奈川県鎌倉市の話題では散歩をテーマにしてい

た。認知症の人が家族とともに公園を散策するイベントでは、参加者よりも多い人

数のスタッフが見守っていた。認知症の人の家族にとっては、外出すること自体が

大変なものだが、大勢のスタッフが見守ってくれるという安心感から認知症の人と

家族のどちらもリラックスできることがよく伝わってきた。岩手県滝沢市の話題で

はショッピングをテーマにしていた。地域のショッピングセンターと連携した「ス

ローショッピング」という取り組みが行われており、地域ならではの工夫がすばら

しいと感じた。参加者からのフィードバックを次に生かそうとする姿勢に感心した。

本人の意思を尊重して手を差し伸べすぎないことは、あらゆる世代の認知症の人た

ちと接するうえで重要な考え方だと感じた。今後もさまざまな地域の取り組みを紹

介していってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は東京の本部が制作しているものだが、神奈川県

が舞台となっているものが数多くあるので、横浜放送局でも

ホームページやチラシなどさまざまな手段を活用して広く周

知していきたい。 

 

○  ６月１１日(金)の「探検！博物館ワンダーランド」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)

を見た。取り上げられていた博物館はいずれも特徴があり、番組タイトルのとおり、

博物館がワンダーランドであることをしっかりと示していた。ナビゲーターで作家

の荒俣宏さんや俳優の福地桃子さんの個性がうまく生かされており、博物館の貴重

な資料を引き立てていた。一方で、出演者の女性が寄生虫の博物館でやや騒ぎすぎ

ており気になった。また博物館は展示だけではなくバックヤードにこそ本当のおも

しろさが隠されているので、このような番組をぜひシリーズ化してほしい。 

 

○  「将棋フォーカス」を毎週見ている。５月３０日(日)に放送された「初心者必見！

対局マナー」のナレーションの一部に、一般の将棋に関するウェブサイトで使用さ

れていた説明文が、ほぼそのままの形で複数箇所にわたり使用されていたことが、

ＳＮＳ上で話題となっていた。ウェブサイトの制作者からの指摘を受けてＮＨＫは

速やかに番組のホームページにお詫びコメントを掲載していたが、翌週の番組内で

はこの件について触れられていなかった。何か問題が起こったときにどのように対
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処するかということは、視聴者の信頼を維持するために最も大切なことだろう。

ホームページにお詫びを掲載することは重要なことだが、視聴者サービスを妨げな

い範囲で、番組内でお詫びをしたほうが信頼を維持できるのではないか。適切なお

詫びのあり方や対処などについて、しっかりと考え続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  放送の内容に誤りがあったことが判明したときはできるだ

け速やかに訂正することとしている。今回は関係部局で協議

して対応した。 

 

○  ＮＨＫ放送文化研究所が国民生活時間調査の結果を発表していた。調査によると、

平日に１５分以上テレビを見た人は１０代から２０代の若い世代で大きく減少し

ているとのことだ。中でも１０代の女性は睡眠を優先して朝の時間帯にテレビを見

ない傾向があるという。また、夜もインターネットの利用などでテレビ視聴の時間

が広い世代で減少している。このような傾向に対して、番組制作や番組編成におけ

る戦略や方策はあるのだろうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  国民生活時間調査は番組編成を考えるうえで、基礎となる

調査の一つだ。人々の在宅時間や生活様式が年々変わる中で

変化に対応し、視聴者により番組を届けられるような時刻表

を設計することが重要だ。ここ数年、子どもたちの在宅時間

にも変化が見られ、夕方よりもやや遅い時間から在宅率が高

まることが分かった。Ｅテレでは子ども向け番組の放送時間

を一部変更するなど、さまざまな検討や取り組みをしている。

また、以前と比較してテレビが見られなくなってきているが、

関心のある番組が放送されていること自体に視聴者が気づい

ていないケースもあり、広報的な努力も必要だと考えている。

今後も世の中の動きや変化を敏感に捉えて、よりよい視聴者

サービスを提供していきたい。 

 

○  ５月２４日(月)のほっとぐんま６３０「県境稜線トレイル（１）～残雪の破風岳・

土鍋山～」と６月７日(月)の「県境稜線トレイル（２）～火山群を歩き赤石山へ～」

を見た。群馬県内の山の魅力を伝える「ぐんまの山」というコーナーで、「県境稜

線トレイル」というシリーズが放送されている。群馬県と長野県・新潟県の県境に

ある国内最長の稜線トレイルに焦点を当てている。ふだん見ることのできない角度
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からドローンで撮影されたダイナミックな風景が圧巻だった。群馬県の山の風景に

癒やされた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  前橋放送局では、国内最長の稜線トレイルについてシリー

ズで特集している。５月から１０月にかけての放送を予定し

ており、さまざまな視聴者に関心を持って見ていただける内

容にしたいと考えている。初回の放送については、県内の視

聴者からも好評の声が届いており、ホームページにも一部動

画を掲載している。視聴者の期待に応えられるよう引き続き

しっかりと取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年５月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１４日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０２０年度関東甲信越地方放送番組の種別ごとの放送時間」に

ついて報告があった。続いて、水戸放送局の取り組みと今後の予定について報告した。

その後、キタカン＋「グルメ ｄｅ キャンプ ｉｎ 北関東」について説明があり、

放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、６月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      奥山千鶴子（ＮＰＯ法人びーのびーの理事長） 

   副委員長  小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   委 員      泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（株式会社野沢温泉代表取締役社長） 

斉藤とも子（俳優／社会福祉士・介護福祉士） 

杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

杉山 正司（元埼玉県立文書館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜キタカン＋「グルメ ｄｅ キャンプ ｉｎ 北関東」 

（総合 ４月２３日(金)放送）＜茨城県域・群馬県域・栃木県域＞について＞ 

 

○  水戸、前橋、宇都宮の各放送局が連携した新しい取り組みで好感を持った。３局

のインターローカル番組で制作には苦労も多かったと思う。それぞれの地域をバ

ランスよく取り上げていたが、もう少し差をつけてもよかったのではないか。北関

東３県の魅力が認知されていないという導入が興味深かった。番組前半で各県の食

材を紹介していたが、情報量が豊富で見応えがあった。地域ならではの食材を守り

続ける人たちの思いや、食文化の歴史を紹介したこともすばらしかった。番組後半
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でキャンプをする場面があったが、コロナ禍にあることを感じさせ時宜を得ていた。

一方で、アウトドアならではの楽しみ方やキャンプで役立つ情報があまり伝わって

こなかったのが残念だった。また、食材の調理方法については出演者たち自身で考

えてほしかった。イノブタなどはキャンプならではの味わい方ができる食材だと思

うので、炭で焼くなどのこだわりがほしかった。誰でも簡単にキャンプができる時

代であり、キャンプ場でのマナーなども問題になっているので、“持続可能なキャン

プ”に資するような情報があるとなおよかった。また、今回は出演者が女性ばかり

だったので、男性が加わるとさらによかったのではないか。 

 

○  北関東の３局が連携して地域の魅力を発信する取り組みがすばらしかった。「キ

タカン＋」という番組タイトルも前向きな印象でとてもよい。農畜産物の生産者を

訪ねて地域の食材を紹介するなど、丁寧に取材されていた。食材に関する歴史など

も紹介されていたが、食材への興味が高まるのでとてもよい。地域の食材を使用し

たレシピの紹介では、２次元コードを示してホームページに誘導しておりよい取り

組みだと感じた。キャンプ場の情報についても掲載があるとなおよかったのではな

いか。音楽にもこだわりが感じられ、飽きない番組構成がすばらしかった。今後も

北関東３県を盛り上げるような番組を期待したい。一方で、出演者は女性ばかりで

男女のバランスが気になった。 

 

○  屋外で楽しめるキャンプはコロナ禍においてとても人気が出ている。時宜を得た

番組で興味深かった。北関東は魅力にあふれており、全国に誇れる食材も数多くあ

る。今回の番組はすばらしい内容だった。栃木県では、サメが伝統的に食材として

使われていることが紹介されるなど、食文化の歴史がとても興味深かった。一方で、

料理をする場面についてだが、キャンプにおける火の扱い方や火加減の調整はとて

も難しいので、注意点なども紹介してほしかった。キャンプではさまざまなアクシ

デントが起こるが、それも大きな楽しみの１つであり、失敗するシーンなどがあっ

てもよかったのではないか。北関東の３局が連携して番組を制作した取り組みがす

ばらしく、各県の魅力がよく伝わってきた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  出演者の指摘など、頂いた意見は今後の番組制作に生かし

ていきたい。今回は食材を生かした料理の場面を中心に取り

上げたが、アウトドアの楽しみ方についてももう少し触れて

もよかったかもしれない。 

 

○  ３局が連携して１つの番組を作るという取り組みがとてもよいと感じた。北関東
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３県の魅力度が低いという紹介から番組が始まったものの、終始明るい雰囲気の番

組でとてもよかった。それぞれの食材についての歴史なども詳しく紹介されており、

とても興味深かった。イノブタの気性が一般的なブタに比べて荒いことなど、さま

ざまな知見を得ることができた。各県の食材が紹介されていたが、全国的にあまり

知られていない食材が取り上げられていたこともよかった。一方で、新型コロナウ

イルスの感染対策が徹底されていたことはよいのだが、出演者は常にマスクを着け

ていた。マスクをしていると表情が隠れてしまうので、出演者を紹介するシーンだ

けはマスクを外してほしかった。また、キャンプで料理を作る場面では地域ごとに

エプロンの色を分けていた。それはよかったのだが、どの色がどの県なのかが分か

りづらかったのでもう少し工夫してほしかった。今後も「キタカン＋」で地域を盛

り上げていってほしい。 

 

○  各地域の食材について、品種改良などさまざまな努力や取り組みがなされている

ことがよく伝わってきた。北関東３県の食文化は、それぞれが深く関わり合いなが

ら発展してきたことを史実も交えて分かりやすく伝えており、意義深い内容だった。

一方で、キャンプの利点があまり生かされない食材が多く取り上げられており、

キャンプをテーマにする必要性をあまり感じなかった。食材の魅力に特化した番組

にしてもよかったのではないか。北関東の３局が連携して制作する「キタカン＋」

が地域の魅力を発信し続けることで、地域放送局の公共メディアとしての存在意義

が高まると思う。県というくくりではなく、北関東３県をまとめた形で情報発信す

るというのは興味深い取り組みで、新たな可能性を感じた。 

 

○  北関東の３局が連携して制作する最初の番組としては申し分のない内容だった。

食材をテーマにしたことも親しみやすくてよかった。各県の食材のルーツが実は他

県にあるという紹介があったが、交流や交易についての新たな知見も得ることがで

きた。群馬県の名産であるこんにゃくが、実は茨城県にルーツがあることは意外

だった。また、茨城県で水揚げされたサメが栃木県で食されていることも初めて

知った。一方で、技術が未発達であった時代にアンモニア臭の強いサメをどのよう

に輸送していたのかなどについて、もう少し掘り下げて伝えてほしかった。また、

画面の右上に番組タイトルのテロップが長い時間表示されており気になった。今後

も「キタカン＋」でさまざまなテーマを取り上げ、地域の人たちを楽しませてほし

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

  エプロンの色分けについての指摘など、頂いた意見は今後

の番組制作に生かしていきたい。出演者のマスクを外すこと
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についてだが、出演者の表情によって伝わる情報は少なくな

いと考えている。新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底

したうえで、その時の状況を踏まえて適切に判断していきた

い。 

 

○  北関東３県の魅力度が低いというマイナスの要素を伝えたうえで、プラスのイ

メージに転換していく内容で、番組構成がとてもよかった。食材をテーマにしたこ

とも北関東の特色や魅力が伝わりやすくよかったと思う。ニワトリが一夫多妻であ

ることがアニメーションを用いて分かりやすく説明されるなど、丁寧な番組作りが

すばらしかった。こんにゃく芋を乾燥させて粉にするという中島藤右衛門さんの工

夫により、からっ風が吹く群馬県でこんにゃく作りが広まったことなど、地域の特

性が北関東の食文化に大きく影響していることを分かりやすく伝えていた。ソー

シャルディスタンスの確保や、食事中は会話をしないなど、新型コロナウイルスの

感染対策が徹底されていたこともよかった。一方で、関東の地図を色分けし、取り

上げる県をオレンジ色で示すなど工夫していたことはよいのだが、北関東３県をま

とめて取り上げる際の３県をオレンジ色で示した映像があまりに短かかったので、

もう少し長くしたほうが親切だったと思う。また、栃木県で２０年以上農家を続け

ているという方が紹介されたが、農業を長年続けることは一般的であり、その紹介

のしかたにやや違和感を覚えた。番組の本質とは関係のないところが気にならない

よう配慮してほしい。午後６時台に放送されている地域向けのニュース情報番組の

中で、今回の番組の一部が再利用されていた。良質な内容を繰り返し伝え、視聴者

が触れる機会を増やすことはすばらしい取り組みだと思う。 

 

○  「キタカン＋」で取り上げるテーマはさまざまなものが考えられるが、今回は食

材に焦点を当てておりよかったと思う。出演していた各局のアナウンサーやキャス

ターが楽しんでいる様子が伝わってきて好感を持った。食材の生産者が出演して、

こだわりのポイントなどを語っていたこともよい。このような地域の魅力をしっか

りと伝えることで、ＮＨＫと地域の人たちの間によい関係が生まれると感じた。初

めて知る食文化の歴史も紹介されており興味深かった。栃木県の食材でかき菜を取

り上げたこともよく、品種改良が進んでいることに驚かされた。北関東３県の魅力

度が低いというやや自虐的な導入で番組が始まったことも工夫が感じられた。ただ、

キャンプ地の場所がどこであったのかを知りたかった。北関東３県には生産量や出

荷量が日本一の農産物が数多くある。「北関東は食の宝庫です」という説明があっ

たが、その際に具体的な農産物を映像で紹介するとより視聴者に訴求したのではな

いか。初回の放送として滑り出しは上々の番組だったと思う。今後も北関東の魅力

を再発見する番組を期待したい。「キタカン＋」は地域向けの番組であるので、地
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域の人々が「誰かに話したくなるような」内容を取り上げるとともに、この番組の

認知度を高めていってほしい。 

 

○  北関東３県の食材をテーマにした番組で、初めて知ることも多かった。食文化の

歴史もしっかりと取り上げられており、良質な情報番組だったと思う。担当する県

ごとに出演者のエプロンの色を分けるなど、視覚的に分かりやすくする工夫も感じ

られた。一方で、各県の色をどのように決めたのかが気になった。伝統食材を取り

上げるパートで、栃木県のかき菜が紹介されていた。品種改良されてきたとのこと

だが、どの程度の品種があるのかなどもう少し詳しく伝えてほしかった。肩ひじを

張らずに楽しみながら見ることができる番組でとてもよかった。キャンプ場の紹介

がなく気になったが、新型コロナウイルスの感染拡大で外出自粛が求められている

こともあり、配慮したのだろうと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地域の視聴者が誰かに話したくなるような番組作りを引き

続き心がけていきたい。今回頂いた意見は今後の番組制作に

生かしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「キタカン＋」は北関東３局が連携して制作するこれまで

にないインターローカルの番組だ。新しい取り組みであり、

視聴者からも注目されていたように思う。今回が初回という

こともあり、北関東３県の関わりや一体感が伝わるような番

組にしたいと考えた。また、コロナ禍であることも十分に考

慮した。出演者自身でレシピを考えたほうが、３局が協力し

て取り組む番組のコンセプトがより伝わり番組が盛り上がっ

たかもしれない。マスクについての指摘は今後の番組制作に

生かしていきたい。今後も北関東の３局が協力しながら、視

聴者に満足いただける番組を制作していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ４月１６日(金)のとちスペ「ワンダフル・バーバー～１０４歳の聖火ランナー～」

を見た。104 歳で現役の理容師（バーバー）でもある箱石シツイさんを取り上げた

番組だった。高齢でありながら聖火リレーを走るという話題性を意識した番組なの
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かと思っていたが、実際は箱石さんに３年間密着した内容ですばらしかった。大正

から令和までを生きてきた箱石さんの人生や、聖火ランナーとしての思いが伝わっ

てくる、温かみの感じられる番組だった。104 歳になりながらも現役で仕事を続け

る箱石さんの人生哲学を学ぶことができた。箱石さんが語っていた「走る姿で見る

人を勇気づけたい」ということばには重みがあった。コロナ禍におけるオリンピッ

ク開催の是非について言及があったわけではないが、オリンピックの意義について

も考えさせられるような内容でとてもよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  宇都宮局のカメラマンが箱石さんに３年間密着して取材を

重ねてきたことが今回の番組につながった。これまでも「と

ちぎ６３０」で企画を放送するなど、箱石さんについて継続

して伝えてきた。高齢の聖火ランナーということだけではな

く、箱石さんの生き方を伝えたいと考えて番組を制作した。 

 

○  ５月７日(金)のとちスペ「栃木の魅力？ あるんだな、それが！」を見た。１月

に放送された「ザ・ディレクソンｉｎ栃木」の続編にあたる番組だが、１月の放送

を見ていない人にも配慮された構成になっていた。「ザ・ディレクソン」の最後に

後日談として、メンバーどうしの取り組みが相乗効果を発揮し、その成果がビジネ

スにもつながりそうだということを簡単に伝えていた。こうした後日談について

もっと知りたいと思ったし、「ザ・ディレクソン」は、地域の様々な魅力の相乗効

果をもっと前面に出してもよいのではないか。地域の放送局が番組に出演した人た

ちとのつながりを持ち続け、その後の取材を深めて新たな番組につなげることも、

公共メディアとしての重要な役割だと考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ザ・ディレクソン」で得た出演者とのつながりは、今回

のように「とちスペ」の制作などに生かしている。このほか、

５月末に放送する予定の「夕暮れとちのき堂」でも「ザ・ディ

レクソン」に関わった人たちをゲストに迎え、話を聞く予定

だ。頂いた意見は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に

生かしていきたい。 

 

○  ４月２１日(水)の「新潟ニュース６１０」を見た。「にいがたＳＤＧｓ」という

新しい企画が始まった。地域の中でＳＤＧｓと言われてもすぐにイメージの湧かな

い人も多いのではないか。視聴者が学びを深めることができる意味で興味深い企画
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だと思う。初回ということでＳＤＧｓということばの意味から解説しており、とて

も丁寧でよかった。今回は、通常廃棄されてしまう米を利用したバイオマスプラス

チックについて紹介していた。このプラスチックからできている製品を購入した人

が「普通のプラスチックより罪悪感がない気がする」とインタビューに答える

シーンがあった。一般的なプラスチックとの比較や環境への負荷などを掘り下げず

に、環境に優しい感じがするという感想を伝えることはＳＤＧｓの報道としては情

報が不足しているのではないか。ＳＤＧｓについてはより多角的に取材をし、視聴

者が環境への負荷について考えたり、判断したりできるような情報をしっかりと伝

えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） ＳＤＧｓに対する世の中の関心は高まっていると考えてい

る。頂いた意見を踏まえ、引き続き情報発信に努めていきた

い。 

 

○  ５月７日(金)の知るしん 信州を知るテレビ「報道写真家・石川文洋～震災１０

年“生きる”を撮る～」を見た。石川さんはベトナム戦争を現地で取材したほか、

東日本大震災の取材も続けている。石川さんがベトナム戦争や東日本大震災に報道

写真家としてどのように向き合ったのかがよく伝わってきた。番組の構成がすばら

しく、石川さんの仕事に対する考え方や平和への思いがよく理解できた。子どもの

時に「原子力明るい未来のエネルギー」という標語がコンクールで入賞した男性の

話からは、当時の国策や時代背景などさまざまなことを想起した。石川さんが過去

を回想しながら取材を続ける様子から、ベトナム戦争の悲惨さや今なお難しい課題

が山積する東日本大震災について深く考えさせられた。石川さんがベトナムで撮影

した少女の写真からは、報道写真家が大変な仕事であることを実感した。「人間の

心を自分は写す」という石川さんのことばが印象に残った。石川さんの報道に対す

る考え方やこれまでの経験がよく分かる、示唆に富んだすばらしい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の番組ではディレクターが取材のほか撮影も行うなど、

意欲的に取り組んだ。頂いた意見は現場に伝えて励みにする

とともに、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ４月１８日(日)の小さな旅「大都会の森で～東京港区白金台～」を見た。都心に

も豊かな自然が残されていることに驚かされた。舞台となった国立科学博物館附属

自然教育園の歴史や関わりのある人たちについて丁寧に紹介されていた。カメラ

ワークもすばらしく引き込まれた。長年カワセミの観察を続けている研究員の話が
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とても興味深かった。落ち着いたナレーションも番組の雰囲気と合っておりとても

よかった。「小さな旅」はすばらしい番組なので、今後も継続していってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の「小さな旅」では、港区白金台にある自然教育園に

焦点を当てた。若いディレクターが取材をする中で、カワセ

ミのエピソードを伝えることができた。コロナ禍でロケが難

しいこともあるが、しっかりと感染対策をしたうえで状況を

見極めながら番組を制作していきたい。 

 

○  ５月１１日(火)の「ＮＨＫニュース おはよう日本（関東甲信越）」を見た。「モー

リー・ロバートソンが見た渋沢栄一」というコーナーで、ＮＨＫ大河ドラマ特別展

「青天を衝け～渋沢栄一のまなざし～」が取り上げられていた。この展覧会は５月

１６日（日）までなので、もう少し早い時期に放送すべきだったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた意見は受け止めさせていただく。放送するタイミン

グ、企画の位置づけなどをしっかりと考慮したうえでライン

アップを決めていきたい。 

 

○  ５月７日(金)の首都圏情報ネタドリ！「離婚による“親子の別れ” 子どもたち

の思いは…」を見た。子どもたちの視点で、両親の離婚について取り上げていた。

子どもたちにとっては両親が離婚したとしても親であることに変わりはなく、面会

交流などの支援に取り組む自治体の動きなどが紹介されていた。とてもよい番組

だった。 

 

○  ４月１７日(土)の【ストーリーズ】ノーナレ「雪に踊る男たち ▽新潟・豪雪地

帯を生きる」を見た。「ノーナレ」はナレーションがなく、出演者と音楽と映像で

構成される番組だ。出演者の話を直接聞いているような臨場感があり、良質な番組

だと思う。今回は新潟県十日町市の除雪に関わる３人の男性が紹介されていた。音

楽にもこだわりが感じられ、豪雪に向き合う人たちの熱い思いがしっかりと表現さ

れていた。雪への対応に関わる人たちの仕事ぶりや葛藤がよく伝わってきた。それ

ぞれの率直な思いをうまく拾い上げていたと思う。雪に対する強い愛や、地域への

思いが伝わってくる内容で、味わい深い番組だった。 

 

○  ４月２０日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「笑顔をうつす ひとしずく
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～ワイン醸造家・斎藤まゆ～」を見た。山梨県のワイン醸造家である斎藤さんにつ

いて特集されていた。ワイン造りに向き合う斎藤さんの考え方がよく理解できた。

また、国際線のファーストクラスで提供されるほど上質なワインを製造するワイナ

リーの裏側を知ることができた。山梨県のワインの魅力がしっかりと伝わってくる

よい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ３月から４月にかけて、甲府放送局は「８Ｋニッポン 大

地とぶどうと造り手と 極上“山梨”ワイン」と「プロフェッ

ショナル 仕事の流儀」の２つの番組でワインの醸造家に焦

点を当てた。４人の醸造家を取り上げたが、それぞれの違い

や共通点についてしっかりと伝えることを心がけた。ワイン

造りにも個性や多様性があることを伝えることができたと思

う。今後も地域のさまざまな魅力を幅広く発信していきたい。 

 

○  ４月２９日(木)のあの日 あのとき あの番組「古賀稔彦さんがのこしたもの」

(総合 後 1:50～3:00)を見た。３月に亡くなられた古賀さんを追悼する内容で、2000

年に放送されたドキュメントにっぽん「三四郎の雪辱～金メダリスト古賀稔彦の闘

い～」を紹介する番組だった。さまざまな困難がありながらもあきらめずに努力を

続けた古賀さんの姿がすばらしく、本当に惜しい人を亡くしたと感じた。森田美由

紀アナウンサーの進行も落ち着きがありすばらしかった。古賀さんとともに切磋琢

磨してきた柔道家の山口香さんや野村忠宏さんの話はとても興味深かった。 

 

○  ５月９日(日)のＮＨＫスペシャル「被曝（ばく）の森２０２１ 変わりゆく大地」

を見た。すばらしい内容で、頭が下がる思いだった。ＮＨＫスペシャルはとても良

質な番組であり、今後も続けていってほしい。また、「ノーナレ」はナレーション

のない番組だが、さまざまな要素を削ぎ落としているからこそ、視聴者が自分で考

える力を養える番組だと感じている。今後も視聴者の感性を育むような番組を期待

している。このほか、「ＮＨＫ映像ファイル あの人に会いたい」は亡くなられた

著名人について映像で紹介し、意外な一面もうまく織り込んで伝えている。人が生

きるうえでの哀切やユーモアが伝わってくるほか、取り上げられる人が生きた時代

背景もよく分かる。良質な番組なので、今後も続けていってほしい。「目撃！にっ

ぽん」は地域放送局が制作していることも多く、若いディレクターの成長や取材相

手との信頼関係が感じられる番組だ。しっかりと視聴者の目線に立っているので応

援している。 

 



10 

（ＮＨＫ側） 

  「あの日 あのとき あの番組」や「ＮＨＫ映像ファイル 

あの人に会いたい」はＮＨＫがこれまで放送してきた映像資

産を生かした番組だ。多くの映像資産を持つことはＮＨＫの

強みでもあり、今後もしっかりと活用していきたいと考えて

いる。著名な方がお亡くなりになった際には、過去の映像資

産を用いて追悼番組を放送するなど、視聴者の関心に応える

編成を行っている。 

 

○  ５月１日(土)の【ストーリーズ】事件の涙「たどりついたバス停で～ある女性ホー

ムレスの死～」を見た。都心のバス停でホームレスの女性が近所の男に襲われて亡

くなった事件とその背景に迫っていた。近くに住んでいた弟を頼ることができな

かった複雑な思いや、出身地の広島県から夢を持って上京してきた当時の様子など、

被害者の女性の人生を丁寧にたどった迫真のドキュメンタリーだった。衝撃的な内

容だったが、コロナ禍での失業など現代社会のさまざまな問題を浮き彫りにしてお

り、考えさせられた。コロナ禍で生じる悲劇が身近あることをしっかりと伝える意

義深い番組だった。 

 

○  ５月４日(火)の最後の講義「社会学者 上野千鶴子」(総合 前 5:10～5:40)を見

た。「最後の講義」は人生最後ならば何を語り残すかということをテーマにした番

組だ。上野さんは数々のベストセラーを執筆しており、東京大学での入学式の祝辞

も話題になった方だ。上野さんの語り口がとてもすばらしかった。現代に比べて女

性が自立することが難しかった時代を生き、さまざまな女性の問題に取り組んでき

た経験がよく伝わってきた。たとえ話も具体的で分かりやすく、内容も興味深かっ

た。講義を受ける男性がうなずきながら聞いているシーンが印象に残った。上野

さんは今後の日本の展望についても語っており、多くの人に見てもらいたい番組だ

と感じた。 

 

○  ５月１３日(木)のクローズアップ現代＋「【ヤングケアラー】大人がいますべき

こと・具体策」を見た。ヤングケアラーの問題については強い関心を持っているが、

取材の尽くされたとてもよい番組だった。この問題については今後も継続して伝え

ていってほしい。 

 

○  ５月１３日(木)のクローズアップ現代＋「【ヤングケアラー】大人がいますべき

こと・具体策」を見た。さまざまな具体例が紹介されていた。かつてヤングケアラー

であった人の話や、神戸市の取り組みのほか、イギリスでの事例も取り上げられて
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いた。視聴者の理解を深めるだけではなく、支援の充実など行政が取り組むきっか

けになるとよいと思う。 

 

○  連続テレビ小説「おちょやん」を見ていた。戦後の厳しい状況の中、さまざまな

家族の形や人生の悲喜こもごもを描いたドラマだった。最終回は温かみが感じられ

る内容でとてもよかったと思う。「ドラマ１０」や「土曜ドラマ」など、さまざま

なジャンルの良質なドラマを作り続けていることがＮＨＫのよさだと感じている。 

 

○  「みみより！くらし解説」を見ている。さまざまなテーマについて分かりやすく

まとめて伝えておりとてもよい。キャスターの岩渕梢さんがニュースのポイントに

ついて解説者に質問をする形式の番組で、ニュースを見ただけでは捉え方が難しい

問題について理解が深まる。５月７日(金)の「スエズ運河座礁 背景とくらしへの

影響は」では、スエズ運河でのコンテナ船座礁事故の原因について掘り下げており、

納得感があった。 

 

○  ４月１７日(土)のすくすく子育て「メンタルクライシス（１）～はじめて親にな

るとき～」と２４日(土)の「メンタルクライシス（２）～子育て状況が変わるとき

～」を見た。赤ちゃんが生まれたばかりの家庭では、コロナ禍によってこれまで以

上に緊張感を持って子育てをしている。初めて親になったときは子育てに不慣れな

こともあり、自身の精神面まで気が回らないことが多い。親たちのメンタルケアに

ついて、精神科医などの専門家が具体的な方策を示しており、とてもよい番組だっ

た。 

 

○  「将棋フォーカス」を見ている。新年度からオープニングのＣＧと音楽が一新さ

れたほか、番組のキャラクターも登場するなど、さまざまな改良が加えられている。

番組構成もこれまでと異なっているが、より親しみやすくなったと感じている。３

０分間飽きずに見ることができる工夫が施されておりとてもよい。このような長寿

番組の演出を変えることは勇気がいることだと思うが、すばらしい改善がなされて

おり評価したい。 

 

○  ４月２２日(木)のヒューマニエンス ４０億年のたくらみ「“出産”ヒトは難産

を選んだ」を見た。人間の赤ちゃんは体よりも脳が先に発達した状態で生まれてく

ることが紹介されていた。ＮＨＫらしい番組ですばらしかった。最近では最新の科

学的研究成果が、実際の子育てに生かされ始めている。「すくすく子育て」などの

番組でも、科学的な根拠とともに具体的な方策を紹介することが重要だと感じてい

る。 
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○  ４月２９日(木)のヒューマニエンス ４０億年のたくらみ「“涙” 秘められた

魔法のチカラ」を見た。さまざまなストレスを抱える現代人にとって、涙を流すこ

とによってストレスが解消できることを根拠とともに分かりやすく解説しており

興味深かった。著名な専門家も出演しており、番組に説得力をもたらしていたと思

う。番組構成やゲストの選定など、とてもバランスの取れた内容だった。「ヒュー

マニエンス ４０億年のたくらみ」はＮＨＫならではの番組であり、引き続き期待

したい。 

 

○  ５月８日(土)に再放送された「偉人にチャレンジ～伝説の真相に迫る～佐々木蔵

之介がナビゲートする新感覚歴史番組」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:30～9:00)を見た。歴史

的な資料を読み解き、数百年前の逸話を科学の力で再現するという斬新な歴史番組

だった。那須与一とモーツァルトの逸話を紹介していたが、特に那須与一の話題が

とても興味深かった。那須与一が屋島の戦いで軍船に掲げられた扇の的を射落とし

たという伝説について、数学や天文学などを用いて検証しており、ＮＨＫならでは

の番組だと感じた。数学的には射落とせる確率はおよそ１％という計算だったが、

弓道家の徳山陽介さんが実証実験をした結果およそ１０射で命中していた。伝説が

真実であった可能性を感じられる新しい歴史番組で、視覚的にも引きつけられた。

今後にも期待したい。 

 

○  慶應義塾大学名誉教授で言語生態学者の鈴木孝夫さんが２月に亡くなられた。

数々の名著はさまざまな言語に翻訳されて世界中で読まれている。鈴木さんの人生

はとても興味深いので、「ＥＴＶ特集」などの番組で取り上げてほしい。 

 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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２０２１年４月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１６日(金)、ＮＨＫ放送センター

（ウェブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、新潟放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、目

撃！にっぽん「おもてなしの心、貫いて～新型コロナと女将（おかみ）の１年～」につ

いて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、５月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      奥山千鶴子（ＮＰＯ法人びーのびーの理事長） 

   副委員長  小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   委 員      泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（株式会社野沢温泉代表取締役社長） 

斉藤とも子（俳優／社会福祉士・介護福祉士） 

杉山 正司（元埼玉県立文書館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜目撃！にっぽん「おもてなしの心、貫いて～新型コロナと女将（おかみ）の１年～」 

（総合 ２月２８日(日)放送）について＞ 

 

○  興味深いタイトルで、深く考えさせられる番組だった。旅館の経営において、新

型コロナウイルスの感染拡大とどのように向き合えばよいのかはとても重要な問

題だ。経営の悪化や従業員の雇い止め、予約客からのキャンセルなどさまざまな問

題が発生したにも関わらず、おかみの発地満子さんは前向きに困難に立ち向かって

いた。その姿に励まされるとともに、勇気をもらった。首都圏からの宿泊者を受け

入れた旅館が、地域住民から非難される場面はとても切なく、いたたまれない気持

ちになった。発地さんの思いや努力がよく伝わってきて、頭が下がる思いだった。
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新型コロナウイルスの感染対策で宿泊客に提供する手袋はコストがかかるにも関

わらず良質なものを使っており、発地さんのおもてなしの心に感動した。一方で、

「ＧｏＴｏトラベル」の効果で満室になった日があるという紹介があったが、新型

コロナウイルス感染拡大以前の満室とは受け入れた客数が異なったのではないか。

もう少し丁寧に説明してほしかった。新型コロナウイルスの感染拡大下に旅館のお

かみが一所懸命取り組む様子を伝えた意義のある番組だった。 

 

○  俳優の高橋克実さんのナレーションは温かみがありすばらしく、番組の内容にも

ぴったりだと感じた。番組冒頭で高橋さんを紹介する際に、新潟県出身であること

を明示したほうがよかったと思う。見るのがつらくなるような切ない話もあったが、

テロップの色使いが工夫されており、視聴者が受ける印象を和らげていたことを評

価したい。およそ１年にわたって同じ旅館を取材するという、地域放送局の強みが

生きた番組だったと思う。発地さんに焦点を当てていたが、従業員が率直な思いを

吐露する場面を伝えていたことは重要で、とてもよかった。従業員がテレワークを

前面に打ち出したワーケーションの宿泊プランを企画するなど、前向きに取り組む

様子には救われる思いがした。予約客にキャンセルを促すという苦渋の決断につい

ても、それこそがおもてなしであることがしっかりと伝わってきた。重要なポイン

トを丁寧に伝え、前向きな終わり方をしていたこともよかった。今後も継続的に取

材し、コロナ禍で苦境に立たされている人たちを勇気づけるような番組を制作して

ほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  満室になったという紹介についてだが、取り上げた旅館は

本館と別館があり、新型コロナウイルスの感染が拡大してか

らは本館のみで、さらに部屋数を減らして営業している。指

摘のとおり、この状況における満室ということであり、もう

少し丁寧に伝えてもよかったかも知れない。 

 

○  地域の旅館を長期間取材して伝えるという地域放送局ならではの意義のある番

組だった。新型コロナウイルスの感染拡大がこの１年で旅館に与えた影響をうまく

まとめていた。コロナ禍で生じる問題の縮図を浮き彫りにしていたと思う。地域住

民による旅館への批判などは取り上げにくかったと思うが、重要なポイントであり

しっかりと伝えたことはよかった。常連客に対して、旅館側からキャンセルを依頼

していたが、それこそが発地さんのおもてなしであることがよく伝わってきた。常

連客も発地さんの気遣いを理解しており、とてもよいシーンだった。従業員の苦悩

や取り組みが丁寧に描かれており、さまざまな工夫をしてこの苦境を乗り越えよう
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としていることが理解できた。勇気をもらえるよい内容だったので、今後も取材を

続けてほしい。 

 

○  番組全体を通して、人と人との心の交流がよく描かれており、胸を打つシーンが

数多くあった。番組制作者と旅館関係者の信頼関係がしっかりと築かれていたこと

でこのような場面を撮影できたのだと感じた。およそ５０年にわたって苦楽をとも

にした従業員を雇い止めにするシーンがあったが、発地さんの思いがよく伝わって

きた。この従業員が旅館を訪ね、発地さんと会話を交わすシーンに胸を打たれた。

このシーンには女性のすすり泣くような音声が入っていたが、ディレクターの声

だったのではないか。また、予約客にキャンセルを促すというつらい場面があった

が、発地さんにインタビューするディレクターの優しさが胸に響いた。発地さんの

冷静で穏やかな人柄もよく伝わってきた。表情の変化をうまく捉えており、すばら

しかった。 

 

○  新型コロナウイルス感染拡大下における旅館のおかみの苦悩がよく伝わってき

た。人と人とのつながりが丁寧に描かれており、発地さんが客を思う気持ちに感動

した。予約客にキャンセルを促すシーンは切なく、勇気のある決断だと感じた。常

連客も発地さんの思いを理解しており、よい関係性が築けているのだと感じた。弁

当の販売に活路を見いだそうとする発地さんと、その難しさに苦悩する従業員の気

持ちはどちらも理解できる。弁当を食べる子どもたちの反応などを紹介すると、よ

りよかったのではないか。新型コロナウイルス感染拡大の影響は今後も続き、リ

モートワークはさらに推進されるだろう。ワーケーションなどの関連した取り組み

が紹介されていたが、とても重要な戦略だと感じた。この取り組みの結果について

は、改めて伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ドキュメンタリー番組の制作においては、ディレクターが

取材相手とどの程度の距離感で接するかがとても難しい。こ

の番組の制作にあたっても、そのことに腐心した。相手を思

いやりながらも、適切な距離感を保つことで客観的に伝える

ことができたと考えている。 

 

○  新型コロナウイルスの感染拡大で旅館の経営が大変な状況にあることがよく理

解できた。おかみが中心となって新たな収入源を模索しているとのことで、続編に

も期待したい。発地さんの「コロナは人の心までもむしばむ」ということばが印象

に残った。年末年始の予約客にキャンセルを促す電話をして、発地さんが涙を流す
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シーンがあった。あえてナレーションを付けていなかったことで、より視聴者の胸

に響いたのではないか。厳しい状況でもなんとか工夫してビジネスチャンスを模索

し、前向きに取り組もうとする発地さんの思いや旅館を経営する使命感が伝わって

きた。発地さんは行政の対応を批判することなく、ひたすら前向きに取り組んでい

た。今後の旅館業を考えるうえでのヒントになる番組だったのではないか。高橋

さんのナレーションは情感がこもっておりすばらしかった。 

 

○  長期間取材を続けて番組にしたことを高く評価したい。発地さんについてはこれ

までも「新潟ニュース６１０」や「金よう夜きらっと新潟」で何度か取り上げてい

たので知っていたが、すばらしい番組だった。新型コロナウイルスの感染拡大で旅

館の経営者たちは皆同様の努力を続けている。旅館業が置かれている状況を客観的

に伝える意義のある番組だった。高橋さんのナレーションは情感がこもっておりす

ばらしかった。地域放送番組で取り上げられる際はどうしても地域目線の内容に

なってしまい、逆に共感しづらいと思うことがある。この番組は全国の視聴者に向

けて作られており、客観性の高い内容でよかった。新潟県に住む人たちにとっても、

身近な問題を改めて考えるきっかけになったのではないか。事実をありのまま丁寧

に伝えておりとてもよかった。発地さんが無言で涙するシーンがあったが、ことば

に表せない複雑な思いがしっかりと伝わってきた。一方で、暗めの映像が多かった

ので、旅館のある南魚沼市の美しい自然の映像も紹介するとなおよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルスの感染拡大が社会に与える影響は大き

く、状況も目まぐるしく変化していたので、現場で感じたこ

とをそのまま撮影して伝えるということを心がけた。温泉旅

館の１年間の姿をありのままに伝えることができたと考えて

いる。南魚沼市の美しい四季の風景については、つららの映

像などを紹介した。頂いた意見は今後の番組制作に生かして

いきたい。 

 

○  予約客のキャンセルによる旅館への影響について、発地さんが「雪崩を打つよう

な」という表現をしていた。新型コロナウイルスの感染拡大によってこれまでのに

ぎわいが一変する不条理さがよく伝わってきた。弁当の販売に違和感を覚える営業

担当者などが率直な思いを語るシーンや、やむをえず雇い止めをされた従業員がい

たという紹介、そしてインターネット上での旅館に対する心ない書き込みなどから、

コロナ禍で理不尽な状況が生じていることがよく伝わってきた。温泉旅館を長期間

取材することで、新型コロナウイルスの感染拡大が地域経済に及ぼす影響をよく描
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いていた。この番組は何年後かに改めて見たとき、貴重なアーカイブスになると感

じた。その意味では、撮影した日付を示すテロップに西暦も記載するとなおよかっ

たと思う。 

 

○  現在も続く新型コロナウイルス感染拡大の影響に翻弄される、旅館のおかみの１

年間の姿を客観的に伝えており考えされられた。多くの視聴者が、それぞれの状況

と重ね合わせて番組を見たのではないか。先が見通せない状況の中、なんとか明る

い兆しを見いだしたいというメッセージが、番組タイトルの「おもてなしの心、貫

いて」ということばに込められていると感じた。コロナ禍で苦悩する旅館の従業員

に焦点を当てていたこともよかった。旅館のありのままの状況を伝えたシーンが多

かったが、発地さんが予約客にキャンセルを促す場面では、インタビューアーの姿

と声が映し出されていた。視聴者が感情移入できる演出だったと思う。旅館がある

南魚沼市は新潟県の中でも有名な豪雪地域だ。厳しい状況にも前を向いて何度も立

ち上がるという、雪国の人々の辛抱強さがよく表現された良質な番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響で不条理なことが起き

ている。この番組の大部分は旅館のある南魚沼市で初めて新

型コロナウイルスの感染者が報告される前に取材したものだ

が、地域で感染が拡大していなかったとしても、経済に大き

な影響が出るという怖さを伝えたいと考えた。およそ１年前

の映像では、宿泊客や旅館の従業員がまだマスクをしていな

かった。このような違いを映像で伝えることができたのは、

この旅館を長く取材していた成果だと考えている。指摘頂い

たように、記録を後世に残すという視点も大切にしながら、

引き続き地域の課題を見つめる番組を制作していきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  番組のディレクターは「どんなことがあっても、何度でも

立ち上がる雪国のおかみがいる」という番組最後のコメント

に、さまざまな思いを込めたと聞いている。頂いた意見は今

後の番組制作に生かしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 
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○  ３月３０日(火)の「ぐんまスペシャル～東京２０２０オリンピック聖火リレー

～」(総合 後 7:30～8:10 群馬県域)と、３月３０日(火)から４月１日(木)の「ほっ

とぐんま６３０」を見た。３月３０日(火)と３１日(水)に群馬県内で聖火リレーが

行われたが、前橋局では特集番組や１８時台のニュース情報番組で特集していた。

聖火ランナーへのインタビューや、聖火リレーの舞台裏を紹介しており興味深かっ

た。聖火リレーがさまざまな人たちの努力に支えられて実現していることがよく理

解でき、関係者の思いがしっかりと伝わってきた。聖火リレーのダイジェスト映像

はすばらしく、胸が熱くなった。２次元コードを画面に表示して、特設サイトでの

ライブ配信を案内していたことも丁寧でよかった。カメラワークもすばらしかった

と思う。東京オリンピック・パラリンピックの開催には賛否があるが、これらの番

組を見て応援したい気持ちになった。新型コロナウイルスの感染拡大で、多くの人

が集まるイベントは行われなくなったが、皆が心を一つに応援することが許される

のがオリンピックなのだと感じた。安全安心が第一であることは言うまでもないが、

聖火リレーが多くの人の希望になっていることはまぎれもない事実だと感じた。一

方で、聖火リレーを応援する人たちのインタビューが紹介されていたが、オリン

ピックの開催に前向きな意見が多かった。批判的な意見も伝えてほしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  群馬県内で行われた聖火リレーについては、前橋局の新た

な試みとして「ほっとぐんま６３０」と「ぐんまスペシャル」

を連動させて詳しくお伝えした。東京オリンピック・パラリン

ピックの開催についてはさまざまな意見がある。頂いた意見

は今後の番組制作に生かすとともに、引き続き地域に寄り

添ってさまざまな話題をしっかりと伝えていきたい。 

 

○  「新潟ニュース６１０」を見ている。新潟県内のプロサッカーチームや、オリン

ピック代表が内定した選手の活躍など、暗いニュースが多い中でも明るい話題を

しっかりと伝えており元気をもらっている。ＳＮＳを活用していることもすばらし

いと思う。新年度から、視聴者の疑問に答える「新潟Ｑ」というコーナーが始まっ

たが、視聴者どうしが意見交換できるような機会があると、さらに盛り上がるので

はないか。今後はＳＤＧｓについて取り上げる予定があるとのことだが、最近話題

になっている柔軟剤の中に含まれているマイクロカプセルの“香害”についても伝

えてほしいと思う。また、６月に行われる予定の新潟県内での聖火リレーについて、

聖火ランナーや住民がどのような考えを持っているのかについて伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 新潟局は 2021 年１１月の開局９０年に向けて「新潟ニュー
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ス６１０」を中心に、新しい企画を続々と立ち上げている。

頂いた意見を参考にして、引き続き地域サービスの充実に取

り組んでいきたい。 

 

○  ４月９日(金)の金よう夜きらっと新潟「聞かせてください あなたの“新型コロ

ナ１年”」を見た。視聴者からお便りを募集し、番組の中で紹介していた。番組で

取り上げられなかったお便りについても、ＳＮＳに掲載された動画の中でアナウン

サーが紹介しており感心した。新潟局のホームページには番組制作者の放送後記も

掲載されており、デジタルサービスがすばらしい。さまざまな媒体で視聴者に届け

ようとする思いがよく伝わる取り組みだと評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘頂いたとおり、番組内で紹介しきれなかった視聴者の

声についてはＳＮＳで発信させていただいた。今後もデジタ

ル展開を強化していきたい。 

 

○  ４月２日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「コロナ×東京五輪・パラ 首都圏の現

場では」を見た。首都圏には、ホストタウンとして海外からの観客受け入れに向け

て準備を進めてきた人たちが数多くいる。海外からの観客を受け入れないことが決

まったが、これまで行ってきたことをしっかりと生かす取り組みが番組内で紹介さ

れており、勇気づけられた。 

 

○  ４月９日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「生理・更年期 女性の悩み フェム

テックが解決！？」を見た。生理などの女性の悩みについて丁寧に取り上げており、

多くの女性が勇気づけられたのではないか。女性の体の悩みを科学技術で解決する

「フェムテック」ということばを初めて知った。最新の科学技術が女性の悩みの解

消に役立っていることが分かる、とても興味深い番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  先進国の中で、日本はジェンダー・ギャップの大きい国だ

と言われている。生きづらさを感じている女性も数多くいる

中で、女性の悩みを科学技術で解決する「フェムテック」に

ついて取り上げた。女性の視点を大切にして、男性の理解を

より深める内容にすることを心がけた。よりよい社会を今後

どのように実現していけばよいのかについて考える番組を引

き続き制作していきたい。 
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○  大河ドラマ「青天を衝（つ）け」を見ている。北大路欣也さん演じる徳川家康が

“狂言回し”の役割を担う演出は目新しく、興味深い趣向だと思う。オープニング

の映像はＣＧがとてもよく、タイトルの「青天」ということばとも相まって若々し

さが感じられてすばらしい。黒澤和子さんの衣装デザインもすばらしく、着物の色

使いが美しい。また、佐藤直紀さんの音楽もとてもよい。水戸もドラマの舞台になっ

ており、水戸局も地域放送番組で取り上げるだけではなく駅前で広報するなど、大

河ドラマを積極的に盛り上げている。水戸が大河ドラマで盛り上がっていることを

実感している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  大河ドラマ「青天を衝（つ）け」は水戸が物語の重要な舞

台となっており、水戸局が一丸となってＰＲなどを展開して

いる。「いば６」では徳川慶喜を演じる草彅剛さんや徳川斉昭

を演じる竹中直人さんにインタビューするなど、さまざまな

企画を放送している。４月１１日(日)にはドラマの出演者を

ゲストに迎え、「青天を衝（つ）けファン感謝祭ｉｎ水戸」と

いうイベントも行った。その模様は４月１６日(金)に放送す

る予定だ。引き続き視聴者に満足いただけるような取り組み

を続けていきたい。 

 

○  ３月３１日(水)の歴史探偵「参勤交代」を見た。愛知県の三河吉田藩に伝わる参

勤交代に関する新しい資料が発見されたことを前面に出していた。資料そのものは

確かに新発見だったが、資料の内容は一般的なものであり目新しさは感じられな

かった。ドラマ仕立ての演出や、古文書を参考にして資料を読み解く手法など、説

得力のある番組だったと思う。参勤交代について実証的に取り上げ、現代の事例に

例えて紹介するなど、難解な歴史の入門番組としてはよかったと思う。今後は、箱

根の通関手続きなどのテーマを扱ってもよいのではないか。また、参勤交代は示威

行動でもあるので、御先三品などに触れてもよかったと感じた。今後も参勤交代に

ついて多角的に取り上げていってほしい。なお、映像で紹介された参勤大名が乗る

籠は、実際のものとは形状が異なっていた。４月１４日(水)の「関ヶ原の戦い」で

は、赤色立体地図など新しい手法を用いて歴史を読み解いていた。歴史エンターテ

インメント番組として今後に期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた指摘は現場に伝えるとともに、今後の番組制作に生
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かしていきたい。 

 

○  ４月１１日(日)のたっぷり関東ＮＨＫ「青天を歩け！～渋沢栄一の足跡を訪ねる

～」を見た。これまでに「ひるまえほっと」などで放送された「青天を歩け！」と

いう企画の総集編で、まとめて見ることができてよかった。東京、神奈川、埼玉を

舞台に、渋沢栄一にゆかりのある話題を取り上げており、各地の特徴もしっかりと

伝わってきた。大河ドラマの直後に放送されている「青天を衝（つ）け紀行」とは、

また違うよさがあった。渋沢栄一は関東甲信越地方の各地に足跡を残しているので、

各地域放送局が制作した企画もぜひ放送してほしい 

 

（ＮＨＫ側） 

  さいたま局が中心になって制作した番組だ。渋沢栄一の足

跡を訪ねるにあたっては、埼玉県だけではなく幅広い地域を

取材することが重要だと考え、東京都や神奈川県の話題も取

り上げた。「青天を衝（つ）け紀行」とは異なった演出で、渋

沢栄一の足跡が現代につながっていることが伝わるよう心が

けた。今後も首都圏局と連携し、さまざまな企画に取り組み

たいと考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今後も渋沢栄一に関連する話題については幅広く取材を続

け、番組で取り上げていきたい。 

 

○  ４月２日(金)のドキュメント７２時間「大病院のコンビニ それぞれの“生き

る”」を見た。病院のコンビニに密着して来店する人たちの思いに耳を傾ける内容

だった。他人への感謝の思いを口にする人が多く、感動的なシーンも数多かった。

大けがから救ってくれた医師への感謝を語る患者のことばが印象に残った。入院を

自分と向き合う大切な機会であると前向きに捉える患者もおり、とても参考になっ

た。人間の思考の奥深さがしっかりと伝わってくる内容だった。転落事故による大

けがで苦しいリハビリに前向きに取り組む若者の姿に心を打たれた。病院のコンビ

ニが苦しい入院生活の中で憩いの場になっていることがよく伝わってきた。 

 

○  ４月６日(火)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。本来大人が担うこと

が多い家事や家族の世話などを日常的に行うことで、進学などを断念せざるをえな

い“ヤングケアラー”の実態調査について伝えていた。埼玉県の公立高校 145 校の

生徒にアンケートを実施していたが、希望する進路を断念した生徒が少なくとも４
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４人いたということだった。埼玉県の教育委員会の担当者のインタビューや“ヤン

グケアラー”に詳しい専門家の話が紹介されており参考になった。共働きの両親に

代わって祖父母の介護をしなければならず、自身の進路をあきらめた女性が紹介さ

れていた。いじめやハラスメントなどはメディアでも頻繁に取り上げられて人々の

関心を集めているが、あまり顕在化していない問題を取り上げて問題提起したこと

を評価したい。公共放送の使命を果たすリポートだったと思う。社会的に意義のあ

るテーマを今後も取り上げ続けてほしい。 

 

○  ４月１２日(月)の逆転人生「電光石火！コロナ禍で売上ゼロからの逆転」を見た。

体験型レジャーの予約サイトを運営するベンチャー企業に焦点を当てていた。新型

コロナウイルスの感染拡大で売上が大きく落ち込んだ状況から４か月で大幅に業

績が回復をしたという内容に驚かされた。融資が受けられない中でも従業員を解雇

しない仕組みを作ったことなど、とても興味深かった。現在は多くのレジャー施設

が人数制限をすることで利用できるようになっている。ここにビジネスチャンスを

見いだし、時間ごとに予約人数の上限を設けるシステムを短期間で開発して提供し

ていた。成功だけではなく、売り上げが落ちて厳しい状況にあるときの苦労を丁寧

に描いていたことがよかった。困難に直面しても前向きに取り組むことの重要性を

実感させてくれる番組だった。 

 

○  ３月２８日(日)の趣味の園芸「花産地でプロに学ぶ」を見た。千葉県君津市での

カラー栽培の様子を紹介していた。2019 年の台風で被災した地域を応援するよい

番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  被災した地域を応援したいという思いもあり、カラー栽培

の話題を取り上げた。番組の中で、俳優の三上真史さんが千

葉局の花壇をデザインする様子が紹介されたことで、多くの

視聴者に千葉局を訪れていただくことができた。今後も地域

に寄り添った発信を続けていきたい。 

 

○  ４月１日(木)の太田光のつぶやき英語「ＳＮＳで注目！“コロナ世代”の若者た

ち」と４月１５日(木)の「＃ＳｔｏｐＡｓｉａｎＨａｔｅ アジア系への差別をや

めよう」を見た。話題のニュースやトレンドに関するＳＮＳの投稿を取り上げて英

語で読み解く番組で、立教大学の鳥飼玖美子名誉教授の解説がとてもよかった。さ

まざまなニュースを国際的な視点で理解できるうえに英語も学ぶことができるの

で勉強になる。太田光さんの飾らない司会もとてもよいと感じている。 
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○  ４月５日(月)の１００分ｄｅ名著「渋沢栄一“論語と算盤”（１）高い志が行動

原理を培う」と、１２日(月)の「（２）“信用”で経済をまわせ」を見た。司会に伊

集院光さんと安部みちこアナウンサー、講師に中国古典研究家の守屋淳さん、朗読

で俳優の小野武彦さんが出演していた。出演者の個性がうまくかみ合っており、引

き込まれた。番組の構成が分かりやすく、テンポもよいので視聴者の満足度が高い

のではないか。一方で、「論語と算盤」というタイトルが生まれるきっかけとなっ

た画帳がフリップで紹介されていたが、もう少しアップで見せてほしかった。また、

テキストにも写真を掲載してほしかった。テキストには「論語と算盤」から引用し

た文章がいくつか記載されている。「論語と算盤」は講演録で１０章から成るが、

どの章のどの部分から引用したのか、丁寧に記載したほうがより親切だろう。テキ

ストの作り方についてはさらに工夫してほしい。 

 

○  ４月から始まった「クラシックＴＶ」を見ている。「ららら♪クラシック」もよ

い番組だったが、「クラシックＴＶ」もさまざまな趣向がこらされておりすばらし

い。男性のピアニストと女性の歌手というこれまでにないＭＣの組み合わせがよい。

クラシックの番組としては珍しく、開放感のあるセットが効果的でよかった。４月

１日(木)に放送された「今井翼×フラメンコ」の中でスペインの作曲家であるファ

リャを取り上げた際に、「この点に関してはファリャを措（お）いてほかにいない」

というテロップが出ていた。常用外の漢字をひらがなだけで表示するのではなく、

漢字に仮名を振る形で表現していたことがよかった。日本語における仮名交じり文

は大切に伝えていきたい文化であり、視聴者に対しても親切ですばらしい対応だっ

た。 

 

○  ３月８日(月)に再放送されたＢＳ１スペシャル「奇跡の里浜～震災９年 再生の

日々～」を見た。宮城県仙台市の新浜地区に焦点を当てていたが、これまでに放送

されてきた多くの震災関連番組とは少し異なる印象を受けた。津波の被害が大き

かった里浜が再生していく様子が美しい映像で描かれていた。自然が持つ再生力の

ほか、住民たちの営みや思いが丁寧に描かれていた。人間は本来自然の中で生かさ

れていることを感じさせてくれる番組ですばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東日本大震災から１０年が経過した。ニュースやドキュ

メンタリーのほか多くの番組で震災に関連する話題を取り上

げ、さまざまな放送波で編成した。総合テレビでは「ＮＨＫ

スペシャル」を８本制作して放送したほか、ドラマやさまざ
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まなジャンルの定時番組などでも多角的に伝えた。また、こ

れまでに放送してきた番組の中から、改めて見ていただきた

い番組を再放送した。視聴者からの反響も大きく、幅広い世

代に見ていただくことができたと考えている。 

 

○  ４月７日(水)に再放送された「令和を彩る京都の桜 ハイライト」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 

後 3:54～5:23)を見た。誰もが一度は見たいと思うような京都の満開の桜を美しい

映像で紹介しておりすばらしかった。ハープの音色がすばらしかったが、演奏者が

楽譜を頻繁に見ており少し気になった。４月１０日(土)の「生中継！一目千本 吉

野の桜」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:00～8:59)も見た。吉野の桜の魅力を堪能することがで

きてとてもよかった。ギタリストの押尾コータローさんの演奏がすばらしかった。

桜の映像と調和しており、とてもよい演出だった。人間国宝（小鼓）の大倉源次郎

さんが奈良の桜について語っていたが、興味深い内容ですばらしかった。 

 

○  ＮＨＫは緊迫するミャンマーの情勢について、「ＮＨＫスペシャル」や「ＥＴＶ

特集」などで多角的に取り上げている。国際的な話題について、さまざまな番組で

取り上げることはとても重要だと思われるので、引き続きよろしくお願いしたい。 

 

 

 

 

ＮＨＫ編成局 

番組審議会事務局 
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